
第53表  ヨA19 出土遺物層位別一覧表
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第213図  ヨA20遺物分布図

1.位  置 ヨA19地点の南100m弱の湿地内の

丘陵を選定して 2× lmの範囲のグリッドを設け

た。標高1,300m程 と考えられる。

2.層 序 本地点の層序は次のようである。

I層 表土層

Ⅱ層 褐色七層

Ⅲ層 漸移層

Ⅳ層 流紋岩礫含暗灰黄色

第214図  ヨA20試掘坑

第212図 Hは内弯する剥片の先端に掻刃部を作出

したもので、掻器としての機能を考えられる。こ

れも皮つきの剥片を用いていることが特徴である。

転石面をもつ皮つきの剥片が多く、およそ83%で

あるが、17%は 自然面を持っていない。しかし総

体として縄文的な石器生産技術の中にあるものと

言える。

三の又地点は概して言えることは、旧石器的な

生産技術を感ずることが出来ないのが特徴である

が、時間的に差異があって、旧石器人はこの谷に

入り込まなかったのであろうか。その侵人は縄文

期まで待たねばならなかったのであろうか。しか

しヒトの痕跡は新しい形で認められることは黒燿

石石材の採集拾得と共に貴重な所見である。

表土層

褐色上層

漸移層

響斃嘗僣宴灰色砂質ローム層

1Ocm

15cm

15cm

砂質ローム層 20cm～

3.遺 物  1・ I層から48点の資料が検出され

ている。剥片15点、原石33点である。剥片のうち、
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第54表  ヨA20 出土遺物層位別一覧表
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1.位置及び遺物 ヨA23グ リッドとしたところ

は東餅屋黒燿石採掘坑 C地′点東100m程 の第 1コ

ルと呼ばれた地点で、およそ標高1,532mである。

この地点は黒燿石の細粉が採掘されたものらしく

付近の土砂によって埋め戻されてあった。その採

掘地点の南側の壁面から黒燿石製のかなり整った

石核が 5点ほどと縦長剥片が 3点得られている。

石核は調整打面があり、景J離痕は90度のものと、

70～ 80度のものとが混在している。皮つきのもの

は 1点のみであるが概して小形である。 8～ 5 cm

位であって、必ずしも大きくない。縦長景J片が幅

広のものが多いのはヨA04bの Ⅵ層出土のものと

共通点がある。古手の資料と見られる。

ここは黒燿石露頭のすぐ脇であり、熔岩台地の

テーブル状地形の鞍部である。良好な地形となっ

ていて、旧石器人の石器製作の舞台として極めて

好適な場所であったことが知られる。

近代的工業のためほぼ湮滅の状況と言えよう。

(森山公一)

参考 :第Ⅲ地点出土の石器
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地  点 標 高 面  積 層 序 層 厚 地 表 下 火 山 灰 の 内 容
文 化 遺 物

取上番号 備 考

原石 石核 剥片 石器

ホ B01～

ホA23

報告書Ⅱで記録報

告済み

ホ B25 1,260 2× 4 I

I

Ⅲ

Ⅳ

V

10

20

15

50

185

-10

-30

-45

-95

-400

黒色耕土層 (客土)

ローム層 (客土)

ローム十黒色土層

黒色土層

ローム漸移層

15

20

2

1

1

4

1～ 16

17^V48

49-52

ビニール温室横

(段 丘生成調査)

ホA26 1,217 3× 3 I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

15

25

100

10

20

20

20

40

100

-15

-40

-145

-155

-175

-195

-215

-255

-355

耕作土

漸移層

黄褐色粘質ローム

黄褐色′ヽ―ドローム

黄褐色流紋岩混ローム

黄灰色水性ローム

ob粒含細礫層

粗粒礫層

亜円礫層

3

5

30

2

5

20

20

30

80

2

3

9

1-80

81～ 127

128^-262

」地点下

(段丘生成調査)

土屋沢と本沢の渡

ホA27 1,215 2× 1 I

I

皿

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

10

10

20

20

55

30

10-

-10

-20

-40

-60

-115

-145

-155～

耕作土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

白バミス含砂質ローム

ob粒含砂礫層

8

3

18

2

2

2

3

100

130

4

14

140

7

２

３

２

２

５

２

一

|

1-8

9-30

31-197

198-207

ホA26の裏

三角Xll

ホ B28 1,255 2× 1 Ｉ

　

Ｉ

　

Ⅲ

30

20

20-

-30

-50

-70～

耕作土

赤褐色土混砂礫層

黄灰色砂礫層

ｌｏ

　

二

１

　

　

二

６

　

二

３

　

一　

　

一

温室畑

ホB29 1,260 2× 1 I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

25

25

5

15

20-

-25

-50

-55

-70

-90～

耕作土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色ローム混礫層

5 一
　

　

１

　

　

二

　

　

一

|"

1

14

二

　

　

一

温室畑

ホ B30 1,260 2× 1 I

Ⅱ

皿

Ⅳ

V

Ⅵ

30

5

25

50

50

25^V

-30

-35

-60

-H0

-160

-185～

耕作土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

赤褐色粘質ハードローム

白パミ含黄灰色砂質ローム

２〇

　

一　

　

一
　

２

　

一　

　

一

温室畑

Eヨ文化遺物あり
第55表 本沢地区調査資料一覧表

略号 :ホ  A:左  B:右
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略号 :プ  A:左  B:右

地  点 標 高 面  積 層 序 層  厚 地 表 下 火 山 灰 の 内 容
文 化 遺 物

取上番号 備 考
原石 石核 剥片 石器

ブA24a・ b 1,515m 1× 1 報告書 Iで記録報
告済み

ブB01

ブB02

ブB03

ブB04

ブA05

ブA06

1,510

1,620

1× 1

1× 1

1× 1

1× 1

2× 1

2× 1

I～ Ⅲ

I～Ⅲ

I～Ⅲ

I～Ⅲ

l―Ⅳ

I～Ⅳ

-124cm

-75

-95

-106

文化遺物

無し

「自然の家」より

上部

ブB07 1,290 2× 1 I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

30cm

30

15

10

25

20-

-30

-60

-75

-85

-110

-130～

耕作土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色砂質ロ

黄褐色礫混ロ

くイロット農場_L

ブB08 1,285 2× 1 】 100^v -100～ 耕作土 (埋土) くイロット農場_L

ブB09 1,280 2× 1 I

I

Ⅲ

Ⅳ

20

10

10

70-

-20

-30

-40

-110～

耕作土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

2

2

二

　

　

１

　

　

一

5

5

10

14

2

1 1～ 14

道路わき

ブB10 1,275 2× 1 I

I

Ⅲ

Ⅳ

V

30

20

5

20

40^ウ

-30

-50

-55

-75

-115～

耕作土

黒色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

黄褐色砂質ローム

一

２

２

３

一

一
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
．
。
　
　
　
　
一

20

10

20

20

2

10 1-46

47-58

道路三角畑

ブB ll 1,250 2× 1 I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

X

30

20

30

20

60

5

15

20

5

5

-30

-50

-80

-100

-160

-165

-180

-200

-205

-210

表土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

赤茶色粘質ローム

黄灰色砂質ローム

茶褐色砂礫層

褐色粘質ローム

黄褐色粘質ローム

澤礫層

2

1

2

10

3

3

2

8

200

30

30

90

10

1

5

10

1^‐ 80

81^-160

161^ヤ 174

175-182

有料道路束

第56表 ブドウ沢地区調査資料一覧表
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第57表 土屋沢地区調査資料一覧表
略号 :ツ  A:左  B:右

地  点 標 高 面  積 層 序 層 厚 地 表 下 火 山 灰 の 内 容
文 化 遺 物

取上番号 備 考
原石 石核 剥片 石器

ツB01 1,270 3× 3 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

130cm

100

70

150-

-130cln

-230

-300

-450～

埋土

黒色土

褐色土

灰褐色水性砂ローム

灰褐色砂礫層

段丘生成調査にて

パックホーで深掘

り

」地点南

ッB02 1,255 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

20

40

15

15

60

10～

-20

-60

-75

-90

-150

-160～

表土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

黄褐色砂質ローム

11 1 1 1～ 13

ツA03 1,290 2× 1 I

I

Ⅲ

3

25

55^―

-3
-28

-83～

黒色土

褐色土

黄褐色水性ローム

一　

　

一　

　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

一　

　

一　

　

一

ツA04 1,290 2× 1 1

1

皿

5

20

30-

一
　

・
２

　

・
５

黒色土

褐色土

黄褐色水性ローム

一　

　

一　

　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

二

　

一

ツA05 1,370 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

20

15

5

20-

-20

-35

-40

-60～

表土

黒色土

褐色土

黄褐色水性ローム

７

　

８

　

一
　

一

ツA06 1.430 2× 1 Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

10

10

20

45

20

10^―

-10

-20

-40

-85

-105

-H5～

表土

黒色土

褐色土

黄褐色水性ローム

灰褐色砂質ローム

灰褐色砂礫ローム

ツA07 1,250 2× 1 Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

5

10

15

45

10-

-5
-15

-30

-75

-85

表土

黒色土

褐色土

暗茶褐色水性ローム

暗黄褐色水性ローム

ツA08 1,225 2× 1 Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

25

40

5

5

15^V

-25

-65

-70

-75

-90～

表土

黒色土

褐色土

漸移層

暗黄色砂質ローム

ツA09 1,220 3× 3 I

Ⅱ

Ⅲ

5

25

60-

-5

-30

-90～

表土

耕作土

褐色土混礫層

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

ツB10 1,255 2× 1 I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

20

40

15

15

60

10～

-40

-55

-90

-H0
-135

-145～

耕土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

白黄褐色砂質ローム

３０

　

１８

‐２

８

一

1 5

5

5

6

1知
5

10

10

IЮ

1

1

1

1^ャ 9

10-50
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第58表 男女倉川地区調査資料一覧表
略号 :オ  A:左  B:右

地   点 標 高 面  積 層 序 ナ習 ナ享 地 表 下 火 山 灰 の 内 容
文 化 遺 物

取上番号 考

原石 石核 刺片 7]暑 :

オB01 1,150 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

ｃｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

-20cm
-60
-80
-85
-175
-205～

表土
黒色土
褐色土
漸移層
黄褐色粘質ローム

青灰色砂礫層

12

3

|"
５

５

‐０

一

1 5
一
　
１
■
，４

　
一

1-5
6^‐ 36

B地′!ミ _L
高松沢

オA02 1.135 2× 1 Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

5

0

0

5

)0^V

-15
-25
-35
-50
-70～

表土
黒色土
褐色土
漸移層
黄褐色水性ローム

ダム周辺

オA03 1.120 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

20

25

20

30-

-20
-45
-65
-95～

表土 (笹根)
黒色土
褐色土
ローム混砂礫層

ダム周辺

オA04 1,200 2× 1 Ｉ

Ｉ

皿

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

5

15

5

5

25

15-

-5
-20
-25
-30
-55
-70～

表土
黒色土
褐色土
漸移層
暗黄褐色砂質ローム

灰黄色砂礫土

ダム周辺

オ305 1.205 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

25

10

20

20

15～

-25
-35
-55
-75
-90～

表土 (笹根)
黒色土
褐色土
漸移層
黄褐色水性ローム

２

２

一
　

二

一

２

１

一
　

一

オB06 1,205 2× 1 １

ｌ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

20

25

10

20

30-

-20
-45
-55
-75
-105～

表土
黒色土
褐色土
漸移層
黄褐色粘質ローム

一
　

一

２

１

一

オB07 1,255 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

30
10

10

90^‐

-30
-40
-50
-140～

耕作土
褐色土

漸移層
黄褐色粘質ローム

tイ ロット農場内

オ B08 1,235 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

20

20

70-

-20
-40
-110～

耕作土
漸移層
黄褐色粘質ローム

1 10

くイロット農場内

オB09 1,240 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

30

10

70

10～

-30
-40
-H0
-120

耕作土
漸移層
黄褐色粘質ローム

赤褐色粘質ローム

2 ５

‐０

‐３

一

一
　
ぅ
乙
　ぅ
乙
　　一

くイロット農場内

オ B10 1,290 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

15

65

20-

-15
-80
-100～

耕作Jl
黄褐色砂質ロ

暗褐色砂質ロ

くイロット農場内

オ 1,285 2× 1 １

ｌ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

50

20

20

20

10-

-50
-70
-90
-H0
-120～

耕作土
黒色土
褐色土
漸移層
黄褐色粘質ローム

ミイロット農場内

オB12 1,275 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

20

25

10

20

55-

-20
-45
-55
-75
-130～

耕作土
黒色土
褐色土

漸移層
黄褐色粘質ローム

tイ ロット農場内

オB13 1,210 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

20

25

10

20

55-

-20
-45
-55
-75
-130～

耕作土

黒色土

褐色土
漸移層
黄褐色粘質ローム

2 5 2

くイロット農場内

オA14 1,210 2× 1 Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

15

5

10

50^‐

-15
-20
-30
-80～

表土 (笹根)
黒色土
褐色土
赤褐色水性ローム

オB15 1.260 2× 1 40

85～

-40
-125～

耕作土
黄褐色粘質ローム 1 4 1～ 5
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略号 :ワ  A:左  B:右

地  点 標 高 面  積 層 序 層 厚 地 表 下 火 山 灰 の 内 容
文 化 遺 物

取上番号 備 考
原石 石核 剥片 石器

A01 1,370 ｌ

ｍ

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

10cm

10

5

60

40

50^―

-10cm

-20

-25

-85

-125

-175～

表土

黒色土

褐色土

黄褐色粘質ローム

茶褐色砂質ローム

褐色粘質ローム

ズリ5

1 2 2 1～ 10

和田川上流

ワA02 1,330 2× 1 I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

15

10

45

40-

-15

-25

-70

-110^―

表土

黒色土

褐色土

黄褐色粘質ローム l

5

10 4

1^‐ 22

23^V30

ワA03 1,310 2× 1 Ｉ

　

Ｉ

　

Ⅲ

一　

　

二

黒色土

褐色土

含礫水性ローム

一
　

　

１

　

　

一

一　

　

一　

　

一 ト
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＾̈．́、　．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　（一̈

1^ウ 9

10-14

15^V68

石鏃

ワA04 1.250 2× 1 Ｉ

　

Ⅱ

　

Ⅲ

20

50

20^‐

-20

-70

-90～

黒色土

褐色土

流紋岩礫層

一
　
　
　
．―
＾
　
　
　
　
一

一

　

１

　

　

一

４

　

９

　

　

一

一　
　
　
　
ぅ
ι
　
　
　
　
一

1-4

5-17

接待上

ワA05 1,240 2× 1 Ｉ

　

Ⅱ

　

Ⅲ

20

120

10～

-20

-140

-150～

黒色土

黄褐色水性ローム

水性ローム

二

　

　

一

一　

　

二

一
　

３

　

一

一　

　

一　

　

一

1～ 3

接待下

ワA06a 1,230 2× 1 I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

30

20

10

60

20-

-30

-50

-60

-120

-180～

暗黄褐色土

黒褐色土

黒褐色砂層

黒褐色粘質土

褐色砂礫層

和田川中流

ワA06b 1,235 0.7× 09 I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

20

40

25

50-

-20

-60

-85

-135～

表上

黒色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

一
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
．り
Ｚ
．
　
　
　
　
　
一

20

6

一
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
っ^

、ぅ．
　
　
　
　
　
一

1-9

ワA07 1,190 2× 1 Ｉ

　

Ⅱ

　

Ⅲ

10

90

10^―

-10

-100

-110～

表土 (笹根)

角礫混黒色土

角礫混水性ローム

一　

　

二

一　

　

二

２〇

　

二

３

　

二

1-23 和田川下流

ワA08a 1.115 2× 1 Ｉ

　

Ｉ

　

Ⅲ

3

5

70～

-3

-8

-79～

表土

褐色土

花聞岩礫混水性ローム

一　

　

一　

　

一

一
　

　

二

二

　

　

一

二

　

　

一

観音沢

ワA08b 1.120 2× 1 I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

25

25

50

60-

-25

-50

-100

-160～

表土

黒色土

褐色土

黄褐色砂礫層

10

60

2

14

観音沢

第59表 和田川地区調査資料一覧表
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略号 :卜  A:左  B:右

地  点 標 高 面  積 層 序 層 厚 地 表 下 火 山 灰 の 内 容
文 化 遺 物

取上番号 備 考
原石 石核 剥片 不]暑計

ト 1,530 2× 1 Ｉ

Ⅱ

皿

Ⅳ

Ｖ

-20cm
-30
-45
-75
-100～

表土

黒色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

含礫砂質ローム

IЮ
1 1

和田峠 トンネル

卜B02 1,540 2× 1 Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

35

15

10

20

35^ウ

-35
-50
-60
-80
-H5～

表土

黒色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

含礫砂質ローム

2

１

　

一一　

１

２

　

一

ト
一　　
　
一　　ぅ
。
　．
ι
　　
一

和 田峠 トンネル

卜B03a 1,490 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

30

10

60

20

10～

-30
-40
-100
-120
-130～

表土

褐色土

黒色土

漸移層

黄褐色粘質ローム 1

5

IЮ 7

卜B03b 1_489 0.7× 1 Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

25

10

40

20

20-

-25
-35
-75
-95
-H5～

表土 (黒褐色土)

褐色土

粘質黒色土

漸移層

礫混ソフトローム

1

1

IЮ
1 1 3

卜B04 1.480 2× 1 I

Ⅱ

-20
-60～
表土

黄褐色粘質ローム 1 1

10

10

2

2

卜A05 1,485 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

30

30

30-

-30
-60
-90～

黒色土

褐色土

黄褐色粘質ローム 5 5

IЮ
10

2

5

1-5
6^-21

卜A06 1.480 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

20

30

20

30～

-20
-50
-70
-100～

表土

黒色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

1 1

卜A07 1,460 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

30

40

20-

-30
-70
-90～

表土

黄褐色漸移層

黄褐色ローム 6 IЮ 12

1-23

卜A08 1,455 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

25

30

20

40

40^‐

-25
-55
-75
-H5
-155～

表上

黒色土

漸移層

黄褐色ローム

黄褐色粘質ローム

1

1

4

1

1-5
6

小深沢

卜A09 1.440 2× 1 Ｉ

Ｉ

Ⅲ

30

30

20^‐

-30
-60
-80～

黒色土

漸移層

黄褐色ローム層

13
4 6

|“
10

1

4

1-22
23--49

小深沢

二L暑やナ|´

卜A10 1.440 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

10

30

10

25

40

60

20-

-10
-40
-50
-75
-115
-175
-195～

表土

黒色土

茶褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

赤褐色粘質ローム

茶褐色粘質ローム

1

一
　

一
　

一
　

一
　

１

１

　

一

1300
２０

６０

３０

２〇

一

‐０

‐９

‐７

６

４

一

キャンフ場

卜All a l 2× 1 15

45

-15
-60
表土

撹乱層 15
歴史の道

トA ll b 1.415 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

20

30

20

45

30-

-20
-50
-70
-H5
-145～

表土 (笹根)

黒色土

漸移層

黄褐色粘質ロー

黄褐色粘質ハード

5 5

IЮ
20 3

歴史の道

卜A12 1.410 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

-20
-45
-65
-85
-130～

表土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム 11

3

1 3

|“
1-181

里塚

土器片
ナイフ(凝灰岩)

卜A13 1.400 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

15

20

30

50-

-15
-35
-65
-H5～

表土

黒色土

漸移層

褐色粘質ローム

一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　^
（̈
）． ＾̈
）̈）

一
　

一
　

　

６ IЮ 1 2

1^‐ 25

26-32

一里塚下

第60表 和田峠地区調査資料一覧表
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略号 :ヨ  A:左  B:右

地  点 標 高 面  積 層 序 層 厚 地 表 下 火 山 灰 の 内 容
文 化 遺 物

取上番号 備 考
原石 石核 剥片 石器

ヨA01b 1,410 ｌ

ｍ

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

10cm

30

l0

80-

- l0crn

-25
-55
-65

- 145

表土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

IЮ

1

3

2

1

3

1200

70

60

40

9

3

3

5

1-6
7-50

湿原周辺

ヨA02 1.420 2× 1 I

I

Ⅲ

Ⅳ

V

15

25

15

25

30^‐

-15

-40

-55

-80

-110～

表土

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

湿原周辺

ヨA03 1.410 2× 1 I

Ⅱ

皿

Ⅳ

V

15

20

20

15

35-

-15

-35

-55

-70

-105～

表土

黒色土

褐色土

漸移層

暗黄褐色ローム (水性)

3 l

湿原周辺

ヨA04a 1,382 2× 1 I

I

Ⅲ

Ⅳ

V

10

10

20

15

30～

-10

-20

-40

-55

-85～

表土 (笹根)

黒色土

褐色土

黄褐色ハードローム

暗褐色ハードローム

3

湿原周辺

ヨA04b 1,380 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

20

15

20

30

50

55

35

25

10～

-20

-35

-55

-85

-135

-190

-225

-250

-260～

表土 (笹根)

黒色土

褐色土

漸移層

黄褐色粘質ソフトローム

黄褐色砂質ソフトローム

黄褐色砂質ハードローム

黄褐色砂層

灰黄色砂混礫層

30

3

10

40

5

5

3

1

8

20

1～ 10

11^‐ 30

31-98

99^ウ 111

湿原周辺

土器片

ヨA04c 1,375 2× 1 Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

10

20

20

10～

-10

-30

-50

-60～

表土 (笹根)

黒色土

褐色土

暗褐色包水性ローム

5

湿原周辺

ヨA05 1,380 2× 1 Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

5

5

5

20

30

30

20-

-5
-10

-15

-35

-65
-95

-115～

表土

黒色土

褐色土

茶褐色土

漸移層

黄褐色粘質ローム

白黄色ハードローム 1

一

　

一

　

一

　

一
　

１

１

　

一

20

25

30

10

3

3

9

9

1へ‐32

33^V57

湿原周辺

土器片

ヨA06 1,385 2× 1 I

I

Ⅲ

Ⅳ

V

5

5

5

15

15～

-15

-10
-15

-30

-45～

表土

黒色土

漸移層

黄褐色水性ローム

赤褐色ハー ドローム

湿原周辺

ヨA07 1,390 2× 1 1

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

10

10

30

10～

-10

-20

-50
-60～

表土

黒色土

褐色土

ローム混礫層

ヨA08 1,385 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

5

25

30

30-

-5
-30

-60
-90～

表土

黒色土

褐色土

黄褐色粘質ローム 2 1～ 2

湿原周辺

第61表 熔岩台地地区調査資料一覧表
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地  点 標 高 面  積 層 序 層 厚 地 表 下 火 山 灰 の 内 容
文 化 遺 物

取上番号 考

原石 石核 剥片 石器

ヨA09 1,395 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

20cm

20

20

15

25^V

-20cm

-40
-60
-75

-100～

表土 (笹根)

黒色土

褐色土

漸移層

黄灰色砂質ローム

2 1-2

湿原周辺

ヨA10 1,535 2× 1 I

I

10

35

-10
-45
表土 (笹根)

黒燿石流紋岩含砂ローム

一
　

一

台地

ヨAH 1,540 2× 1 ｌ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

5

5

5

0-

-15
-30
-40
-55～

表土 (笹根)

黒色土

褐色土

黒燿石流紋岩含砂ローム

二

　

一
　

一

一　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一

台地

ヨA12 1,525 2× 1 I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

20

10

40

10-

-20
-30
-70
-80～

表土 (笹根)

黒色土

褐色漸移層

流紋岩風化砂含ローム

一
　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一

台地

ヨA13 1,535 2× 1 I

I

Ⅲ

Ⅳ

20

25

25

40^V

-20
-45
-65
-105～

表土 (笹根 )

黒色土

褐色漸移層

流紋岩砂混ローム

一
　

一
　

一
　

一

3

3

1 11～
4

台地

ヨA14 1,520 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

20

25

20

10～

-20
-45
-65
-105～

表土 (笹根)

黒色土

褐色漸移層

流紋岩混砂ローム

二

　

一
　

一

一　

一
　

一
　

一

台地

ヨA15 1.415 2× 1 1

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

25

15

15

15

30^V

-25
-40
-55
-70
-100～

表土 (笹根)

黒色土

褐色土

漸移層

黄灰色砂質ローム

一
　

一
　

一
　

一
　

一

IЮ I H0

三ノ又への乗越南

ヨA16 1.280 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

10

5

5

55-

-10
-15
-20
-75～

表土

黒色土

褐色土

暗黄褐色砂質ローム

5

1 8
3

1

2 1-5

三 ノ又

ヨA17 1,305 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

5

10

20-

-5
-15
-35

表土

褐色土

暗黄褐色包砂質ローム

一
　

一　

一

三 ノ又

ヨA18 1.310 2× 1
Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

5

15

30～

-5
-20
-50～

表土

褐色土

黄褐色砂質ローム

三 ノ又

ヨA19 1,300 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

10

10

5

35～

-10
-20
-25
-60～

表土

褐色土

漸移層

暗黄灰色砂質ローム

一
　

一
　

一
　

一

４

　

一
　

一
　

一

1

1-2

三ノ又

石鏃 (磋岩 )

ヨA20 1,300 2× 1
Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

10

15

15

20^v

-10
-25
-40
-60～

表土

褐色土

黄褐色砂質ローム

暗灰黄色砂礫層

一
　

一　

一　

一

IЮ

三 ノ又

ヨA21 1.215 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

15

15

50

10～

-15
-30
-80
-95～

表土 (笹根)

褐色土

暗茶褐色ローム

暗黄褐色ローム

一
　

一
　

一
　

一

三ノ又沢出入口

ヨA22 1,215 2× 1 I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

10

5

10

20

40-

-10
-15
-25
-45
-85～

表土 (笹根)

黒色土

褐色土

漸移層

茶褐色砂礫混ローム

一
　

一
　

一
　

一
　

一

一
　

一　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一
　

一

三ノ又沢出入口

ヨA23 1,525 1^‐ 6 採掘力L復元工事に
て表採

ヨA24 1,440 2× 1 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

10

25

50

10～

-10
-35
-85
-90～

表土 (笹根)

褐色土

暗褐色粘質ローム

黄褐色砂礫層

一
　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一

三ノ又への乗越北

(森山公一 )
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本沢地区 本沢地区は昨年の調査 (ホ B01～ホA
24)の補充的なものとした。昨年は24地点で40グ

リッドを掘り、そのうち 8地点 (20%)から資料

を得ている。しかし本年度はブドウ沢 0土屋沢と

本沢との合流地点を主として調査を行ったもので、

6グ リッドでそのすべてである6地点 (100%)

から遺物が検出されている。

とりわけホB25地点とホB26地点は、無遺物と

なるや段丘生成調査のためのバックホーによる深

掘りを行っていて、その成果は地質学的所見とし

て反映されていることも貴重である。

またホA27地点では 5層にわたる層位的調査も

可能となってこの本沢における調査を重要ならし

めている。

ブ ドウ沢地区 ブドウ沢ブA23地点は昨年の調査
によって明らかになっているが、本年は「目黒区

自然の村」建造物上から、本沢との合流点付近を

中′らに調査が行われた。ブA06地点は調査員で

「再会の尾根」と呼んだ地点で、男女倉域の山道

から八島・七島湿原の見える稜線まで調査の網を

のばしている。上部はほとんど無遺物地帯で、地

層の撹乱も激しく、ロームの流亡も著しい事がわ

かる。土屋沢との合流部段丘上のグリット
゛
は、ほ

とんど全て遺物が見られ、全体では11グ リッド中、

3地点 (27.2%)のみの検出であるが上部は0%、

合流部は60%が遺物を得られていることがわかる。

土屋沢地区 土屋沢は10グ リッドを設け、そのう
ち3地点 (30%)で遺物が得られている。必ずし

も密度の高い状態ではない事がわかる。ここは黒

燿石原産地としての露頭がみられ、土屋沢の河床

第 3節 考古学的調査の中から

でも大きくはないが資料の転石を拾得できるにも

かかわらず、意外に遺跡は多くない。むしろ、縄

文時代に入ってから入 り込んで来た気配すらあっ

て注目されるとこである。段丘生成調査によって

バックホーでの深掘 りがツB01地点で行われてい

る。

男女倉川地区 男女倉川地区は和田川の合流地点
がオB01地点を除いて稀薄で、パイロット農場上

位が同様である。それは遺跡は Bl・ B2段丘面に

展開していて、その上部も下部も遺跡立地として

は稀薄であることを表しているかにうかがえる。

オB01地点は既調査地点第 B地点の数m上部で、

信州ローム研究会による調査の高松沢をはさんで

の対岸である。高松沢は男女倉川に合流する枝沢

でその上部傾斜面のローム中に転石となって原石

が産立する。同高松沢にはこの転石が流れ込んで

いるのである。転石は露頭の石と異なって大部分

の原石は転石中に固い芯だけがのこされる。第Ⅱ

地点・B地点の旧石器人たちはこの転石を拾得し、

台地へ上って作業をしたに違いない。こうして原

石から転石へ、転石の拾得から作業へと一連の動

きがこの場所で完了するものと見られる。遺跡の

稀薄地帯は拾得できる転石の量にも関連するもの

であろうし、その量は高松沢の場合ローム中の転

石が崩落による供給という事情を反映しているか

もしれない。ここの高松山系の原石が気泡の多い

涯青岩質のものであるとすれば崩落による転石距

離にもよって、必要な大きさの岩塊を得ることが

出来ない事となる。遺跡はそうした相乗効果の中

に立地していることは明らかである。出土割合お
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よそ53.3%は、そうした理解の中では稀薄地帯は

ゼロに近く、 Bl・ B2段丘面は100%に近いことに

なるのも見逃すことはできない。

和田川地区 和田川ぞいの調査区はおよそ100%

の検出例を知る事ができる。下位から上位にかけ

て、和田川転石となったものを素材として、一次

的な素割を行った気配が濃厚な地点が多いことも

その性格を知る上で貴重であった。時に左岸域の

良好な地形上に営まれたものが多く、荒割 0素

割・二次加工と地点内の位置を移動し選定してい

るらしい事もうかがい知ることができるもので

あった。石核の調整、縦長景J片の生産、石器の生

産、そして持ち出しの段階 。時期に迫ることも可

能な地域であるかにみえる。

和田峠地区 和田峠地区も全てのグリッドで遺物
の出土をみることができる。小深沢周辺、キャン

プ場周辺では、縄文の土器片も検出されて、ここ

が1,500m内 外の位置におけるもう一つの新しい

時代の展開を知ることができる。縄文早期人や前

期人がこの高所を訪れていたことは事実であるが、

にわかに黒燿石の拾得や製作と結びつけることは

難しい。しかし縄文的な景J片が多い事も認めるこ

とは出来るので、この課題は今後に大きく残され

ている。又 卜A12地点から出土した凝灰岩製のナ

イフ形石器はやはり大きな問題点を投げかけてい

る。凝灰岩製のナイフを身に帯びた多分北まわり

の旧石器人が、ここに入り込んで来たことは事実

であろう。その意図するものはなんであったか、

黒燿石とすれば石器生産技術と石材との新しい課

題が単純なものとしても横たわっているものと思

われ、更に多岐にわたる課題となるものであろう。

熔岩台地地区 熔岩台地は①湿原周辺 ②山稜周

辺 ③三ノ又周辺、に地形がわかれるが、最も濃

密な遺跡地帯は①の湿原周辺である。ここはむし

ろ素割から始まる地帯と言うよりは、ヨA04b地

点のように剥片の持ち込みによる二次的な石器生

産址的な性格が強く、より生活址的なものとなっ

ているかに見える。それは湿原に集まる動物とも

関連するものであろうか興味を持たれる処である。

②の山稜周辺は意外に遺跡の稀薄地帯であり、三

ノ又周辺と軌を同じくしている。三ノ又ヨA19地

点には桂岩製の石鏃も見られ、縄文人の横行とし

ても新しい問題提起が内在しているかに見える。

(森嶋 稔)

第62表 グリッド位置 。出土割合

地  区 グ リッ ト 左 右 試掘 出土 曇赤% 黒耀石

本  沢

昨

年
1-24 29.1

1～ 2
本

年
25-30 100.0

ブドウ

沢

昨

年
1 1

1～ 2
本

年
1^vll 1

土屋沢 1～ 10

男女倉
ノ||

1～ 15 53.3 1-

禾日田り|| 1^V 8 100.0 4-

和田峠 1～ 13 100.0 5-

熔

石

地

湿

原
1^v 9 3^V

山

稜

10ハV15

23・ 24
1～

一二
又
16-22 1^ウ

計 1⌒-24 5^V

合  計
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第 4章 和田峠・男女倉産黒燿石の理化学的分析調査

第 1節 資料群の選択

パーライトエ場の採石場や廃採石場となっている。

小深沢地点も同様でパーライトの廃採石場になっ

ており、その規模の大きさも瞳自させられるもの

がある。小深沢最奥のビーナスライン自動道の東

下である。

男女倉地区の高松沢地点は高松山の西斜面で、

大きく沢筋が食込んでいる。その上流斜面一帯に

人頭大以下の黒燿石がローム中に転石として含ま

れており、その転石が更に高松沢を転下し、男女

倉川に至って合流する。その合流点の右岸一帯が

第Ⅱ地点、左岸一帯が B地点及びオB01地点であ

る。この高松沢斜面を原産地とするが、涯青岩と

すべきであるようである。

牧ヶ沢A・ B地点は今は廃採石場となっている

露頭であるが、風化が著しい。男女倉谷に属する

高松山の西向き斜面である。涯青岩質。

ブドウ沢右岸地点はパイロット農場の中にある

露頭があるが、こんな所に露頭がという所に位置

している。気泡の入った歴青質のもので、一連が

認められる。

土屋沢地点は 5個所にわたりその地点の露頭が

確認される。いわゆる黒燿石で、漆黒である。明

らかに高松山系の歴青質のものとはちがい良質な

黒燿石があるが概して大形のものはない。

以上が男女倉川地区の 9地点であるが高松山系

のものと、土屋沢水系のものと区別することが出

来そうである。

1.原産地点について

和田峠・男女倉谷一円の黒燿石原産地遺跡分布

調査は理化学的分析調査によって、当初の目的で

ある「黒燿石の産出状況と文化遺跡の分布の関

係」に迫ろうとした。黒燿石は地質学における

火山学的所見によると、二つのタイプがあって、

①は流紋岩質マグマの貫入時に基盤の岩石 (安山

岩その他)に接触、急冷部が黒燿石という自然ガ

ラス質の岩石となるもの。急冷部ほど良質な黒燿

石となり、貫入の中′も部へ向かっての緩冷部ほど

質のよくない黒燿石が生成されるという。この貫

入を「火道」と言うが直径数百mから数十mま で

あるとのことである。②は流紋岩質マグマの噴出

によって多くの場合地表との接触により急冷・緩

冷現象が起き自然ガラス質の岩石が生成されるも

のと言う。この場合多くはビッチス トーンと分類

され、黒燿石と区別されるようである。ビッチス

トーン=涯青岩の方が黒燿石より水分の合有量が

若干多いようである。和田峠を中心とした範囲は

黒燿石が多く、高松山を中′いとした高松沢系の範

囲は歴青岩をみることが出来るようである。

そ うした原産地点のあ り方を肉眼的に見たの

が、第63表である。和田峠地区 4地点、男女倉地

区 9地点、下諏訪町地区 8地点、長門町地区 3地

点である。

和田峠地区の東餅屋に 3地点 (A～ C)力 あ`る

が、和田川右岸北傾斜面、山稜線を含む地点は、
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下諏訪町地区に9地点を選定することとして①

の狙上にのせることとした。

星ヶ台は 3地点 (A～ C)が確認されている。

霧ヶ峰高原の最南端ほどに位置し露頭となってい

る。板状節理のものが多く透明度は高く良質であ

る。この 3地点の黒燿石には共通点が多く、同一

火道によって生成されたものと思われる。

和田峠西地点は現在でも稼働しているパーライ

トの採掘場であるが、黒燿石が付近で露頭となっ

ている。明らかに火道によるものと見られ、所に

よっては黒燿石の厚さ40m内外と言う。中′らに向

かって質が落ちて行く様子が確められている。峠

の東側露頭も同一の火道によるものかと予測され

ている。

星ヶ塔に 4地点 (A～ D)力 み`られる。星ヶ塔

自体が一つの火道の気配があり、石綿状・針状・

礫状、そして拳大、人頭大のものまで良質な黒燿

石が得られている。現在採掘中のものまでかなり

多岐にわたり、良好な資料も提供している。

長門町地区では 3地点から採取している。星糞

峠地点はあまりにも有名であるが、鷹山川 A・ B

地点は人頭大半裁程のものから得られており、注

目される。これらは共通した崩落位置である星糞

峠地点からの供給であろうか、高松山との関係で

今後の調査を待つところは大きい。

以上24地点の黒燿石原産地点を選定し、基本資

料として 5等分、一つを学芸大学チームに、一つ

を立教大学に、一つを京都大学に、一つを信州大

学に、一つを和田村教育委員会に保管した。その

上に立って、各グリッド出土の資料を分析検討い

ただくこととした。

2.調査地区割と分析地点

各分担の調査地区割を考古学的な地区割にまず

準ずる事にして、本沢地区 0ブ ドウ沢地区・土屋

沢地区・男女倉川地区・和田川地区・和田峠地

区・熔岩台地地区の 7地区とし、

本沢・ブドウ沢・土屋沢・男女倉川地区

学芸大学チーム ニ官修治氏ら

和田川・和田峠・熔岩台地地区

立教大学   鈴木正男氏

とした。その具体的なグリッドと分析点数につ

いては第64表 の通 りであるが、二宮修治氏らは

135点、鈴木正男氏は158点の分析を行った。

なお両氏共に資料の破壊を伴 うものとの当初の

計画 (後に鈴木氏から破壊を伴わないむね連絡が

あった)に応じ、検討の結果の資料提供であった

ことをつけ加えておきたい。

3.資料非破壊による分析

当初から資料の非破壊による諸調査分析が可能

とされる京都大学藁科哲男氏は、既調査遺跡の資

料、とりわけ石器類そのものについての分析を依

頼することとして選択された。

その結果、男女倉遺跡 B地点と」地点が選択さ

れ、特に尖頭器 。ナイフ形石器 。石核をその対象

とした。

3セ クションの分析結果は充分に当初の目的を

果すものであった事は、次の諸報告がそれを示し

ている。こうした小地域における分析研究も例の

ない事であるばかりか、種々の課題を提供してい

ることは明らかである。その間労を惜しまず参加

連絡に当っていただいた文化庁の岡村道雄氏にも

負うところは大きい。記して謝意としたいもので

ある。 (森山公一)
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第63表 黒燿石原産地点・黒燿石の観察所見表

地区 番号 原 産 地 状 況 形 状 表 皮 基  色 色 調 透明度 球 顆 粘 り

和

　

田
　

峠

東餅屋 A 露 頭 板 サメ肌 茶 灰縞 濁 微量 強

2 〃 B ″ ″ ″ ″ 灰黒縞 半濁 盤
朴

並
日

９
０ ″ C ″ 亜 角 ″ ″ 茶黒 ″ 〃 ″

4 小 深 沢 ″ 角 球 顆 透明 青黒 ″ 多量
己

Ｕ

男

女

倉

5 高 松 沢 河 床 亜 角 ″ ″ 茶 ″ ″ ″

6 牧ヶ沢 A 露 頭 角 ″ 漆黒 ピッチ状 不透 ″ 〃

7 ″ B 〃 ″ ″ ″ 〃 〃 〃 ″

8 ブドウ沢右岸 〃 ″ 〃 〃 ″ ″ ″ ″

18 土屋沢 C ″ ″ 灰 色 ″ 漆黒 ″ 微量 〃

19 ″ A ″ ″ ″ 〃 ″ ″ ″ ″

22 〃 D ″ ″ ″ ″ ″ ″ 〃 ″

23 ″ B ″ ″ ″ 〃 ″ ″ ″ 〃

24 ″ E ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″

下

諏

訪

9 星ヶ台 A ″ 板 光 沢 透明 黒縞 透明 缶
〔

″

10 〃 C ″ ″ ″ 〃 ″ ″ ″

〃 B ″ ″ 〃 〃 ″ 〃 〃

12 和 田 峠 西 ″ 亜 角 サメ肌 漆黒 漆黒 不透 並
日

13 星ヶ塔 A 〃 板 光 沢 透 明 灰縞 透明

〃 B ″ ″ ″ ″ 〃 〃 ″

20 ″ C 〃 〃 ″ ″ ″ ″ 〃

21 ″ D 〃 ″ ″ ″ ″ 〃 ″

長 15 星 糞 峠 堆 積 円 ゴマ塩 ″ 灰 ゴマ ″ 強

16 鷹山川 A 河 床 〃 ″ ″ 赤縞 ″ ″

17 B〃 ″ 〃 ″ 〃 ″ ″ ″

(森山公一)
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第64表 黒燿石の理化学的分析の分担割

黒燿石原産地点 検 出 資 料 の 分 析

宮

網

干

大

沢

1.東 餅 屋 A

3.

4. /1ヽ 沢深

オB01-12点―男女倉川

ツB10-6点―土屋沢

ブB10-12点―ブドウ沢

ブB ll-20ノ点~ ″

ホA26-45点―本沢

ホA27-40点― 〃

計135点

5.高  松  沢

6。 牧 ヶ 沢 A

8。 ブ ドウ沢右岸

18。 土 屋 沢 C

19.   ″

22

23

24

鈴

木

卜A07-20点一和田峠

卜A10-40′点一 ″

卜A12-40′点一 ″

ヨA01-20点一熔岩台地

ヨA04b-18点― ″

ヨA05-20′点一  ″

計158点

9.星 ヶ 台 A

10.  ″

11.  〃    B

12.和  田 峠 西

13.星 ヶ 塔 A

14.  ″    B

20.   ″    C

21.     ″

B地点-30点一男女倉川

0尖頭器-10′点

・ナイフー12点

・石核 -8点

」地点-32点―土屋沢

・尖頭器-7点

・ナイフーー20点

・石核 -5点

計62点

藁

科

糞

山
　
〃

星
　
鷹

‐５

　

‐６

　

‐７

峠

り|I A

B

合計24地点
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1.は じめに

長野県小県郡和田村では、日本を代表する黒曜

石原産地遺跡である男女倉遺跡群が所在している。

これまでに、男女倉遺跡群を文化財として保存・

活用するために和田村、長野県が男女倉遺跡群お

よび周辺の黒曜石原産地遺跡、ならびに周辺の地

形調査や黒曜石原産地調査を含め総合的な調査を

進められている。

筆者らの研究グループも自然科学的分析による

黒曜石原産地の推定を目的としてこれらの調査に

参画する機会を得た。現在、遺跡出土黒曜石資料

の原産地推定は、フィショントラック法、水和層

年代法、晶子形態法、蛍光X線法、放射化分析法

などにより進められている。これらの方法は、そ

れぞれに特徴を有するが、微量成分元素存在量に

もとづく原産地推定も極めて有効な方法の一つで

ある。一般に、諸種微量成分元素の定量には機器

中性子放射化分析が用いられる。この分析は多元

素同時定量が可能であり、検出感度が高く、さら

に分析精度の高いことが特徴であり、多くの試料

に適応範囲が広いために、多岐にわたる考古学関

係資料に応用され、有効な成果をもたらしている。

なお、この機器中性子放射化分析とは、広義の放

二宮修治 (東京学芸大学教育学部)

網干 守 (成城学園高等学校)

大沢員澄 (昭和女子大学文学部)

射化分析のうち、放射化したのちに化学的分離操

作を行わず、生成核種のγ線スペクトロメトリー

による諸種元素の定量分析を行 うことを言う。

本研究では、男女倉遺跡群および周辺の黒曜石

原産地遺跡調査における黒曜石資料の原産地推定

を目的として、男女倉遺跡群詳細分布調査 6地点

135片、および黒曜石原産地21地点40点について、

機器中性子放射化分析により諸種微量成分元素の

定量を行い、定量された微量成分元素存在量によ

り黒曜石原産地21地点40点の識別・分類、さらに、

男女倉遺跡群詳細分布調査 6地点135片の原産地

推定を行った。

2.資 料

本研究に供した男女倉遺跡群詳細分布調査 6地

点135片の黒曜石資料の肉眼観察による特徴と推

定産地を第 1-1～ 1-6表に示す。男女倉地区

1地点 (オ B01地点12片 )、 土屋沢地区 1地点 (ツ

B10地点 6片 )、 本沢地区 2地点 (ホ A26地点45

片、ホA27地点40片 )、 ブドウ沢 2地点 (ブ B10

地点12片、ブB ll地点20片 )である。なお、資料

の選定、表中の特徴、推定産地は遺跡群調査団に

より行われたものである。

第 2節 男女倉遺跡群詳細分布調査における

―機器中性子放射化分析による微量成分元素存在量からの検討一

黒曜石資料の原産地推定
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提出番号 注 記 特 徴 個体分類 推 定 産 地 分 析 番 号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

11560

6158

908

8192

285

12550

3983

10532

12107

12702

7223

気泡

気泡

漆黒

灰縞、透明濁

灰縞、半透明

灰縞

赤い

赤い

灰、気泡

灰、気泡

透明

透明

A

A

B

C

C

C

D

D

E

E

F

F

高松沢

高松沢

和田峠西

東餅屋 B

東餅屋A

東餅屋A

星糞峠か東餅屋

東餅屋

小深沢か ?

小深沢か ?

星ケ塔

星ケ塔

#92377 SW-OMB01-01

#92378 SW-OMB01-02

#92379 SW-OMB01-03

#92380 SW-OMB01-04

#92381 SW-OMB01-05

#92382 SW-OMB01-06

#92383 SW-OMB01-07

#92384 SW-OMB01-08

#92385 SW-OMB01-09

#92386 SW-OMB01-10

#92387 SW-OMB01-11

#92388 SW-OMB01-12

第 1-1表 分析資料―男女倉遺跡群詳細分布調査 〔男女倉地区 :オ B01地点〕

第 1-2表 分析資料―男女倉遺跡群詳細分布調査 〔土屋沢地区 :ツ B10地点〕

提出番号 注  記 特 徴 個体分類 推 定 産 地 分 析 番 号

１

　

　

２

　

　

３

　

　

４

　

　

５

　

　

６

34

32

24

36

14

37

気泡入る

半透明、気泡入らず

気泡入る、縞

気泡入る、縞

気泡入らず

赤色混じり

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

小深沢

星ケ塔

東餅屋A

東餅屋A

東餅屋 B

東餅屋 B

#92389 SW―TUB01-01

#92390 SW―TUB01-02

#92391 SW―TUB01-03

#92392 SW―TUB01-04

#92393 SW―TUB01-05

#92394 SW―TUB01-06
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表 1-3表 分析資料―男女倉遺跡群詳細分布調査 〔本沢地区 :ホ A26地点〕

提出番号 注記 特 徴 個体分類 推定産地 分 析 番 号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

25

33

98

241

231

242

254

210

253

260

232

127

171

118

89

82

77

68

65

47

42

19

14

183

03

46

250

222

177

132

113

99

58

66

55

44

259

09

63

04

200

195

153

156

86

赤い縞わずかに入る

灰色、不透明

灰色、不透明

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

平行する黒い縞、あまり透明でなし

ダークグレー (縞入らず)

ダークグレー (縞入らず)

ダークグレー (縞入らず)

半透明、気泡ほとんど入らず。
半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

白い斑点状の縞 不透明
白い斑点状の縞 不透明
気泡多、平行縞、あまり透明でなし

気泡多、平行縞、あまり透明でなt

半透明、白い縞

半透明、白い縞

半透明、白い縞

半透明、白い縞

半透明、白い縞

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

(?)

和田峠西

和田峠西

東餅屋 B

東餅屋B

東餅屋B

東餅屋B

東餅屋

東餅屋

東餅屋B

東餅屋B

東餅屋 B

東餅屋B

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋B

東餅屋

東餅屋

東餅屋A
東餅屋

東餅屋 B

東餅屋 B

東餅屋 B

星ケ塔

東餅屋A
東餅屋A
星ケ塔

東餅屋

東餅屋B

星ケ塔

星ケ塔

東餅屋

東餅屋C

東餅屋

東餅屋

東餅屋A
東餅屋A
東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

#92395 SW一 HOA26-01

#92396 SW― HOA26-02

#92397 SW― HOA26-03

♯92398 SW―HOA26-04

#92399 SW― HOA26-05

#92400 SW― HOA26-06

#92401 SW― HOA26-07

#92402 SW―HOA26-08

♯92403 SW一HOA26-09

#92404 SW― HOA26-10

#92405 SW― HOA26-11

♯92406 SW―HOA26-12

♯92407 SW―HOA26-13

#92408 SW― HOA26-14

♯92409 SW一 HOA26-15

#92410 SW― HOA26-16

♯9241l SW―HOA26-17

#92412 SW― HOA26-18

♯92413 SW―HOA26-19

♯92414 SW¬HOA26-20

#92415 SW― HOA26-21

#92416 SW― HOA26-22

#92417 SW― HOA26-23

#92418 SW― HOA26-24

#92419 SW― HOA26-25

♯92420 SW一 HOA26-26

#92421 SW― HOA26-27

♯92422 SW―HOA26-28

#92423 SW一 HOA26-29

1192424 SW― HOA26-30

#92425 SW一 HOA26-31

#92426 SW― HOA26-32

1192427 SW一 HOA26-33

♯92428 SW―HOA26-34

1192429 SW― HOA26-35

1192430 SW― HOA26-36

#92431 SW― HOA26-37

#92432 SW― HOA26-38

#92433 SW― HOA26-39

1192434 SW― HOA26-40

1192435 SW― HOA26-41

♯92436 SW一 HOA26-42
#92437 SW― HOA26-43
#92438 SW― HOA26-44
#92439 SW― HOA26-45
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提出番号 荘L  言己 特 徴 個体分類 推定産地 分 析 番 号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

70

71

63

77

88

99

92

177

138

62

28

27

50

37

1

21

24

44

164

182

199

185

38

61

3

31

40

4

2

10

Ⅱ層一括

Ⅱ層一括

Ⅱ層一括

Ⅱ層一括

Ⅱ層一括

Ⅱ層一括

Ⅱ層一括

Ⅱ層一括

Ⅱ層一括

Ⅱ層一括

赤い縞が入 り、透明度低 t

赤い縞が入り、透明度低し

白い霜降り、透明度低い

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、黒い縞入る

半透明、黒い縞入る

半透明、黒い縞入る

半透明、黒い縞入る

半透明、黒い縞入る

半透明、黒い縞入る

半透明、黒い縞入る

半透明、黒い縞入る

半透明、灰色の縞入る

半透明、灰色の縞入る

半透明、灰色の縞入る

半透明、灰色の縞入る

半透明、灰色の縞入る

半透明、灰色の縞入る

半透明、灰色の縞入る

半透明、灰色の縞入る

不透明、赤い縞入る

不透明、赤い縞入る

不透明、白い霜降 り

透明度高い、白い霜降 り

透明度高い、白い霜降り

不透明、漆黒

不透明t漆黒

灰色の縞、不透明

灰色の縞、不透明

黒い縞、半透明

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｋ

東餅屋

東餅屋

東餅屋

星ケ塔

東餅屋

星ケ塔

(?)

東餅屋

星ケ塔

東餅屋

星ケ塔

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋A
東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

星ケ塔

東餅屋 B

東餅屋

東餅屋

東餅屋 B

東餅屋 B

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

和田峠西

和田峠西

星ケ塔

星ケ塔

星ケ塔

#92440 SW一HOA27-01

#92441 SW―HOA27-02

#92442 SW―HOA27-03

#92443 SW―HOA27-04

#92444 SW―HOA27-05

#92445 SW―HOA27-06

#92446 SW一HOA27-07

#92447 SW―HOA27-08

#92448 SW―HOA27-09

#92449 SW―HOA27-10

#92450 SW―HOA27-11

#92451 SW―HOA27-12

#92452 SW―HOA27-13

#92453 SW―HOA27-14

#92454 SW―HOA27-15

#92455 SW―HOA27-16

#92456 SW―HOA27-17

#92457 SW―HOA27-18

#92458 SW―HOA27-19

#92459 SW―HOA27-20

#92460 SW―HOA27-21

#92461 SW一HOA27-22

#92462 SW―HOA27-23

#92463 SW―HOA27-24

#92464 SW―HOA27-25

#92465 SW―HOA27-26

#92466 SW―HOA27-27

#92467 SW― HOA27-28

#92468 SW―HOA27-29

#92469 SW―HOA27-30

#92470 SW―HOA27-31

#92471 SW―HOA27-32

#92472 SW―HOA27-33

#92473 SW―HOA27-34

#92474 SW―HOA27-35

#92475 SW―HOA27-36

#92476 SW―HOA27-37

#92477 SW―HOA27-38

#92478 SW―HOA27-39

#92479 SW―HOA27-40

第 1-4表 分析資料一男女倉遺跡群詳細分布調査 〔本沢地区 :ホ A27地点〕
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提出番号 注 記 特 徴 個体分類 推定産地 分 析 番 号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

44

9

17

19

48

49

53

45

15

３２

１

赤色混じり

半透明

半透明

半透明

灰色の縞入る

灰色の縞入る

不透明、白い斑点

不透明、白い斑点

不透明、白い斑点

不透明、白い斑点

半透明、良質、気泡入らず

気泡多

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

東餅屋B

東餅屋B

東餅屋B

東餅屋B

東餅屋A

東餅屋A

和田峠西

和田峠西

和田峠西

和田峠西

星ケ塔

小深沢

#92480 SW―BUB10-01

#92481 SW―BUB10-02

#92482 SW―BUB10-03

#92483 SW一BUB10-04

#92484 SW一BUB10-05

#92485 SW―BUB10-06

#92486 SW―BUB10-07

#92487 SW―BUB10-08

#92488 SW―BUB10-09

#92489 SW―BUB10-10

#92490 SW一BUB10-11

#92491 SW―BUB10-12

第 1-5表 分析資料一男女倉遺跡群詳細分布調査 〔ブドウ沢地区 :ブ B10地点〕

第 1-6表 分析資料―男女倉遺跡群詳細分布調査 〔ブドウ沢地区 :ブ B ll地点〕

提出番号 注 記 特 徴 個体分類 推定産地 分 析 番 号

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

３２

Ⅲ

２０

２‐

９８

６３

一

‐７

０１

‐３

２２

４６

６６

一

７４

８７

０３

６‐

一

一

透かすと茶、小さい爽雑物アリ

透かすと茶、小さい爽雑物アリ

透かすと青、小さい爽雑物アリ

白濁 り多く全体的に乳白色

赤混じり

赤混じり

赤混じり

透かすと若干乳白色、濁り状縞が入る

8に比べ透明度高い、

透かすとやや紫色がかる

透明度高い、黒い縞入る

透明度高い、;碧廠 予L白色濁リアリ

黒、表皮土色

黒、表皮土色

黒、表皮土色

黒、表皮黄色

黒、表皮黄色

里

黒、流紋岩縞

黒、流紋岩縞

黒、流紋岩縞

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

高松沢

高松沢

小深沢

星糞峠 ?

東餅屋 B

東餅屋 B

東餅屋 B

東餅屋A
東餅屋A

星ケ塔

星ケ塔

和田峠西

和田峠西

和田峠西

和田峠西

和田峠西

和田峠西

和田峠西

和田峠西

和田峠西

#92492 SW―BUBll-01

#92493 SW一BUBll-02

#92494 SW一BUBll-03

#92495 SW―BUBll-04

#92496 SW―BUBll-05

#92497 SW―BUBll-06

#92498 SW―BUBll-07

#92499 SW―BUBll-08

#92500 SW―BUBll-09

#92501 SW―BUBll-10

#92502 SW一BUBll-11

#92503 SW―BUBll-12

#92504 SW―BUBll-13

#92505 SW―BUBll-14

#92506 SW―BUBll-15

#92507 SW―BUBll-16

#92508 SW一BUBll-17

#92509 SW―BUBll-18

#92510 SW―BUBll-19

#9251l SW―BUBll-20
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また、原産地の黒曜石資料は、男女倉地区 (高

松沢、牧ケ沢AOB、 ブドウ沢右岸、土屋沢、土

屋沢上 )、 和田峠地区 (東餅屋東 AOBOC、 小深

沢)、 下諏訪町地区 (星ケ塔AOB、 同乗越、同

鉄塔下、同1470m、 星ケ台A・ B、 和田峠西)、

長門町地区 (星糞峠、鷹山川、同B)よ り採取さ

れたものである。

男女倉遺跡群詳細分布調査 6地点、原産地の黒

曜石の採取地点に関しては、本報告書に詳細な報

告があるので参照されたい。

3.実験方法

諸種微量成分元素 〔主成分元素であるナ トリウ

ム (Na)、 鉄 (Fe)を含む〕の定量には、機器中

性子放射化分析を用いた。

機器中性子放射化分析に供した黒曜石石器資料

は、粉砕し粉末試料とした。これは、機器中性子

放射化分析の際に、熱中性子照射により生成する

人工放射性核種のγ線の測定時のジオメトリーを

一定にするためである。黒曜石石器資料は、純水

一超音波洗浄後、水和層部分を取り除き、再度、

純水―超音波洗浄し、ステンレス 0ス チール製エ

リス型粉砕器で粉砕し、メノウ乳鉢で細粉化 (粒

径約0.04mm程度)した。なお、分析に供した細粉

試料はすべて風乾試料である。

本法の分析条件、測定した生成核種のγ線の測

定条件および測定核種を第 2表に示す。細紛化試

料約30～ 50mgを精絆し、ポリエチレン袋に二重に

封入 (約 l cm× l cm)し た。比較標準となる標準

岩石試料とともに25～ 30試料を照射キャプセルに

入れ、立教大学原子力研究所 TRIGA Mark Ⅱ原子

炉回転試料棚 (熱中性子束5.0× 10 H n/cぶ O sec)

にて熱中性子を24時間断続照射 (1日 6時間×4

日間)した。 γ線測定は、生成核種の半減期の違

いを利用し測定条件を変え、各試料について 3回

(それぞれ、短寿命、中寿命、長寿命核種を中心

に測定)行った。短寿命核種の測定は照射終了時

から 4～ 5日 間冷却後、500～ 1,000秒間計測、

中寿命核種の測定は 1～ 2週間冷却後、3,000～

5,000秒 間計測、長寿命核種の測定は 1～ 2ケ 月

間冷却後、5,000～ 10,000秒 間計測した。 γ線の

測定には Ge(Li)半導体検出器一マルチチャンネ

ル波高分析装置を用い、生成核種のγ線スペクト

ロメトリーを行った。

定量は、同時照射した合衆国地質調査所標準岩

石 (AGV-1,GSP-1,G-2)を 比較標準とする比較

法により行った。定量性の検討は、同時照射した

地質調査所標準岩石 (JB-la,JG-la,JR-1,JR-2)

の定量結果により評価した。

黒曜石原産地の諸種微量成分元素存在量による

識別・分類、ならびに男女倉遺跡群詳細分布調査

6地点135片の原産地推定には、定量された微量

成分元素存在量を変数とする多変量解析 〔拡張統

計計算プログラム・パッケージBMDP(Biome_

dicJ Computer programs― P)2Mク ラスター分析〕

を用いた。ここでは、変数として一部検出不可能

あるいは限界以下であった元素の Coを除く12元

素、Euと Coあ るいは Luと Coを除 く11元素の

場合、Eu・ Lu o Coを 除く10元素の場合とを適宜

用いた。

4.結果および考察

(1)機器中性子放射化分析の結果

機器中性子放射化分析の定量性検討のために同

時照射した地質調査所標準岩石 (JB-la,JG-la,

JR-1,JR-2)の 定量結果を第 3表に示す。本法
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第 2表 分析条件一機器中性子放射化分析

～ 50mgを精秤

‖原子炉
X10・ ln/cm2口 seC)
:日 間 )

リヽレ=ド
…… (kev) :

68,  2754      :
87,  1595      :
03             :

ルギー (keV)

1596

1292
1120
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７

２
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９

８

０

０
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９
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ｃ

ｓ

ｏ
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Ｃ
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Ｃ

Ｃ
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46sc
■34cs
60c。

■52Eu

18.66 d
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5。 271 y
13。 33 y

1077
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133,   482
1099,  1292
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1173,  1332
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第 3表 分析結果 (機器中性子放射化分析)―地質調査所標準岩石

分析番号 標準岩石 Na(%) Fe(%) Cs La Ce Th Co

#4029

#4034

#4089

#4094

#4099

#4104

#4109

#4114

」B-la(6)

」B-la(7)

」B-la(14)

」B-la(15)

」B-la(16)

」B-la(17)

」B-la(18)

」B-la(19)

2.02

1.96

2.05

2.08

2.10

2.08

2.08

2.10

6.32

6.20

6.17

6.24

6.45

6.28

6.38

6.34

30

40

50

40

30

70

40

70

0.5

1.1

1.4

1.2

1.2

1.8

1.4

41

42

41

40

41

40

41

41

63

60

56

56

65

59

55

64

5.3

5.3

5.3

5.2

5.2

5.3

5.2

5.2

1.5

1.5

1.6

1.7

1.6

1.6

1.6

1.7

0.3

0。 4

8.1

7.5

8.8

9.1

10

9.7

14

8.4

3。 7

3.4

3.2

3.5

3.7

3。 1

3.2

3.5

35

35

39

35

34

35

35

35

30

30

31

32

32

31

32

33

#4030

#4035

#4090

#4095

#4100

#4105

#4110

#4115

JG-la(6)

JG-la(7)

」G-la(14)

」G-la(15)

JG-la(16)

」G-la(17)

」G-la(18)

」G-la(19)

2.50

2.65

2.56

2.57

2.50

2.45

2.48

2.49

1.36

1.51

1.36

1.46

1.28

1.33

1.32

1.36

180

210

190

170

150

160

160

190

11

11

8.4

12

11

13

11

10

20

22

18

28

20

18

20

19

39

43

35

60

38

41

43

43

4.7

4.7

4.1

5.4

4.5

4.4

4.2

4.4

0.74

0.76

0.69

0,73

0.68

0.64

0.69

0.84

0.5

0.4

12

12

9.8

16

11

13

12

13

3.5

3.4

3.9

3.8

3.1

4.7

4.2

2.5

5。 1

5.6

5.6

4.8

4.0

4.4

4.6

4.7

6.6

7.1

6.9

7.0

6.7

6.5

6.5

6.8

#4054

#4116

#4117

#4118

#4119

#4120

#4121

JR-1(1)

JR-1(2)

JR-1(3)

」R-1(4)

JR-1(5)

JR-1(6)

JR-1(7)

3.03

2.99

3.03

2.99

2.91

2.89

2.84

0.61

0。 61

0.61

0.64

0.60

0.66

0.59

280

280

310

220

270

230

280

23

15

22

22

24

18

19

21

21

21

23

27

20

19

45

50

47

48

48

45

51

6.0

6.4

6.0

6.2

5.5

5.7

5.8

0.29

0.33

0.24

0.28

0.26

0.30

0.30

0.5 27

27

28

26

26

30

29

4.7

5.5

4.8

3.9

6.0

4.6

3.9

0.5

0.3

0.3

0.4

0.5

0.6

0.5

5.9

5,9

6.1

5.9

5.6

5.6

5.8

#4055 」R-2(1) 2.96 0.53 0.02
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により得られた値は文献値とよく一致した。

なお、今回の分析では、男女倉遺跡群詳細分布

調査 6地点135資料について中寿命測定において

測定器にトラブルがあり、一部の資料については

定量不能であった。短寿命測定ならびに長寿命測

定の結果をもとに必要に応じて可能な限りの補正

計算を行い定量結果として報告した。また、中寿

命測定のみのルテチウムについては定量が不可能

であった。なお、現在、これらの資料について再

分析を行っているが報告書の刊行の関係からここ

では、今回得られた結果により議論し、再測定の

結果については別の機会に報告したい。

男女倉遺跡群詳細分布調査 6地点135片、および

黒曜石原産地21地点40点の黒曜石資料の定量結果

をそれぞれ第 4表、第 5表に示す。各元素の存在

量 (濃度)は、主成分元素であるNaお よび Feが%
であり、それ以外の微量成分元素が ppmである。

男女倉遺跡群詳細分布調査 6地点135片の諸種

微量成分元素存在量を比較すると、数種類の系統

に分類され、使用された黒曜石原産地の多様性が

認められる。

黒曜石原産地21地点40点の黒曜石資料では原産

地の地区的にまとまりが認められる。しかし、同

一産地内で異なった元素存在量の地点も認められ

る。

さらに、黒曜石原産地の諸種微量成分元素存在

量による特徴を見出すために、クラスター分析を

行った。黒曜石原産地21地点40点の黒曜石資料の

クラスター分析の結果を樹形図として第 1図 (変

数として Euと Coを除く11元素)に示す。

この結果、以下のような知見が得られた。

*男女倉遺跡群の周辺地域の原産地では、原

産地の地区 (地域)的なまとまりが認めら

れた。

*同一原産地内地で異なった元素存在量を示

す原産地が認められた。

具体的には、下諏訪地区の星ケ塔 A、 同

地区和田峠西、男女倉地区の土屋沢

*和田峠地区の黒曜石は地点による若干の差

が認められものの、微量成分元素による細

分化までには至らなかった (以下、ここで

は和田峠とする)。

*和田峠地区と長門町地区ならびに男女倉地

区の土屋沢地点の黒曜石の微量成分元素存

在量は極めてよい一致を示した。同一起源

の可能性が高く、地質学的な検討を必要と

する (こ こではこれらをまとめて和田峠と

する)。

*下諏訪地区星ケ塔では、星ケ塔Aを除く、

星ケ塔 B、 星ケ塔乗越、星ケ塔鉄塔下、星

ケ塔1470mの 4地′点で同一クラスターを形

成し、これまでに報告されている星ケ塔の

元素存在量と一致した (こ こではこれらを

星ケ塔とする)。

星ケ塔Aについては、 1点は同地区の和

田峠と一致し (和田峠西)、 もう1点は他

の星ケ塔と独立したクラスターを形成した

(こ こでは星ケ塔 AⅡ とする)。

*下諏訪地区和田峠西では、 1点は同地区の

星ケ塔 Aと 一致し (和田峠西 )、 もう1点

は和田峠地区の黒曜石と同一のクラスター

を形成した (和田峠 )。

*下諏訪地区星ケ台は、 A、 Bと 同一クラス

ターを形成し、しかも、同地区の他の地点

と独立した (星ケ台)。

*男女倉地区高松沢、牧ケ沢 A・ B、 ブドウ
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第 4表 分析結果 (機器中性子放射化分析)一男女倉遺跡群詳細分布調査黒曜石資料

分 析 番 号 Na(%) Fe(%) Cs La Ce Sm Eu Th Co

#92377  SW-OMB01-01

#92378  SW-OMB01-02

#92379  SW-OMB01-03

#92380  SW-OMB01-04

#92381  SW-OMB01-05

#92382  SW-OMB01-06

#92383  SW-OMB01-07

#92384  SW-OMB01-08

#92385  SW-OMB01-09

#92386  SW-OMB01-10

#92387  SW-OMB01-11

#92388  SW-OMB01-12

2.72

2.77

2.87

2.93

2.81

2.81

2.89

3.02

2.73

2.72

2.86

2.77

0.60

0。 61

0.54

0.57

0.59

0.59

0.57

0.50

0.58

0。 60

0.56

0.63

160

150

290

200

210

180

260

320

170

200

230

210

8.0

7.8

16

11

9.2

11

11

15

7.9

8.3

11

10

26

25

22

24

26

25

23

21

23

24

24

24

52

53

47

53

52

53

56

50

53

53

56

54

4.6

4.8

6.0

5.3

4.9

5.2

5.3

6.5

4.7

4.8

5.4

5.1

0.47

0.46

0.19

0.38

0.39

0.37

0.45

0.26

0。 48

0.45

0.44

0.36

18

19

28

23

20

22

23

26

18

20

24

21

4。 2

4.2

5。 4

4.7

4.7

4.3

4.2

5.0

4.1

4.6

4.4

4.4

0.5

0.4

0.5

0.3

0.2

0.3

0.2

0.4

0.4

3.4

3.4

5.3

4.2

3.8

4.0

4.2

5.5

3.4

3.7

4.2

3.9

#92389  SW―TUB10-01

#92390  SW―TUB10-02

#92391  SW―TUB10-03

#92392  SW―TUB10-04

#92393  SW―TUB10-05

#92394  SW―TUB10-06

2.76

2.62

2.96

2.88

2.85

2.99

0.60

0。 48

0.46

0.57

0.61

0.49

170

290

140

330

250

240

8.1

15

5.0

18

12

15

25

20

14

17

25

21

50

47

36

45

54

47

4.7

6.0

4.6

6.0

5.3

6.1

0.50

0.25

0。 69

0.18

0.29

0.28

19

27

9.9

30

25

27

4.2

4.6

3.4

5.0

4.4

4.6

・

３

　

一
　

一
　

一
　

・

４

　

一

3.4

5.4

2.9

5.7

4.4

5.6

#92395  SW―HOA26-01

#92396  SW一HOA26-02

#92397  SW―HOA26-03

#92398  SW―HOA26-04

#92399  SW―HOA26-05

#92400  SW一HOA26-06

#92401  SW―HOA26-07

#92402  SW―HOA26-08

#92403  SW―HOA26-09

#92404  SW―HOA26-10

#92405  SW― HOA26-11

#92406  SW―HOA26-12

#92407  SW―HOA26-13

#92408  SW―HOA26-14

#92409  SW―HOA26-15

#92410  SW―HOA26-16

#9241l  SW―HOA26-17

#92412  SW―HOA26-18

#92413  SW―HOA26-19

#92414  SW―HOA26-20

#92415  SW―HOA26-21

#92416  SW―HOA26-22

#92417  SW―HOA26-23

#92418  SW―HOA26-24

#92419  SW―HOA26-25

3.00

2.67

2.86

2.88

2.89

2.92

2.93

2.96

2.86

2.95

2.90

2.93

2.87

2.96

2.93

2.88

2.99

3.01

2.92

3.04

2.92

3.05

2.94

2.96

2.86

0.48

0.67

0。 56

0.59

0.62

0。 59

0.54

0.56

0.59

0.60

0.58

0.63

0.60

0.59

0.59

0.63

0.61

0.66

0.57

0.48

0.58

0.47

0.58

0.59

0.61

310

180

260

210

130

250

280

250

230

270

280

250

190

260

270

250

250

290

230

140

240

270

200

250

250

16

7.7

13

15

7.2

18

21

19

17

19

20

19

14

18

18

14

16

17

19

8.5

17

24

17

18

15

24

25

24

25

26

24

25

23

22

23

23

25

24

24

24

26

29

27

25

15

25

22

26

24

25

50

49

52

52

59

52

50

53

55

55

56

51

51

53

54

51

52

53

54

36

51

46

51

53

51

6.4

4.7

5.7

5。 4

4.8

5.3

5.3

5.6

5.3

5.4

5.4

5.5

5,1

5.3

5.4

5.0

4.9

5.5

5.5

4.9

5.7

6.3

5.6

5.7

5.1

0.26

0.58

0.27

0.36

0.67

0.28

0.12

0.27

0.28

0.28

0.21

0.31

0.50

0.32

0.33

0.32

0.35

0.38

0.30

0.70

0。 23

0.23

0.32

0.23

0.42

28

17

27

24

15

25

27

27

25

26

27

26

21

27

26

23

24

25

26

10

24

27

25

26

23

4.6

4.6

5.1

5.3

3.9

4.5

4.2

5.0

4.7

4.3

4.3

4.3

4.5

4.6

4.9

4.1

4.1

4.5

4.2

3.3

4.6

4.7

4.9

4.7

4.3

0.5

0。 2

0.4

0.1

0.1

0.2

0.1

0.2

0.3

0.3

0。 2

0。 2

0.1

0。 2

0.4

0.2

5.6

3.3

4.8

4.4

3.2

4.6

4.4

4.7

4.4

4.7

4.9

4.7

3.9

4.6

4.8

3.9

4.4

4.6

4.6

3.1

4.5

5.7

4。 4

4.7

4.0

一-187-―



分 析 番 号 Na(%) Fe(%) Rb Cs La Ce Sm Eu Lu Th Hf Co Sc

#92420  SW―HOA26-26

#92421  SW―HOA26-27

#92422  SW―HOA26-28

#92423  SW―HOA26-29

#92424  SW―HOA26-30

#92425  SW―HOA26-31

#92426  SW―HOA26-32

#92427 SW― HOA26-33

#92428  SW―HOA26-34

#92429  SW―HOA26-35

#92430  SW―HOA26-36

#92431  SW―HOA26-37

#92432  SW―HOA26-38

#92433  SW―HOA26-39

#92434  SW―HOA26-40

#92435  SW―HOA26-41

#92436  SW―HOA26-42

#92437  SW―HOA26-43

#92438  SW―HOA26-44

#92439  SW―HOA26-45

2.90

3.05

3.02

2.93

2.89

2.97

3.11

3.04

3.09

2.96

2.88

2.81

3.09

2.89

2.93

2。 94

2.92

3.06

3.09

3.13

0.62

0.49

0.43

0.59

0.58

0.59

0.52

0.44

0.47

0.54

0.61

0.59

0。 50

0.52

0.44

0.49

0.46

0.48

0.51

0.51

290

170

120

320

270

310

350

150

160

250

270

210

340

240

130

340

320

320

290

320

19

8

7

20

17

19

23

8

7

18

20

12

23

18

7

22

23

23

22

22

2

6

1

8

23

15

16

26

28

28

25

17

15

28

25

25

24

25

15

20

21

24

24

24

51

37

36

55

56

53

52

38

38

52

55

53

54

54

34

48

51

47

48

44

5.4

4.7

4.7

5。 7

5.3

5,7

6.0

4.8

4.7

5。 4

5.5

4.4

5.9

5.9

4.6

5.8

6.0

6.2

6.2

6.0

0.24

0。 61

0.64

0.21

0.30

0.26

0。 27

0.65

0.62

0.29

0.23

0.46

0.24

0。 29

0.58

0.25

0.23

0。 23

0。 30

0.26

27

11

10

26

24

26

27

10

11

24

27

19

26

23

9

26

28

27

26

28

4.5

3.5

3.0

4.3

3.6

4。 1

4。 2

2.5

3.2

4.1

4.0

3.5

4.4

4。 1

2.6

3.8

4.3

4.3

4.6

4.3

0.1

0。 1

0.3

0.1

0.2

0。 2

0.4

0.1

0.1

0.2

0.1

0。 2

0。 2

4.7

3.1

3.1

4.8

4.6

4.9

5.7

3.0

3.1

4.6

4.9

3.6

5。 7

4.9

3.0

5.5

5.6

5。 7

5.7

5.8

#92440  SW―HOA27-01

#92441  SW―HOA27-02

#92442  SW―HOA27-03

#92443  SW―HOA27-04

#92444  SW―HOA27-05

#92445  SW―HOA27-06

#92446  SW―HOA27-07

#92447  SW―HOA27-08

#92448  SW―HOA27-09

#92449  SW―HOA27-10

#92450  SW―HOA27-11

#92451  SW―HOA27-12

#92452  SW― HOA27-13

#92453  SW― HOA27-14

#92454  SW一HOA27-15

#92455  SW―HOA27-16

#92456  SW―HOA27-17

#92457  SW―HOA27-18

#92458  SW―HOA27-19

#92459  SW―HOA27-20

#92460  SW―HOA27-21

#92461  SW―HOA27-22

#92462  SW―HOA27-23

#92463  SW―HOA27-24

#92464  SW―HOA27-25

#92465  SW―HOA27-26

#92466  SW―HOA27-27

3.07

3.09

2.88

3.01

3.02

3.04

2.99

3.01

3.06

3.04

2.97

3.04

2.90

2.97

2.83

2.86

3.03

3.01

2.87

2.81

2.78

2.75

2.77

2.91

2.72

2.81

2.83

0.49

0.53

0。 64

0.45

0.45

0.47

0.47

0.41

0.47

0.49

0.47

0.53

0.56

0.43

0.60

0.62

0.50

0.52

0.57

0.60

0.60

0.56

0.59

0.45

0.64

0.55

0.55

290

310

200

170

130

310

230

130

270

300

140

280

230

260

210

250

260

290

280

180

200

210

210

290

180

240

220

24

22

15

7

8

19

25

14

19

19

15

19

24

25

25

24

19

21

24

23

22

22

24

19

24

23

23

23

23

27

17

15

19

25

14

19

19

15

19

24

25

25

24

19

21

24

23

22

22

24

19

24

23

23

51

46

52

31

36

49

56

34

52

48

33

44

53

54

51

50

47

48

53

51

53

51

51

45

51

49

51

6.4

6.4

5.2

4.7

4.7

6.3

6.2

4.8

6。 1

6.3

4.6

6.2

5。 O

6.0

4.6

5.2

6.3

6.1

5.4

4.8

5.0

5。 1

4.9

5.8

4.8

5,1

5。 1

0.25

0.23

0.38

0.62

0.66

0.30

0.44

0.64

0.27

0.25

0.60

0.22

0。 33

0.37

0.44

0.33

0.24

0.27

0.28

0。 46

0.36

0.27

0.37

0.25

0.42

0.21

0.31

27

26

21

10

9

29

24

9

27

28

11

27

24

24

19

23

26

26

24

20

23

23

21

26

18

25

24

4.5

4.1

3.8

2.5

2.7

5。 7

4.8

4.6

6.4

5.2

4.2

6.0

5.7

5.4

5,9

4.7

5。 7

5.8

6.0

4.8

5.5

5.1

5.1

5.1

5.4

5.5

5。 1

0.2

0.1

0.1

0.1

0.3

0.2

0.1

0.3

0.2

0.2

0.2

一
　

・

３

　

・

１

　

一

5.7

5。 7

4.1

3.0

3.1

5.5

4.6

3.1

5.6

5.5

2.9

5。 7

4。 5

4.8

3.5

4.3

5.4

5.5

4.4

3.7

4.1

4.3

3.9

5.3

3.5

4.4

4.2
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分 析 番 号 Na(%) Fe(%) Rb Cs La Ce Sm Eu Lu Th Hf Co Sc

#92467  SW一HOA27-28

#92468  SW―HOA27-29

#92469  SW―HOA27-30

#92470  SW―HOA27-31

#92471  SW―HOA27-32

#92472  SW―HOA27-33

#92473  SW―HOA27-34

#92474  SW―HOA27-35

#92475  SW―HOA27-36

#92476  SW―HOA27-37

#92477  SW―HOA27-38

#92478  SW一HOA27-39

#92479  SW―HOA27-40

3.00

3.09

2.93

3.11

3.09

2.90

2.97

3。 11

2.98

3.04

2.93

2.91

2.93

0.45

0.55

0.66

0.52

0.51

0.61

0.44

0.54

0.60

0.55

0。 49

0.62

0.46

250

230

240

260

250

210

110

270

250

310

260

230

140

19

19

15

20

20

14

6

20

18

26

18

13

7 1

20

22

24

20

19

24

15

19

22

13

22

24

14

48

52

50

51

52

52

35

50

56

40

54

55

40

6.0

6.2

5.1

6.2

6.3

5.0

4.7

6.3

5.9

5。 5

5.4

4.9

4.5

0.37

0.34

0.29

0.32

0.31

0.37

0.60

0.26

0.30

0.13

0.21

0.35

0.66

32

32

30

35

35

28

12

33

31

39

32

28

12

5.0

4.8

4.7

5。 1

5.4

4.5

3.3

4.5

4.6

5.7

4.9

4.6

3.7

0.1

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.6

0.2

0.2

0.2

5.5

5,4

4。 4

5.7

5.7

4.4

3.0

5。 7

5.4

6.4

5。 1

4。 2

3.0

#92480  SW一BUB10-01

#92481  SW一BUB10-02

#92482  SW―BUB10-03

#92483  SW―BUB10-04

#92484  SW―BUB10-05

#92485  SW―BUB10-06

#92486  SW―BUB10-07

#92487  SW―BUB10-08

#92488  SW―BUB10-09

#92489  SW―BUB10-10

#92490  SW―BUB10-11

#92491  SW―BUB10-12

3.03

2.96

2.81

2.88

2.93

2.71

2.96

3.05

2.93

2.97

3.10

3.02

0.51

0.45

0.55

0.44

0.54

0.58

0.54

0.53

0.52

0.53

0.47

0.59

250

140

240

240

210

180

290

300

260

300

160

290

19

6

16

20

18

8

25

25

24

25

7

20

20

13

22

19

20

24

13

13

12

13

14

20

53

39

56

50

47

49

33

38

32

50

40

56

5.8

4.6

5.4

5.6

5.4

4.3

5.3

5.4

5.2

5.4

4.7

6.1

0.30

0.64

0.23

0.24

0.19

0.52

0.12

0.08

0.15

0.15

0.71

0.35

33

12

31

33

32

20

39

36

37

39

12

31

5.1

3.5

3.2

4.5

3.9

4.2

5.2

5.0

4.9

5.0

3.5

4.1

0.1

0.1

0.1

0.3

0.2

0.1

5.5

3.0

4.6

5.2

5.2

3.1

6.3

6。 1

6.3

6.3

3.2

5.8

#92492  SW―BUBll-01

#92493  SW―BUBll-02

#92494  SW―BUBll-03

#92495  SW―BUBll-04

#92496  SW― BUBll-05

#92497  SW一BUBll-06

#92498  SW―BUBll-07

#92499  SW―BUBll-08

#92500  SW―BUBll-09

#92501  SW―BUBll-10

#92502  SW―BUBll-11

#92503  SW―BUBll-12

#92504  SW―BUBll-13

#92505  SW―BUBll-14

#92506  SW―BUBll-15

#92507  SW―BUBll-16

#92508  SW―BUBll-17

#92509  SW―BUBll-18

#92510  SW―BUBll-19

#9251l  SW―BUBll-20

2.78

2.82

2.82

3.01

2.90

2.96

2.99

2.88

2.85

2。 98

2.93

3.04

3.09

3.02

3.10

3.01

2.90

3.07

2.64

2.95

0.59

0.62

0.62

0.55

0.46

0.47

0.51

0.59

0.54

0.43

0.46

0.52

0.52

0.55

0.57

0.55

0.54

0.54

0.53

0.54

190

160

140

300

130

280

250

210

220

160

120

320

410

310

260

360

290

270

230

280

12

9

10

24

7

20

22

14

14

7

7

23

27

26

21

27

24

26

15

27

1

1

25

26

26

16

16

20

21

25

24

15

15

15

13

15

21

14

16

15

24

13

56

56

58

45

40

52

52

55

55

37

40

51

38

42

50

38

43

42

49

36

4.8

4.6

4.8

5.4

4.8

5.9

5.9

5.1

4.7

4.6

4.6

5.5

5.8

5.5

5.6

5.6

5.6

5.6

5.1

5.2

0.46

0.53

0.53

0.09

0。 78

0.25

0.25

0.36

0.31

0.64

0,74

0.15

0。 10

0.07

0.19

0.19

0.15

0.07

0.27

23

21

20

34

12

30

31

26

27

13

12

34

39

35

34

38

36

34

28

37

3.9

4.3

4.0

4.8

3.8

4.4

4.8

4.6

4.0

4.1

4.0

5.1

6.0

5。 4

4.7

5.1

5.6

5.4

3.7

4.2

0.3

0.4

0.4

0.2

0.1

0.2

0.1

0.1

0.3

0.1

0.2

0.2

0.2

3.7

3.5

3.6

6。 2

3.1

5.6

5。 7

4.1

4.2

3.1

3.1

6.1

6.8

6.2

5.6

6.5

6。 2

6.5

4.6

6.6
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第 5表 分析結果 (機器中性子放射化分析)一原産地黒曜石 (男女倉遺跡群詳細分布調査)

分 析 番 号 Na(%) Fe(%) Rb Cs La Ce Sm Eu Lu Th Hf Co Sc

1)東餅屋東 B

#92039  0BNW01-001

#92040  0BNW01-002

2.89

3.00

0。 48

0.45

6.6

5.8

0.11

0.23

0.9

0.7

4.6

4.7

一　

　

一

5.3

5.3

2)東餅屋東A

#92054  0BNW02-001

#92055  0BNW02-002

2.89

3.04

0。 49

0.45

606

5.8

009

0.6

5,1

4.5

。

３

　

一

5。 3

5.3

3)東 餅屋東 C

#92069  0BNW03-001

#92070  0BNW03-002

0.51

0.48

6.8

6.0

0.16

0.22

0.9

0.5

5.2

4.7

一　

　

一

5.5

5.5

4)小 深沢

#92088  0BNW04-005

#92089  0BNW04-006

2.85

3.13

0.76

0.52

6.6

5.9

0.21

0.24

0.9

0.5

5.1

4.8

・

８

　

一

6.2

5.5

5)高 松沢

#92090  0BNW05-001

#92091  0BNW05-002

0.65

0.68

9.5

9.9

4.9

4.9

0.54

0.41

0.5

0.5

4.7

4.6

0.8

0.5

3.2

3.2

6)牧 ケ沢A

#92117  0BNW06-003

#92118  0BNW06-004

8.2

7.9

4.9

5.0

0。 65

0。 70

0.5

0。 4

4.9

4.9

0.5

0.5

3.1

3.0

7)牧 ケ沢 B

#92125  0BNW07-003

#92126  0BNW07-004

2.48

2.64

0.67

0。 72

8.0

7.9

4.9

4.9

0.65

0.62

0.5

0.5

5.0

4.9

0.3

0.3

3。 1

3.0

8)ブ ドウ沢右岸

#92129  0BNW08-001

#92130  0BNW08-002

0.65

0.65

9.1

8.6

4.9

4.9

0.55

0.63

0.5

0.5

4.6

4.8

0.6

0.4

3.2

3.0

9)星 ケ台 A

#92137  0BNW09-001

#92138  0BNW09-002

2.84

2.79

7.4

7.4

4.9

4.9

0.66

0.63

0.5

0.5

11

11

3.6

3.6

一　

　

一

3.0

3.0

10)星 ケ台 B

#92152  0BNW10-001

#92153  0BNW10-002

2.80

2.85

0.46

0.48

6.8

7.4

4.9

4.9

0.54

0.54

0.5

0.5

3.6

3.8

2.9

2.9
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分 析 番 号 Na(%) Fe(%) Rb Cs La Ce Sm Eu Lu Th Hf Co Sc

11)星ケ塔 A

#92167  0BNWll-001

#92169  0BNWll-002

3.00

2.88

0.57

0.60

6.5

5.0 0.28

1.1

0.5

6.1

4.2

一　

　

一

6.4

4.2

11)星 ケ塔 B

#92170  0BNWllB-001

#92171  0BNWllB-002

3.03

2.90

0.42

0.44

110

140

7.7

8.0

4.6

4.6

0.55

0.62

0.3

0.3

9.3

9.7

3.5

3.4

一　

　

一

2.9

2.9

12)和田峠西

#92174  0BNW12-001

#92175  0BNW12-002

2.96

2.95

0.58

0.56

6.5

5.3

0.01

0.19

1.0

0.4

6.0

4.2

。

２

　

一

6.2

5。 1

14)星ケ塔乗越

#92176  0BNW14-001 2.96 0.45 0.65

15)星糞峠

#92188  0BNW15-001

#92189  0BNW15-002

3.03

3.01

0.50

0.47

45

43

7.0

6.0

0。 10

0.20

0.9

0.6

4.9

4.6

一　

　

一

5.5

5.4

17)鷹山川

#92208  0BNW17-001

#92209  0BNW17-002

2。 96

2.99

6.8

5。 9

0.9

0.5

5.4

4.7

一
　

　

・

２

5。 6

5.3

17')鷹山川 B

#92218  0BNW17B-001

#92219  0BNW17B-002

3.05

2.99

5.8

6.0

0.19

0.23

0.5

0.5

4.4

4.0

一
　

　

・

２

5.2

5.3

18)土 屋沢

#92228  0BNW18-001

#92229  0BNW18-002

2.96

3.03

0.57

0.68

6.8

6.7

0.25

0.19

0.9

0。 7

5.5

4.6

0.3

0.6

5.6

5.8

19)土 屋沢上

#92243  0BNW19-001

#92244  0BNW19-002

3.01

3.07

1.46

0.88

6.5

6.8

0.44

0.27

0.7

0.8

4.9

4.9

2.8

0。 9

7.3

6.6

20)(星 ケ塔)鉄塔下

#92253  0BNW20-001 2.98 0.42 0.60

21)(星 ケ塔)1470m

#92254  0BNW21-001

#92263  0BNW21-002

2.96

3.00

42

42

8.2

8.6

4.7

4.8

0.62

0.72

0.3

0.2

9.6

9.4

3.3

3.2

一
　

　

・

２

2.9

2.9
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第 1図  クラスター分析の結果一原産地黒曜石

変数 :11元素 (Na,Fe,Rb,Cs,La,Ce,Sm,Lu,Th,Hf,Sc)

Samp:● ‖o.こ ‖ame ‖a(%)Fe(%)Rb Cs La Ce  Sm  Eu  Lu  Th  H「   Sc

1)東麟屋東B

15)星糞峠

13)ツチヤの沢

17)■山川

3)東‖屋東C

2)東鶴屋東A

4)小深沢

19)ツチヤの沢上

18)ツ チヤの沢

15)星糞峠

12)和田峠西

3)東麟屋東C

4)小深沢

2)東餅屋東A

17')鷹山川B

17)■山川

17')鷹山川B

l)東鶴屋東B

192039 000ml― ool

3921880鰤 5-001

89222000H18-001

=92208 0BH17-001

39206900m3-001

8920540田 m2-001

392088 0Brm4 005

392244 0BH19-002

192229 0BIJ18-002

192189 0BH15-002

19217500m2-002

192070 00W03-002

392089001m4-006

3920550田Ю2-002

392218 00m70-001

8922090田■17-002

392219 00Pm70-002

3920400田 ml―∞2

2.89  0.48  270  21

3.030.5028023

296 0.57 250 20

2.96 0.49 290 22

2.92 0.51 280 21

2.89  0.49  270  22

285 0。 76 260 20

3.07  0.38  280  19

3.03a6828019

3.01 0.47 260 23

2.95  0.56  270  21

3.07  0.48  320  23

3.13  0.52  270  22

3.04 0.45 230 23

3.05 0.44  220  22

299 0.44 250 22

299 0.45 270 23

3.000.4529023

6.6 0.11 0.9 27  4.6 5.3

7.0   0.10   0.9   29    4.9   5.5

6.8 0.25 0。 9 28  5.5 5.6

6.8  0.10  0.9  30   5.4  5.6

6.3   0.16   0.9   29    5.2   5.5

6.6   0.14   0.9   28    5.1   5.3

6.6 0.21 0.9 27  5。 1 6.2

6.3  0.27  0.8   26   4.9  6.6

6.7 0.19 0。 7 27  4.6 5.8

6.0   0.20   0.6   26    4.6   5.4

5.3 0.19 0.4 27  4.2 5.1

6.0   0.22   0.5   27    4.7   5.5

5.9  0.24  0.5  26   4.8  5.5

5.8   0.21   0.6   27    4.5   5.3

5.8   0.19   0.5   25    4.4   5.2

5.9  0.21   0.5  26   4.7  5.3

6.0   0.23   0.5   26    4.0   5.3

5.8   0.23   0.7   27    4.7   5.3

20

22

22

22

21

21

21

22

22

15

22

21

21

21

20

21

21

21

４５

４５

４７

４８

４６

４４

４６

４６

４６

４３

４３

４６

４６

４７

“

４３

４２

４５

6.5 0.01

6.5 -

12)和田峠西

11)星ケ塔A

392174 0BM2-001 2960.58 320 27

392167 0BHll-001 3.00 0.57 320 28

16 39

14 36

1.0 33

1.1 34

6.0 6.2

6.1 6.4

9)星ケ台A

10)星ケ台B

10〕 星ケ台B

9)星ケ台A

39213700m9-oo1 2.84 0.44 140

392153 0BH10 002 2.85 0.48 130

392152 081mO-Oo1 2.80 0.46 140

39213800m9-oo2 2.79 0.42 130

4.9 0.66 0.5 11  3.6 3.0

4.9 0.54 0.5 n  3.3 2.9

4.9 0.54 0.5 10  3.6 2.9

4.9 0.63 0.5 H  3.6 3.0

7.4 15

7.4 15

6.3 14

7.4 14

３３

３４

３５

３４

192171 0BHl10 002

192254 00M-001

39217600H14-001

092253 0BⅢ 20-001

192263 001Wl-002

192170 00W118-001

290 0.44 110

296 0.42 130

2.960.45140

2.98 0.42 110

3.00 0.42  110

3.03  0.42  110

11=〕 星ケ塔B

星ケ塔 1470●

14)星ケ塔乗越

20)星ケ塔 鉄塔下

21)星ケ塔 1470o

ll=)星ケ塔B

8.0 15

8.2 14

8.2  15

8.0 14

8.6 15

7.7 15

4.6 0.62 0.3

4.7 0.62 0.3

4.9   0.65   0.4

4.7 0.60 0.4

4.8   0.72  0.2

4.6  0.55  0.3

9.7 3.4 2.9

9.6 3.3 2.9

9.8 3.4 3.0

9.3 3.1 2.8

9.4 3.2 2.9

9.3 3.5 2.9

11)星ケ塔A   192169 00ml― ∞2 2.88 0.60 210 16  25 49 5.0 0.28 0.5 23  4.2 4.2

7)牧ケ沢B 192125 0Bm7 003 2.480.67 130 0.0 22 48 4.9 0.65 0.5 14 5.0 3.1

6)牧ケ沢A

6)牧ケ沢A

7)牧ケ沢B

8)プ ドウ沢右岸

8)ブ ドウ沢右岸

5)高松沢

5)高松沢

19211700m6-003

8921180田 Ю6-004

39212600m7-004

89213000m3-002

392129 00m8-001

19209100m5-002

392000 08Pm5-001

2.83 0.71 1" 8.2 24 49 4.9 0.65 0.5 15  4.9 3.1

2.76  0.74  140   7.9  24   49   5.0   0.70   0.4   14    4.9   3.0

264 0.72 140 7.9 23 50 4.9 0.62 0.5 14  4.9 3.0

2.71 0.65 160 8.6 24 49 4.9 0.63 0.5 15  4.8 3.0

271 0.65 1∞  9.1 25 49 4.9 0.55 0.5 16 4.6 3.2

2.71 0.68 160 9。 9 24 50 4.9 0。 11 0.5 17  4.6 3.2

2700.65 160 9.5 24 49 4.9 0.54 0.5 17  4.7 3.2

19)ツチヤの沢上 39224300H19001 3.01 1.46 240 16  24 49 6.5 0.44 0.7 23  4.9 7.3
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沢右岸では、同一のクラスターを形成した

(牧ケ沢 Bの 1点が若干異なるが、まとめ

て高松沢とする)。

いずれにしても、それぞれの原産地の分析点数

が極めて少なく、和田峠地区、長門町地区の細分

化の可能性や同一原産地内の少なくとも二系統以

上の黒曜石の存在などに関して、今後の分析数を

増やしていく必要がある。

(2)男女倉遺跡群詳細分布調査黒曜石資料の原

産地推定

男女倉遺跡群詳細分布調査 6地点135片 のクラ

スター分析による分類と原産地推定の結果を各地

点ごとに第 6-1～ 6-6表に示す。ここでは、ク

ラスター分析により分類されたグループごとにま

とめてその諸種微量成分元素とともに示した。推

定に用いた原産地は前述の原産地黒曜石の識別・

分類によるものである。なお、ホA27地点の-08、

-11資料についてはセシウム存在量が若干異なっ

ているが星ケ塔とした (表中 ?で表記)。

また、高松沢と星ケ塔 AⅡ については、いずれ

も原産地の分析例が少なく (星ケ塔AⅡ について

は一例のみ)、 両者の元素の分布状態を確認する

に至っていないので、両者の識別に関して現段階

では困難な場合が多い。特に、ホA26地点 (表 6

-3)では、両者の中間的なものも認められたが、

ルビジウム、ユウロピウムなどの元素存在量から

高松沢とした (表中では高松沢 ?と して区別 )。

各地点の原産地推定の結果、①男女倉地区オB

01地点では原産地として和田峠、和田峠西、星ケ

塔 AⅡ 、高松沢の黒曜石、②土屋沢地区ツB10地

点では和田峠、和田峠西、星ケ塔、星ケ塔 AⅡ 、

高松沢の黒曜石、③本沢地区ホA26地点45片では

和田峠、星ケ塔、星ケ塔 AⅡ 、高松沢の黒曜石、

④同地区ホA27地点では和田峠、星ケ塔、星ケ塔

AⅡ 、高松沢の黒曜石、⑤ブドウ沢地区ブB10地

点では和田峠、和田峠西、星ケ塔、星ケ塔AⅡ 、

高松沢の黒曜石、⑥同地区ブB ll地点では、和田

峠、和田峠西、星ケ塔、星ケ塔AⅡ 、高松沢の黒

曜石が使用されていた。

5。 まとめ

まとめとして、男女倉遺跡群詳細分布調査 6地

点135片の原産地推定の結果を第 1表に対応して

各地点ごとに第 7-1～ 7-6表に示す。なお、今

回分析に供した男女倉遺跡群詳細分布調査黒曜石

資料からは他地域の黒曜石は確認されず、すべて

男女倉遺跡群の周辺の黒曜石であった。

これらの黒曜石石器の原産地推定の結果が意味

する考古学的解釈については、現段階では分析例

が少ないために解明される問題ではないであろう。

今後、さらに継続的に黒曜石の分析点数を増やし

て研究を継続したい。原産地についても、今回の

検討結果を踏まえて、和田峠地区周辺および長門

町地区 (星糞峠、鷹山川)の細分化、星ケ塔の間

題などを中心として検討を行いたい。

謝 辞
文化庁記念物課岡村道雄文化財調査官には調査

会への参加にご尽力いただき、男女倉遺跡群詳細

分布調査団森嶋 稔団長ならびに調査員各位、和
田村教育委員会田中治男教育長には貴重な資料を

提供していただき、さらに、考古学に関する有益

なご教示をいただきました。また、立教大学原子

力研究所戸村健児教授ならびに所員の方々には、

原子炉等利用に関してお世話いただいた。記して

深く感謝いたします。
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第 6-1表  クラスター分析による分類結果と原産地推定―男女倉遺跡群 (オ B01地点)

分 析 結 果 Na(%) Fe(%) Rb Cs La Ce Sm Eu Th Hf Sc 推定原産地

#92377  SW-OMB01-01

#92378  SW-OMB01-02

#92381  SW-OMB01-05

#92382  SW-OMB01-06

#82385  SW-OMB01-09

#92386  SW-OMB01-10

#92388  SW-OMB01-12

2.72

2.77

2.81

2.81

2,73

2.72

2.77

0。 60

0,61

0.59

0.59

0.58

0.60

0.63

160

150

210

180

170

200

210

8.0

7。 8

9.2

11

7.9

8.3

10

26

25

23

24

24

52

53

53

53

54

4.6

4.8

4.9

5。 2

4.7

4.8

5.1

0。 47

0.46

0。 39

0。 37

0.48

0。 45

0。 36

18

19

20

22

18

20

21

4.2

4,2

4.7

4.3

4.1

4.6

4.4

3.4

3。 4

3.8

4.0

3.4

3.7

3.9

高松沢

#92379  SW-OMB01-03 2.87 0.54 290 0.19 和田峠西

#92380  SW-OMB01-04

#92383  SW-OMB01-07

#92387  SW-OMB01-11

2.93

2.89

2.86

0.57

0.57

0.56

11

11

11

5.3

5.3

5.4

0.38

0.45

0.44

4.7

4.2

4.4

4.2

4.2

4.2

星ケ塔AⅡ

#92384  SW-OMB01-08 3.02 0.50 320 0.26 和田峠

第6-2表  クラスター分析による分類結果と原産地推定―男女倉遺跡群 (ツ B10地点)

分 析 結 果 Na(%) Fe(%) Rb Cs La Ce Sm Eu Th Hf Sc 推定原産地

#92389  SW―TUB10-01 2.76 0.60 0.50 高松沢

#92390  SW―TUB10-02

#92394  SW―TUB10-06

2.62

2.99

0。 48

0.49

47

47

6.0

6.1

0.25

0.28

4.6

4.6

5,4

5.6

和田峠

#92391  SW―TUB10-03 2.96 0.46 0.69 星ケ塔

#92392  SW―TUB10-04 2.88 0.57 330 0.18 5.7 和田峠西

#92393  SW―TUB10-05 2.85 0.61 250 0.29 星ケ塔 AⅡ
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第 6-3表  クラスター分析による分類結果と原産地推定一男女倉遺跡群 (ホ A26地点)

分 析 結 果 Na(%) Fe(%) Rb Cs La Ce Sm Eu Th Hf Sc 推定原産地

#92395  SW―HOA26-01

#92397  SW―HOA26-03

#92398  SW―HOA26-04

#92400  SW―HOA26-06

#92401  SW―HOA26-07

#92402  SW―HOA26-08

#92403  SW―HOA26-09

#92404  SW―HOA26-10

#92405  SW―HOA26-11

#92406  SW―HOA26-12

#92408  SW―HOA26-14

#92409  SW―HOA26-15

#9241l  SW―HOA26-17

#92412  SW―HOA26-18

#92413  SW―HOA26-19

#92415  SW―HOA26-21

#92416  SW―HOA26-22

#92417  SW―HOA26-23

#92418  SW一HOA26-24

#92420  SW―HOA26-26

#92423  SW一HOA26-29

#92424  SW―HOA26-30

#92425  SW一HOA26-31

#92426  SW―HOA26-32

#92429  SW―HOA26-35

#92430  SW―HOA26-36

#92432  SW―HOA26-38

#92433  SW―HOA26-39

#92435  SW―HOA26-41

#92436  SW―HOA26-42

#92437  SW―HOA26-43

#92438  SW―HOA26-44

#92439  SW―HOA26-45

3.00

2.86

2.88

2.92

2.93

2.96

2.86

2.95

2.90

2.93

2.96

2.93

2.99

3.01

2.92

2.92

3.05

2.94

2.96

2.90

2.93

2.89

2.97

3.11

2.96

2.88

3.09

2.89

2.94

2.92

3.06

3.09

3.13

0.48

0.56

0.59

0.59

0.54

0.56

0.59

0.60

0.58

0.63

0.59

0.59

0.61

0.66

0.57

0.58

0.47

0.58

0.59

0.62

0.59

0.58

0.59

0.52

0.54

0.61

0.50

0.52

0.49

0.46

0.48

0.51

0.51

310

260

210

250

280

250

230

270

280

250

260

270

250

290

230

240

270

200

250

290

320

270

310

350

250

270

340

240

340

320

320

290

320

180

130

16

13

15

18

21

19

17

19

20

19

18

18

16

17

19

17

24

17

18

19

20

17

19

23

18

20

23

18

22

23

23

22

22

24

24

25

24

25

23

22

23

23

25

24

24

29

27

25

25

22

26

24

23

26

28

28

25

28

25

24

25

20

21

24

24

24

50

52

52

52

50

53

55

55

56

51

53

54

52

53

54

51

46

51

53

51

55

56

53

52

52

55

54

54

48

51

47

48

44

6.4

5。 7

5.4

5.3

5。 3

5。 6

5.3

5.4

5.4

5.5

5.3

5.4

4.9

5.5

5.5

5.7

6.3

5.6

5.7

5。 4

5.7

5.3

5.7

6.0

5,4

5.5

5.9

5.9

5.8

6.0

6.2

6.2

6.0

0.26

0.27

0.36

0.28

0.12

0.27

0.28

0.28

0.21

0.31

0.32

0.33

0.35

0.38

0.30

0.23

0.23

0.32

0.23

0.24

0.21

0.30

0.26

0.27

0.29

0.23

0.24

0.29

0.25

0.23

0.23

0.30

0.26

28

27

24

25

27

27

25

26

27

26

27

26

24

25

26

24

27

25

26

27

26

24

26

27

24

27

26

23

26

28

27

26

28

4.6

5.1

5.3

4.5

4.2

5.0

4,7

4。 3

4.3

4.3

4.6

4.9

4.1

4.5

4.2

4.6

4.7

4.9

4.7

4.5

4.3

3.6

4.1

4.2

4.1

4.0

4.4

4.1

3.8

4.3

4.3

4.6

4.3

5.6

4.8

4.4

4.6

4.4

4.7

4.4

4.7

4.9

4.7

4.6

4.8

4.4

4.6

4.6

4.5

5,7

4.4

4.7

4.7

4.8

4.6

4.9

5,7

4.6

4.9

5.7

4.9

5.5

5.6

5.7

5,7

5.8

和田峠

#92396  SW―HOA26-02

#92399  SW―HOA26-05

2.67

2.89

0.67

0.62

7.7

7.2

49

59

4,7

4.8

0.58

0.67

17

15

4.6

3.9

高松沢

#92431  SW―HOA26-37

#92407  SW―HOA26-13

2.81

2.87

0.59

0.60

210

190

12

14

25

24

53

51

0.46

0.50

19

21

高松沢 ?

#92410  SW―HOA26-16

#92419  SW―HOA26-25

2.88

2.86

0.63

0.61

14

15

51

51

星ケ塔 AⅡ

#92414  SW一HOA26-20

#92421  SW―HOA26-27

#92422  SW―HOA26-28

#92427  SW―HOA26-33

#92428  SW―HOA26-34

#92434  SW―HOA26-40

3.04

3.05

3.02

3.04

3.09

2.93

0.48

0.49

0.43

0。 44

0.47

0.44

140

170

120

150

160

130

8.5

8.2

7.6

8.1

7.8

7.4

15

15

16

17

15

15

36

37

36

38

38

34

0.70

0.61

0.64

0.65

0.62

0.58

10

11

10

10

11

9.3

3.3

3.5

3.0

2.5

3.2

2.6

星ケ塔
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第6-4表  クラスター分析による分類結果と原産地推定一男女倉遺跡群 (ホ A27地点)

分 析 結 果 Na(%) Fe(%) Rb Cs La Ce Sm Eu Th Hf Sc 推定原産地

#92440  SW―HOA27-01

#92441  SW―HOA27-02

#92445  SW―HOA27-06

#92446  SW―HOA27-07

#92448  SW―HOA27-09

#92449  SW―HOA27-10

#92451  SW一HOA27-12

#92452  SW―HOA27-13

#92453  SW―HOA27-14

#92454  SW―HOA27-15

#92455  SW―HOA27-16

#92456  SW―HOA27-17

#92457  SW―HOA27-18

#92458  SW―HOA27-19

#92459  SW―HOA27-20

#92460  SW―HOA27-21

#92461  SW―HOA27-22

#92462  SW―HOA27-23

#92463  SW―HOA27-24

#92464  SW―HOA27-25

#92465  SW―HOA27-26

#92466  SW―HOA27-27

#92467  SW―HOA27-28

#92468  SW―HOA27-29

#92470  SW―HOA27-31

#92471  SW―HOA27-32

#92474  SW―HOA27-35

#92475  SW―HOA27-36

#92477  SW―HOA27-38

3.07

3.09

3.04

2.99

3.06

3.04

3.04

2.90

2.97

2.83

2.86

3.03

3.01

2.87

2.81

2.78

2.75

2.77

2.91

2.72

2.81

2.83

3.00

3.09

3.11

3.09

3.11

2.98

2.93

0.49

0.53

0.47

0.47

0.47

0.49

0.53

0.56

0.43

0.60

0.62

0.50

0.52

0.57

0。 60

0.60

0.56

0.59

0.45

0.64

0.55

0.55

0.45

0.55

0.52

0.51

0.54

0.60

0.49

290

310

310

230

270

300

280

230

260

210

250

260

290

280

180

200

210

210

290

180

240

220

250

230

260

250

270

250

260

24

22

19

25

19

19

19

24

25

25

24

19

21

24

23

22

22

24

19

24

23

23

19

19

20

20

20

18

18

23

23

19

25

19

19

19

24

25

25

24

19

21

24

23

22

22

24

19

24

23

23

20

22

20

19

19

22

22

6.4

6.4

6.3

6.2

6.1

6.3

6.2

5.0

6.0

4.6

5.2

6.3

6.1

5.4

4.8

5.0

5.1

4.9

5.8

4.8

5.1

5,1

6.0

6.2

6.2

6.3

6。 3

5.9

5.4

0.25

0.23

0.30

0.44

0。 27

0.25

0.22

0.33

0.37

0.44

0.33

0.24

0.27

0.28

0.46

0.36

0.27

0.37

0.25

0.42

0.21

0.31

0.37

0.34

0.32

0.31

0.26

0.30

0.21

27

26

29

24

27

28

27

24

24

19

23

26

26

24

20

23

23

21

26

18

25

24

32

32

35

35

33

31

32

4.5

4.1

5。 7

4.8

6.4

5.2

6.0

5.7

5.4

5.9

4.7

5,7

5.8

6.0

4.8

5.5

5。 1

5.1

5.1

5.4

5.5

5.1

5.0

4.8

5。 1

5.4

4.5

4.6

4.9

5.7

5。 7

5。 5

4.6

5.6

5.5

5.7

4.5

4.8

3.5

4.3

5.4

5.5

4.4

3.7

4.1

4。 3

3.9

5.3

3.5

4.4

4.2

5.5

5.4

5.7

5.7

5.7

5.4

5.1

和田峠

#92442  SW―HOA27-03

#92469  SW―HOA27-30

#92472  SW―HOA27-33

#92478  SW―HOA27-39

2.88

2.93

2.90

2.91

0.64

0.66

0.61

0.62

200

240

210

230

15

15

14

13

27

24

24

24

5.2

5.1

5.0

4.9

0.38

0.29

0.37

0.35

21

30

28

28

3.8

4.7

4.5

4.6

4.1

4.4

4.4

4.2

星ケ塔 AⅡ

#92443  SW―HOA27-04

#92444  SW―HOA27-05

#92473  SW―HOA27-34

#92479  SW―HOA27-40

3.01

3.02

2.97

2.93

0.45

0。 45

0.44

0.46

170

130

110

140

7.8

8.0

6.8

7.1

17

15

15

14

31

36

35

40

4。 7

4.7

4.7

4.5

0.62

0.66

0.60

0.66

10

9.3

12

12

2.5

2.7

3.3

3.7

3.0

3.1

3.0

3.0

星ケ塔

#92447  SW―HOA27-08

#92450  SW―HOA27-11

3.01

2.97

0.41

0.47

130

140

14

15

14

15

4.8

4.6

0.64

0.60

9,7

11

4.6

4.2

3.1

2.9

星ケ塔 ?

#92476  SW―HOA27-37 3.04 0.55 5.5 0.13 和田峠西
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第 6-5表  クラスター分析による分類結果と原産地推定―男女倉遺跡群 (ブ B10地点)

分 析 結 果 Na(%) Fe(%) Rb Cs La Ce Sm Eu Th Hf Sc 推定原産地

#92480  SW―BUB10-01

#92483  SW―BUB10-04

#92484  SW―BUB10-05

#92491  SW―BUB10-12

3.03

2.88

2.93

3.02

0.51

0.44

0.54

0.59

250

240

210

290

19

20

18

20

20

19

20

20

53

50

47

56

5。 8

5.6

5.4

6.1

0.30

0.24

0.19

0.35

33

33

32

31

5。 1

4.5

3.9

4.1

5。 5

5.2

5.2

5.8

和田峠

#92481  SW―BUB10-02

#92490  SW―BUB10-11

2.96

3。 10

0.45

0.47

140

160

6.6

7.8

13

14

4。 6

4.7

0.64

0,71

12

12

3.5

3.5

3.0

3.2

星ケ塔

#92482  SW一BUB10-03 2.81 0.55 240 0.23 星ケ塔 AⅡ

#92485  SW―BUB10-06 2.71 0.58 180 0.52 高松沢

#92486  SW―BUB10-07

#92487  SW―BUB10-08

#92488  SW―BUB10-09

#92489  SW―BUB10-10

2.96

3.05

2.93

2.97

0.54

0.53

0.52

0.53

25

25

24

25

13

13

12

13

5.3

5.4

5.2

5.4

0.12

0.08

0.15

0。 15

5.2

5.0

4.9

5.0

6.3

6.1

6.3

6.3

和田峠西

表 6-6表  クラスター分析による分類結果と原産地推定一男女倉遺跡群 (ブ B ll地点)

分 析 結 果 Na(%) Fe(%) Rb Cs La Ce Sm Eu Th Hf Sc 推定原産地

#92492  SW―BUBll-01

#92493  SW―BUBll-02

#92494  SW―BUBll-03

2.78

2.82

2.82

0.59

0.62

0.62

190

160

140

12

9.6

10

4.8

4.6

4.8

0。 46

0.53

0.53

23

21

20

3.9

4.3

4.0

3.7

3.5

3.6

高松沢

#92499  SW―BUBll-08

#92500  SW―BUBll-09

#92510  SW―BUBll-19

2.88

2.85

2.64

0.59

0.54

0.53

210

220

230

14

14

15

25

24

24

55

55

49

5.1

4.7

5.1

0.36

0.31

0.27

4.6

4.0

3.7

4.1

4.2

4.6

星ケ塔 AⅡ

#92495  SW―BUBll-04

#92503  SW―BUBll-12

#92504  SW―BUBll-13

#92505  SW―BUBll-14

#92507  SW―BUBll-16

#92508  SW―BUBll-17

#92509  SW―BUBll-18

#9251l  SW―BUBll-20

3.01

3.04

3.09

3.02

3.01

2.90

3.07

2.95

0.55

0.52

0.52

0.55

0.55

0.54

0.54

0.54

300

320

410

310

360

290

270

280

24

23

27

26

27

24

26

27

16

15

13

15

14

16

15

13

45

51

38

42

38

43

42

36

5.4

5.5

5.8

5.5

5.6

5.6

5.6

5.2

0.09

0.15

0.10

0.07

0.19

0.15

0.07

34

34

39

35

38

36

34

37

4.8

5.1

6.0

5.4

5.1

5.6

5.4

4.2

6.2

6.1

6.8

6.2

6.5

6.2

6.5

6.6

和田峠西

#92496  SW―BUBll-05

#92501  SW―BUBll-10

#92502  SW―BUBll-11

2.90

2.98

2.93

0.46

0.43

0.46

130

160

120

7.3

7.1

7.1

16

15

15

4.8

4.6

4.6

0,78

0.64

0.74

12

13

12

3.8

4.1

4.0

3.1

3.1

3.1

星ケ塔

#92497  SW―BUBll-06

#92498  SW―BUBll-07

#92506  SW―BUBll-15

2.96

2.99

3.10

0.47

0.51

0.57

20

22

21

20

21

21

5,9

5。 9

5.6

0.25

0。 25

0.19

30

31

34

4.4

4.8

4.7

5.6

5.7

5。 6

和田峠
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第 7-1表 男女倉遺跡群詳細分布調査黒曜石資料 〔オB01地点〕の原産地推定の結果

提出番号 注 記 特 徴 個体分類 推 定 産 地 機器中性子放射化分析

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

11560

6158

908

8192

285

12550

3983

10532

12107

12702

7223

気泡

気泡

漆黒

灰縞、透明濁

灰縞、半透明

灰縞

赤い

赤い

灰、気泡

灰、気泡

透明

透明  ,

A

A

B

C

C

C

D

D

E

E

F

F

高松沢

高松沢

和田峠西

東餅屋B

東餅屋A

東餅屋A

星糞峠か東餅屋

東餅屋

小深沢か ?

小深沢か ?

星ケ塔

星ケ塔

高松沢

高松沢

和田峠西

星ケ塔A

高松沢

高松沢

星ケ塔A

和田峠

高松沢

高松沢

星ケ塔A

高松沢

第 7-2表 男女倉遺跡群詳細分布調査黒曜石資料 〔ツB10地点〕の原産地推定の結果

提出番号 注  記 特 徴 個体分類 推 定 産 地 機器中性子放射化分析

１

　

　

２

　

　

３

　

　

４

　

　

５

　

　

６

34

32

24

36

14

37

気泡入る

半透明、気泡入らず

気泡入る、縞

気泡入る、縞

気泡入らず

赤色混じり

A

B

C

C

D

F

小深沢

星ケ塔

東餅屋A

東餅屋A

東餅屋 B

東餅屋 B

高松沢

和田峠

星ケ塔

和田峠西

星ケ塔A

和田峠
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第7-3表 男女倉遺跡群詳細分布調査黒曜石資料 〔ホA26地点〕の原産地推定の結果

提出番号 注 記 特 徴 個体分類 推定産地 機器中性子放射化分析

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

25

33

98

241

231

242

254

210

253

260

232

127

171

118

89

82

77

68

65

47

42

19

14

183

03

46

250

222

177

132

113

99

58

66

55

44

259

09

63

04

200

195

158

156

86

赤い縞わずかに入る

灰色、不透明

灰色、不透明

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

平行する黒い縞、あまり透明でない

ダークグレー (縞入らず)

ダークグレー (縞入らず)

ダークグレー (縞入らず)

半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

半透明、気泡ほとんど入らず

白い斑点状の縞、不透明

白い斑点状の縞、不透明

気泡多、平行縞、あまり透明でない

気泡多、平行縞、あまり透明でない

半透明、白い縞

半透明、白い縞

半透明、白い縞

半透明、白い縞

半透明、白い縞

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

(?)

和田峠西

和田峠西

東餅屋 B

東餅屋 B

東餅屋 B

東餅屋 B

東餅屋

東餅屋

東餅屋 B

東餅屋 B

東餅屋 B

東餅屋 B

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋 B

東餅屋

東餅屋

東餅屋A
東餅屋

東餅屋 B

東餅屋 B

東餅屋 B

星ケ塔

東餅屋A
東餅屋A
星ケ塔

東餅屋

東餅屋 B

星ケ塔

星ケ塔

東餅屋

東餅屋 C

東餅屋

東餅屋

東餅屋A
東餅屋A
東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

和田峠

高松沢

和田峠

和田峠

高松沢

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

高松沢 ?

和田峠

和田峠

星ケ塔A
和田峠

和田峠

和田峠

星ケ塔

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

星ケ塔A
和田峠

星ケ塔

星ケ塔

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

星ケ塔

星ケ塔

和田峠

和田峠

高松沢 ?

和田峠

和田峠

星ケ塔

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠
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第 7-4表 男女倉遺跡群詳細分布調査黒曜石資料 〔ホA27地点〕の原産地推定の結果

提出番号 注 記 特 徴 個体分類 推定産地 機器中性子放射化分析

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

70

71

63

77

88

99

92

177

138

62

28

27

50

37

1

21

24

44

164

182

199

185

38

61

3

31

40

4

2

10

Ⅱ層一括

Ⅱ層一括

Ⅱ層一括

Ⅱ層一括

Ⅱ層一括

Ⅱ層一括

赤い縞が入 り、透明度低い

赤い縞が入 り、透明度低い

白い霜降り、透明度低い

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、若干の縞入る

半透明、黒い縞入る

半透明、黒い縞入る

半透明、黒い縞入る

半透明、黒い縞入る

半透明、黒い縞入る

半透明、黒い縞入る

半透明、黒い縞入る

半透明、黒い縞入る

半透明、灰色の縞入る

半透明、灰色の縞入る

半透明、灰色の縞入る

半透明、灰色の縞入る

半透明、灰色の縞入る

半透明、灰色の縞入る

半透明、灰色の縞入る

半透明、灰色の縞入る

不透明、赤い縞入る

不透明、赤い縞入る

不透明、白い霜降 り

透明度高い、白い霜降り

透明度高い、白い霜降 り

不透明、漆黒

不透明、漆黒

灰色の縞、不透明

灰色の縞、不透明

黒い縞、半透明

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｋ

東餅屋

東餅屋

東餅屋

星ケ塔

東餅屋

星ケ塔

(?)

東餅屋

星ケ塔

東餅屋

星ケ塔

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋A
東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

星ケ塔

東餅屋B

東餅屋

東餅屋

東餅屋 B

東餅屋B

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

東餅屋

和田峠西

和田峠西

星ケ塔

星ケ塔

星ケ塔

和田峠

和田峠

星ケ塔 A

星ケ塔

星ケ塔

和田峠

和田峠

星ケ塔 ?

和田峠

和田峠

星ケ塔 ?

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

和田峠

星ケ塔A
和田峠

和田峠

星ケ塔A
星ケ塔

和田峠

和田峠

和田峠西

和田峠

星ケ塔A
星ケ塔
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第 7-5表 男女倉遺跡群詳細分布調査黒曜石資料 〔ブB10地点〕の原産地推定の結果

提出番号 注 記 特 徴 個体分類 推定産地 機器中性子放射化分析

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

32

1

13

44

9

17

19

48

49

53

45

15

赤色混じり

半透明

半透明

半透明

灰色の縞入る

灰色の縞入る

不透明、白い斑点

不透明、白い斑点

不透明、白い斑点

不透明、白い斑点

半透明、良質、気泡入らず

気泡多

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

東餅屋B

東餅屋B

東餅屋 B

東餅屋B

東餅屋A

東餅屋A

和田峠西

和田峠西

和田峠西

和田峠西

星ケ塔

小深沢

和田峠

星ケ塔

星ケ塔A

和田峠

和田峠

高松沢

和田峠西

和田峠西

和田峠西

和田峠西

星ケ塔

和田峠

第 7-6表 男女倉遺跡群詳細分布調査黒曜石資料 〔ブB ll地点〕の原産地推定の結果

提出番号 注  記 特 徴 個体分類 推定産地 機器中性子放射化分析

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

３２

Ⅲ

２０

２‐

９８

６３

一

‐７

０１

‐３

２２

４６

６６

一

７４

８７

０３

６‐

一

一

透かすと茶、小さい爽雑物アリ

透かすと茶、小さい爽雑物アリ

透かすと青、小さい爽雑物アリ

白濁 り多く全体的に乳白色

赤混じり

赤混じり

赤混じり

透かすと若干乳白色、濁 り状縞が入る

8に比べ透明度高い、

透かすとやや紫色がかる

透明度高い、黒い縞入る

透明度高い、黒縞、乳白色濁 リアリ

黒、表皮土色

黒、表皮土色

黒、表皮土色

黒、表皮黄色

黒、表皮黄色

里

黒、流紋岩縞

黒、流紋岩縞

黒、流紋岩縞

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

高松沢

高松沢

小深沢

星糞峠 ?

東餅屋 B

東餅屋 B

東餅屋 B

東餅屋A

東餅屋A

星ケ塔

星ケ塔

和田峠西

和田峠西

和田峠西

和田峠西

和田峠西

和田峠西

和田峠西

和田峠西

和田峠西

高松沢

高松沢

高松沢

和田峠西

星ケ塔

和田峠

和田峠

星ケ塔A

星ケ塔A

星ケ塔

星ケ塔

和田峠西

和田峠西

和田峠西

和田峠

和田峠西

和田峠西

和田峠西

星ケ塔A

和田峠西

Ⅱ

　

Ⅱ
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第 3節 黒曜石の分析

立教大学一般教育部 鈴 木 正 男

1.は じめに

男女倉遺跡群から出土した158点の黒曜石について、黒曜石分析を行った。その結果をここに報告する。

2.方法と結果

黒曜石は、Si02に富む溶岩が急冷して生じる天然ガラスであり、その産出地は限られている。黒曜石は

先史時代に石器製作のための石材として運搬され交易された。

黒曜石分析は、黒曜石の産地推定と水和層年代測定からなる。すなわち考古学的黒曜石の多様な属性のう

ちの二つ、運搬あるいは交易による移動の方向と距離 (空間系)とそれが行われた年代 (時間系)を同時に

明らかにする。その流れ図は次の通りである。

⑤産    地

⑥遺 跡 年 代

(Eコ網掛けの部分が今回行ったもの)

第 1図 空間 0時間的チャート

(1)晶子形態法

原産地ごとの黒曜石の晶子 0微晶・斑品の特徴を分類して、遺跡黒曜石のそれを比較し産地を判定する

方法。

(2)化学組成法

原産地ごとの黒曜石の化学組成 (と くに微量元素)の特徴を分類して、遺跡黒曜石のそれを多変量解析

(ク ラスター分析、判別分析)を用いて産地を判定する方法。

化学組成の分析には、

蛍光X線分析法 (非破壊法)

放射化分析法 (破壊法)

などがある。

性属

②化 学 組 成

遺 跡 黒 曜 石
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第 1表 原産地黒曜石化学分析 。判別分析結果

CODE Sm U Th Hf Sc Fe La SAS l SAS 2

0101

0102

0103

0104

0105

0106

0107

0108

0109

0110

0201

0202

0203

0204

0205

0206

0207

0208

0209

0210

0301

0302

0303

0304

0305

0306

0307

0308

0309

0310

0401

0402

0403

0404

0405

0406

0407

8.62

8.44

8。 13

8.33

8.24

8.42

8.23

8.17

8.90

8.26

8.25

7.97

7.91

8.15

7.95

8.25

7.92

8.12

8.00

7.78

7.74

7.85

8.43

7.97

8.04

7.34

7.81

9。 36

7.39

7.73

7.53

8.08

8.62

7.71

9.12

8.44

8.63

8.58

9.62

8.55

9.26

9.01

9.25

9,34

8.90

8。 79

8.40

8。 67

8.22

8.86

9.69

8.82

9.80

9.05

7.93

9.06

10.53

8.92

9.10

9,01

9.16

8.19

8.10

8.07

8.21

8.66

9.01

7.61

7.28

9。 95

7.90

9.67

9.41

10.23

32.33

31.29

30。 10

29.80

30.15

30,75

30.41

28.96

32.97

30。 64

30.74

30。 99

29.48

30.30

30.05

30.83

29.87

29。 77

28.60

28.91

29.04

29。 56

31.43

29.95

30.54

29.32

28.07

31.38

28.30

29.17

28.16

30.55

31.80

29.55

33.07

31.53

31.92

5,28

4.62

5.03

4.71

4.97

4.24

4.25

4.93

5,20

5.02

4.37

4.52

4。 46

4.86

4.59

5.04

4.72

5。 10

4.49

4.63

4.27

4.42

4.38

4.24

5.00

4.51

4.61

4.37

4.42

4.21

4.36

4.80

4.65

4.09

4.85

5.24

4.76

5。 94

5。 89

5.69

5.68

5.80

6.26

5.67

5。 62

6.33

6.15

5。 78

5.75

5.70

5.70

6.05

5.80

5,98

5.71

5,75

5.42

5.53

5.63

6.14

5.60

5.70

5.82

5.39

6.16

5。 50

5.57

5.57

5,94

6.04

5.86

6.38

5.89

6.08

.635

.554

。477

.528

.579

.597

.458

.592

.640

.640

.628

.576

.502

.634

,490

.488

,507

.578

,598

406

480

491

581

570

567

558

485

535

518

510

568

584

569

503

621

585

578

25.7

24.9

25。 2

23.9

22.4

25.3

24.5

22.0

23.3

23.1

23.5

22.6

24.5

22.4

25,4

24.0

23.9

26.7

23.4

23.8

24.0

23.9

26.1

24.0

24.1

25.3

28.5

39.1

23.1

23.9

24.4

24.5

26.0

23.8

27.2

25.3

25.5

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADA0100

WADA1500

WADA0100

WADA0100

WADA0100

WADA0400

WADA1500

WADA0100

WADA0100

WADA0100

WADA0100

WADA0100

WADA0200

WADA0200

WADA0400

WADA0200

WADA0200

WADA1617

WADA0200

WADA1500

WADA1500

WADA0200

WADA0400

WADA1500

WADA0100

WADAWADA

WADA1300

WADA0300

WADA0200

WADA1500

WADA0300

WADA0100

WADA1500

WADA0400

WADA0400

WADA0200

WADA1500
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CODE Sm U Th Hf Sc Fe La SAS l SAS 2

0408

0409

0410

0501

0502

0503

0504

0505

0506

0507

0508

0509

0510

0601

0602

0603

0604

0605

0606

0607

0608

0609

0610

0701

0702

0703

0704

0705

0706

0707

0708

0709

0710

0801

0802

0803

0804

0805

0806

9.32

9.21

8.95

6.45

6.60

6.59

6.40

6.12

6.78

6.51

6.05

6.50

6.33

6。 16

6.16

6.15

6.13

5.89

5。 98

5.78

5。 19

5。 12

5。 69

4.54

5.31

5。 27

5.02

5,88

5.85

6.37

5。 68

5.61

5.26

5.67

5.25

5.62

5,10

5,33

5.14

10.57

10.06

10.42

5.82

5.68

5.66

5。 99

5.27

5.80

5,79

5.51

6.08

5.69

3.86

4.51

4.29

4.27

4.03

4.12

4.28

3.82

3.61

4.51

4.17

4.64

4.32

4.03

4.67

5.38

5.45

3.69

4.09

3.49

3.98

3.74

3.89

4.06

3.87

3.65

33.45

33.38

32.44

21.76

21.83

21.90

21.85

20.75

23.06

21.94

20.30

22.60

21,78

16.04

16.27

16.80

16.21

15,19

15.53

14.91

14.13

13.71

15.41

14.29

16.52

16.34

15.76

17.77

18.02

19.61

17.20

16.84

16.58

17.50

16.49

17.29

16.39

16.35

16.25

5.41

5.46

4.91

4.44

4.68

4.24

3.97

3.89

4。 74

4.38

4.29

4.18

4.18

4.67

4.92

4.81

4.82

4.09

4.51

3.97

4.28

4.07

4.27

3.46

4.06

3.80

3.96

4.24

4.69

4.25

4.17

4.19

4.44

4.65

4.66

4.31

4.19

4.23

4.42

6.32

7.27

6.52

3.76

3.99

3.81

3.86

3.65

3.96

3.94

3.70

3.89

3.88

3.49

3.36

3.52

3.40

3.41

3.35

3.13

3.06

2.97

3.24

2.84

3.12

3.11

2.99

3.33

3.42

3.64

3.18

3.17

3.15

3.21

3.15

3.20

3.02

3.09

2.97

636

640

586

727

682

761

643

681

730

743

689

709

707

926

800

811

765

701

814

764

711

665

758

573

670

729

637

707

761

764

660

675

565

680

636

649

657

608

606

27.3

26.9

26.2

31.6

31.6

31.1

29.8

30.0

30.8

31.0

29.3

30.3

30.0

31.3

30.9

30.5

30.9

29.4

29,6

28.4

28.4

29.7

29.3

25.6

28.1

27.9

26.0

30.2

30.1

31.4

29.5

28.7

27.8

28.5

28.0

28.9

26.8

28.0

27.2

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

WADA0400

WADA0400

WADA0400

WADA0500

WADA0500

WADA0500

WADA0500

WADA0500

WADA0500

WADA0500

WADA0500

WADA0500

WADA0500

WADA0600

WADA0600

WADA0600

WADA0600

WADA0600

WApA0600

WADA0600

WADA0600

WADA0600

WADA0600

WADA0700

WADA0700

WADA0700

WADA0700

WADA0700

WADA0700

WADA0700

WADA0800

WADA0700

WADA0800

WADA0800

WADA0800

WADA0800

WADA0700

WADA0800

WADA0800
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CODE Sm U Th Hf Sc Fe La SAS l SAS 2

0807

0808

0809

0810

0901

0902

0903

0904

0905

0906

0907

0908

0909

0910

1001

1002

1003

1004

1005

1006

1007

1008

1009

1010

1201

1202

1203

1204

1205

1206

1207

1208

1209

1210

1301

1302

1303

1304

1305

5.59

5.61

5.56

5,83

5.73

5.08

5.51

5.40

5.57

5.74

6.73

5.32

5.67

5,65

5.52

5.27

5。 37

6.38

5.44

6.00

5。 42

5.59

5.48

5.55

8.06

8.19

8.03

7.80

8.40

7.96

7.58

8.38

8.47

8.53

6.38

5.98

6.06

5,78

6.39

3.85

3.71

4.18

4.01

3.71

3.20

3.31

3.33

3.03

3.61

3.31

3.28

3.21

3.46

3.10

3.27

3.06

3.20

3.95

4.09

3.23

3.19

3.30

3.14

11.22

11.64

11.38

10.09

11.84

11.38

10.90

11.30

12.13

11.96

4.26

4.03

4.03

4.10

4.37

17.13

17.28

17.28

18.25

11.21

10。 12

10.61

10,92

11.10

11.50

10.71

10.81

11.04

11.15

11.35

10.66

10,72

11.56

10,76

11.96

11.01

11.47

10,78

11.20

34.45

35.47

34.00

32.25

35.91

34.26

32.31

34.19

35.49

36.62

11.89

11.19

11.68

11.43

12.24

4.79

4.31

4.43

4.51

3.38

3.22

3.35

3.30

3.37

3.54

3.31

2.86

3.17

3.36

3.37

3.14

3.71

3.64

3.67

3.22

3.28

3.41

3.13

3.18

4.76

5.03

4.51

4.45

4.69

4.35

5。 15

4.31

4.96

4.71

3.22

2.77

3.10

2.98

3.57

3.19

3.20

3.22

3.28

3.08

2.87

2.98

3.15

2.99

3.11

3.18

3.00

3.03

3.19

3.03

2.98

3.06

3.15

2.98

3.37

2.99

3.05

3.04

3.10

6.07

6.32

6.11

5.75

6.32

6.14

5.86

5.96

6.32

6.36

3.26

3.13

3.20

3.15

3.52

666

662

680

705

491

410

445

440

418

451

462

448

472

439

465

446

476

447

446

515

455

457

443

410

647

608

640

632

582

667

581

622

602

640

573

510

550

503

566

28.2

28.3

28.9

28.9

17.6

16.8

16.8

17.3

16.7

16.8

16.6

16.1

16.8

19.0

16.3

16.9

17.2

17.7

16.7

18.1

16.5

17.0

17.3

16.4

23.3

22.7

23.4

25.9

22.9

23.7

21.5

25.6

22.9

23.3

19.8

16.5

18.2

17.5

18.4

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

WADA0800

WADA0800

WADA0800

WADA0800

WADA1000

WADA1000

WADA1000

WADA1000

WADA0900

WADA1000

WADA0900

WADA1000

WADA0900

WADA1000

WADA1000

WADA1000

WADA1000

WADA0900

WADA1000

WADA1400

WADA1000

WADA1000

WADA0900

WADA0900

WADA1200

WADA1200

WADA1200

WADA1200

WADA1200

WADA1200

WADA1200

WADA1200

WADA1200

WADA1200

WADA1300

WADA1400

WADA1300

WADA1400

WADA1300
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CODE Sm U Th Hf Sc Fe La SAS l SAS 2

1306

1307

1308

1309

1310

1401

1402

1403

1404

1405

1406

1407

1408

1409

1410

1501

1502

1503

1504

1505

1506

1507

1508

1509

1510

6701

6702

6703

6704

6705

6706

6707

6708

6709

6710

1801

1802

1803

1804

6.66

5.85

5.89

6.05

6。 12

6.58

6.31

5.98

5.90

6。 26

6.21

6.37

6.02

6.27

5.95

9,32

9,05

8.21

9。 97

7.32

7.61

7.50

7.83

7.38

7.81

7.36

7.46

7.59

7.07

7.33

7.72

7.25

7.97

7.32

7.77

6.90

7.62

6.97

6.86

4.02

4。 10

3.92

4.28

4.44

4.56

4。 49

3.61

3.85

4.09

4.11

4.61

4.14

5,01

3.80

9.98

11.00

9.21

12.29

7.99

8.43

9.05

9.11

8.47

8.85

7.96

8.33

8.81

7.96

8.60

8.91

8.61

9.01

8.21

8.50

7.50

8.71

7.61

7.75

12.79

11.63

11.34

11.47

11.68

12.89

12.03

11.64

11.49

12.31

12.05

12.27

11.12

11.93

12.13

34.11

33.97

30。 93

30.36

27.54

29.07

28.54

30.27

28.95

29.70

28.12

28.23

30.06

27.16

27.91

29.81

28.03

30.81

28.49

30.41

26.32

29。 39

25.71

25。 17

3.28

2.83

2.84

3.55

3.29

3.13

3.23

2.73

3.16

3.35

2.86

3.13

3.41

3.04

3.04

4.58

4,74

5.07

4.76

4.36

4.62

4.70

4.88

4.58

4.49

5.02

4.59

4.97

4.29

4.75

5.16

5.01

5.05

4.63

4.74

4.37

4.82

4.57

4.65

3.47

3.10

3.14

3.19

3.29

3.39

3.38

3.22

3.25

3.29

3.36

3.47

3.25

3.11

3.31

6.52

6.32

5。 70

6.64

5.26

5,43

5.45

5.63

5.55

5.54

5.40

5.40

5.69

5.24

5.31

5.56

5.34

5。 74

5.44

5,60

5.53

6.05

5.65

5.06

575

475

517

504

502

566

603

520

517

540

457

533

527

531

528

674

608

537

637

482

463

472

510

516

493

484

482

512

460

457

495

471

521

491

481

632

600

592

489

19.6

17.7

17.7

17.7

16.3

18.8

18。 1

17.9

17.6

18.0

18.5

18.3

18.0

18.4

17.7

26.9

26。 4

26。 2

26.3

23.6

24.7

24.3

25.4

24.1

25.0

24.0

24.0

25.2

23.3

23.8

24.5

23.7

26.4

24.2

25.0

23.4

25.2

24.1

23.8

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

HOSHIGAT

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADA1400

WADA1400

WADA1400

WADA1300

WADA1300

WADA1400

WADA1300

WADA1400

WADA1300

WADA1300

WADA1400

WADA1400

WADA1300

WADA1300

WADA1400

WADA0400

WADA1500

WADA1500

WADA1500

WADA1617

WADA1617

WADA1617

WADA1617

WADA1617

WADA0300

WADA1617

WADA1617

WADA1617

WADA1617

WADA1617

WADA1617

WADA1617

WADA1617

WADA1617

WADA1617

WADA1800

WADAWADA

WADA1800

WADA1800
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CODE Sm U Th Hf Sc Fe La SAS l SAS 2

1805

1806

1807

1808

1809

1810

W01

W02

W03

W04

W05

W06

W07

W08

W09

W10

C Ol

C02

C03

C04

C05

C06

C07

C08

C09

C10

N101

M02

N103

1ヽ04

N105

M06

M07

N408

M09

4ヽ10

6。 72

7.13

7.28

7.52

7.21

7.22

7.45

7.11

7.75

7.78

7.33

7.58

7.15

7.97

7.93

7.45

6.47

6.87

6.73

6.50

6.74

6.24

6.79

6.47

6.27

6.17

4.09

4.12

4.28

4.32

4.59

4.21

4.07

4.50

4.53

4.58

7.62

8.31

8.18

8.63

7.81

7.84

8.95

8.29

9.06

8.76

9.00

9.07

8.06

8.64

9.32

8.25

6.53

6.72

7.00

6.60

7.06

6.89

7.25

6.48

6.26

6.30

2.36

2.51

2.61

2.61

2.60

2.41

2.27

2.54

2.66

2.92

25.09

27.45

26.66

29.30

27.29

27.71

29.01

27.52

30.02

30.05

28.47

29,74

27.81

25.02

28.91

26.45

23.20

24.92

24.71

23.31

24.74

22.30

25.76

24.38

22.75

21.91

8.57

8.71

8.91

9.26

9.61

8.26

8.65

9.36

9.47

9.86

4。 91

5。 43

4.50

5.34

4.44

4.91

4.71

5.02

5.36

5.07

4.70

5.48

4.91

4.27

4.04

4.07

4.26

4.13

4.03

4.26

4.23

3.64

4.30

4.28

3.97

3.82

3.16

3.43

3.38

3.52

3.36

3.00

3.27

3.49

3.50

3.57

5.22

5.56

5.69

5.50

5.41

5.66

5.62

5.53

6.29

5,82

5,73

5.77

5.60

5.95

5.58

5.46

3.84

4.17

4.05

3.89

4.05

3.90

4.27

4.07

3.84

3.78

2.06

2.09

2.15

2.13

2.22

2.12

2.06

2.24

2.24

2.26

508

643

669

515

529

663

530

636

593

559

516

524

576

691

533

708

579

630

620

624

660

595

630

568

584

570

592

611

656

652

681

634

653

672

668

662

23.2

24。 4

25.0

24.3

24.7

26.1

25.6

24.4

26.5

26.5

25.0

26.1

25.5

25.5

24.9

23.7

29.0

30.2

30.0

29.6

29.3

28.4

30.7

29.7

27.8

28.3

25.3

25.7

25.9

27.4

27.3

26.0

25.9

26.6

27.9

27.5

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

WADATOGE

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

WADATOGE

OMEGURA

WADATOGE

OMEGURA

OMEGURA

OMEGURA

YATSUGAT

YATSUGAT

YATSUGAT

YATSUGAT

YATSUGAT

YATSUGAT

YATSUGAT

YATSUGAT

YATSUGAT

YATSUGAT

WADA1800

WADA1800

WADA1800

WADA1617

WADA1800

WADA1800

WADAWADA

WADA1800

WADAWADA

WADAWADA

WADAWADA

WADAWADA

WADA1800

WADA1800

WADA1500

WADA1800

WADACHOS

WADACHOS

WADACHOS

WADACHOS

WADACHOS

WADACHOS

WADACHOS

WADACHOS

WADACHOS

WADACHOS

WADAMUGI

WADAMUGI

WADAMUGI

WADAMUGI

WADAMUGI

WADAMUGI

WADAMUGI

WADAMUGI

WADAMUGI

WADAMUGI
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第 1表説明 (鉄以外の元素の含有量は、ppm)

CODE  試料名

Sm   サマリウム      Sc  スカンジウム

U  ウラニウム    Fe 鉄 (%)

Th   トリウム       La  ランタン

Hf   ハ フニウム

SAS l 従来の黒曜石分析データベ‐スに基づく判別結果

SAS 2 今回の原産地黒曜石分析結果に基づく判別結果

第 2表 判別テス ト結果のまとめ

先
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0)噴出年代法

原産地ごとの黒曜石の噴出形成年代とウラン濃度をフィッショントラック法によって測定し、遺跡黒曜

石のそれを比較し産地を判定する方法。フィッショントラック法は最終加熱の年代を測定するので、遺跡

出土黒曜石が加熱を受けていればその年代が得られる。

CODE  試料名

ρs   自発核分裂飛跡密度

Ns   自発核分裂飛跡数

ρi   誘発核分裂飛跡密度

Ni   誘発核分裂飛跡数

ζ   年代定数

ρd   標準試料の誘発核分裂飛跡密度

Nd   標準試料の誘発核分裂飛跡数

A   年代
△A   誤差

第 3表 黒曜石原石のフィッショントラック年代測定結果

CODE ρ s

*104

Ns ρ i

*104

Ni ρd

*104

Nd A
*105

△ A

WADA 0100

WADA 0200

WADA 0400

WADA 0500

WADA 0600

WADA 0700

WADA 0800

WADA 0900

WADA 1000

WADA 1200

WADA 1300

WADA 1400

WADA 1500

WADA 1617

WADA 1800

CHOSIZAWA

0.17280

0.13440

0.08240

0.12538

0.10500

0.12857

0.14544

0.04645

0.07500

0.15809

0.09863

0.05771

0.24960

0.13467

0.13846

0.16320

108

112

103

101

105

100

101

100

100

101

100

101

104

101

100

102

10.440

6.732

8.208

6.066

3.420

4.518

4.248

2.460

4.320

9.234

3.636

2.040

9。 936

9.216

9.558

6.948

290

187

456

337

342

251

236

205

240

513

202

204

276

256

531

193

123

123

123

123

123

123

123

123

123

123

123

123

123

123

123

123

36.1

36.1

36.1

36.1

36.1

36.1

36.1

36。 1

36.1

36.1

36.1

36.1

36.1

36.1

36.1

36.1

1156

1156

1156

1156

1156

1156

1156

1156

1156

1156

1156

1156

1156

1156

1156

1156

0.747

0.905

0.450

0.937

1.406

1.301

1.574

0.855

0,785

0.773

1.204

1.292

1.144

0.659

0.653

1.068

0.1779

0.2273

0.1041

0.2249

0。 3313

0。 3237

0.3929

0.2189

0.1966

0:1783

0.3082

0.3297

0.2773

0.1629

0。 1511

0.2743
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(4)黒曜石水和層法

遺跡で石器を作成するときに、原石を破砕すると、その表面から水が黒曜石内部に拡散し水和層が形成

される。この水和層の厚さ (深さ)と 気温・経過年代・化学組成との間に一定の関係がある。

ある特定の気候環境下における水和層の形成速度を決定する方法には次のようなものがある。

Intrinsic Hydration Rate l去

黒曜石粉末をカプセルに入れ、遺跡に埋め、短期間に水和させて黒曜石本来の水和速

度を決定する。

検量線法

他の年代測定法による年代 (C-14、 フィッショントラック法)と 、その層 (文化層)

出土の黒曜石の水和層の厚さから水和速度を計算して、その値を類似した温度環境の年

代未知の文化層に由来する黒曜石に適用する。

温度環境の異なる地域の場合は、気温差に応じた補正値を用いる。

化学組成法

化学組成 (と くに主要元素)と 水和速度の関係が知られている。これを利用して水和

速度を決定する。

水和層厚の測定方法には次のようなものがある。

薄片法 (破壊法)

液晶ギャップ法 (非破壊法) 今回は試験的にこの方法も適用した。
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3.熱中性子放射化分析

種々の核種に熱中性子を照射するとそれぞれの核種は放射化され、それぞれの核種に固有のエネルギーの

γ線を放出する。放射化された核種はそれぞれに固有の半減期で壊変する。したがって、冷却期間を調節す

ることによって、産地の判別分析に有効な核種のγ線を選択的に測定することができる。

試料の各元素の含有量は、①試料に、多種類の元素の含有量が知られている標準試料と同時に熱中性子を

照射し、②γ線を計数し、③試料と標準試料のγ線のカウント数比、重量比、測定開始時間の差に起因する

変動を補正することによって計算される。

実際の操作は、以下のとおりである。まず、ダイヤモンドカッターを用いて、黒曜石試料の小片を切り出

し、その重量を化学天絆で測り、ポリ袋に封入する。これを標準試料とともに照射キャプセルに入れ、立教

大学原子力研究所TRIGAⅡ 型原子炉の回転試料棚 (RSR)の位置に挿入して、出力100 kwで 12時間

熱中性子を照射する。対照する標準試料はN B S278(Obddね n Rock)で ある。

約10日 間冷却した後、 γ線スペクトルを1000～ 3000秒計数し、標準試料との比較から、サマリウム (Sm)、
ウラン (U)、  トリウム (Th)、 ハフニウム (Hf)、 スカンジウム (Sc)、 鉄 (Fe)、 ランタン (La)の 7元

素の含有量を測定した。

黒曜石の産地の判別には、日本全国30ケ所を超える黒曜石原産地のそれぞれ100点の測定値に基づき、多

変量解析プログラムDISCRIM(SAS)を 用いて行った。

男女倉遺跡から出土した158点の黒曜石試料の分析結果を第 4表に示した。

第 4表説明

Sm   サマ リウム

U   ウラニウム

Th   トリウム

Hf   ハフニウム

Sc   スカンジウム

Fe   鉄 (%)

La   ラン タ ン

SAS l 従来の黒曜石分析データベースに基づく判別結果

SAS 2 今回の原産地黒曜石分析結果に基づく判別結果

水和  水和層の厚さ (μ m)

GAP  液晶ギャップによる水和層厚の測定 (μ m:参考)

試料年 試料の水和層年代
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第 4表 男女倉遺跡群黒曜石化学分析 。判別分析結果

遺跡/産地名 Sm U Th Hf Fe La SASl SAS2 水 和 GAP 試料年

卜A07 8.36 9.70 31.1 4.73 5.66 0.50 25.2 WADATOGE WADA 1500 7.82 7.13 13,363

卜A07 8.54 9.73 31.5 4.88 5。 78 0.55 26.5 WADATOGE WADA 1500 6.33 5.91 8,755

卜A07 8.86 10.70 33.2 4.96 5.89 0.52 26.8 WADATOGE WADA 1500 6.65 4.53 9,663

卜A07 8.62 10.30 32.2 4.80 5.94 0.57 26.0 WADATOGE WADA 1500 7.82 6.55 13,363

卜A07 7.98 9.41 31.7 4.87 5.19 0.61 29.3 WADATOGE WADA 0300 6.65 6.00 9,663

卜A07 8.06 9.80 30.5 4.66 5.62 0.49 25.2 WADATOGE WADA 1500 7.90 5,81 13,637

卜A07 7.94 9.54 29.5 4.80 5.59 0.48 24.2 WADATOGE WADA 1500 6.33 5,65 8,755

卜A07 8.94 10.70 33.7 4.95 6.00 0.53 26.7 WADATOGE WADA 1500 4.93 4.35 5,311

卜A07 8.74 33.0 5.15 5.86 0.54 26.3 WADATOGE WADA 1500 8.05 7.55 14,160

卜A07 8.19 10.20 30.8 4.71 5.54 0.49 25.3 WADATOGE WADA 1500 7.90 7.20 13,637

卜A07 9.07 11.50 34.3 5.26 6.05 0.54 27.0 WADATOGE WADA 1500 5.08 4.79 5,639

卜A07 8.57 10.40 32.2 4.87 5.85 0.53 26.1 WADATOGE WADA 1500 6.41 5.99 8,978

卜A07 8.17 10.30 31.7 5.04 5.71 0.54 24.9 WADATOGE WADA 1500 7.74 7.62 13,091

卜A07 7.90 10.20 29.5 4.62 5.53 0.55 24.4 WADATOGE WADA 1500 7.66 7.20 121821

卜A07 8.25 10.20 30.6 4.65 5.53 0.50 24.8 WADATOGE WADA 1500 6.73 7.12 9,897

卜A07 7.75 9.26 29.3 4.61 5.37 0.51 24.0 WADATOGE WADA 1500 7.98 7.14 13,915

卜A07 8.08 9.68 30.7 4.73 5.51 0.48 24.9 WADATOGE WADA 1500 8.05 7.15

卜A07 8.39 9,95 31.2 4.45 5.61 0.51 25。 9 WADATOGE WADA 1500 7.98 7.60 13,915

卜A07 8.29 10.20 31.2 4.87 5.65 0.52 25.0 WADATOGE WADA 1500 5.55 5.57 6,731

卜A07 8.20 9.91 30.6 4.72 5.65 0.51 24.8 WADATOGE WADA 1500 7.74 7.62 13,091

卜A10 5.82 3.85 11.4 3.25 3.08 0.49 16.9 HOSHIGAT WADA 1300 6.61

卜A10 8.28 10.40 31.3 4.58 5.84 0.52 26.4 WADATOGE WADA 1500 4.40

卜A10 7.85 9.44 29.9 4.30 5.54 0.46 24.7 WADATOGE WADA 1500 4.41

卜A10 8.82 9.64 31.1 4.70 5。 77 0.45 26.0 WADATOGE WADA 0100 6.33 7.22 8,755

卜A10 8.20 8.76 28.9 4.74 5.51 0.50 24.3 WADATOGE WADA 0100 7.04 6.73 10,830

卜A10 8.67 9.47 31.0 5.03 5.82 0.51 25.3 WADATOGE WADA 0100 6.33 7.14 8,755

卜A10 8.85 9.35 31.3 4.82 5.80 0.53 26.0 WADATOGE WADA 0100 6.65 6.90 9,663

卜A10 8.32 9.06 29.0 4.28 5.53 0.44 24.0 WADATOGE WADA 0100 7.04 6.84 10,830

卜A10 8.40 9.28 29.7 4.19 5.47 0.47 25.4 WADATOGE WADA 1500 7.66 7.14 12,821

卜A10 8.16 8.67 29.0 4.61 5.54 0.47 24.9 WADATOGE WADA 0200 6.18 6.33 8,345

卜A10 8.72 9.75 31.0 4.91 5.83 0.50 25.6 WADATOGE WADA 1500 7.59 7.15 12,588

卜A10 8.34 8.97 29.7 4.42 5.58 0.50 24.5 WADATOGE WADA 0100 6.26 6.35 8.563

卜A10 8.85 10.30 32.8 4.54 6.03 0.57 26.3 WADATOGE WADA 1500 4.46

卜A10 8,73 11.00 32.4 4.99 5.83 0.56 26.0 WADATOGE WADA 1500 2.74 4.43 1,640

卜A10 8 10 9.75 30.5 4.81 5.60 0.54 25.8 WADATOGE WADA 1500 7.66 9.14 12,821

卜A10 8.89 9.84 31.9 4.46 5.75 0.53 25.9 WADATOGE WADA 1500 7.90 9.09 13,637

卜A10 8.64 10.30 32.2 4.93 5.93 0.54 26.0 WADATOGE WADA 1500 7.90 8.17 13,637

卜A10 8.31 9.59 29.8 4.36 5.79 0.50 25.3 WADATOGE WADA 1500 7.04 10,830
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遺跡/産地名 Sm U Th Hf Fe La SASl SAS2 水 和 GAP 試料年

卜A10 8.33 10.10 29.5 4.76 6.50 0.70 24.7 WADATOGE WADAWADA 8.05 9.13 14,160

卜A10 8.51 9.73 31.0 4.80 5.82 0.56 25.3 WADATOGE WADA 1500 7.74 7.32 13,091

卜A10 8.47 9.72 31.1 4.83 5.96 0.50 24.7 WADATOGE WADA 0200 7.98 8.81 13,915

卜A10 7.59 9.12 29.4 4.83 5.62 0.48 24.5 WADATOGE WADA 1617 7.98 9,07 13,915

卜A10 7.81 9.49 29.0 4.38 5.62 0.54 24.6 WADATOGE WADA 1500 7.04 7.20 10,830

卜A10 8.32 9.45 31.0 4.89 5.86 0.52 26.1 WADATOGE WADA 1500 6.49 7.19 9,204

卜A10 8.23 10.40 29.6 5.52 5.95 0.61 24.4 WADATOGE WADAWADA

卜A10 8.04 9.30 29.4 4.57 5.66 0.49 25.3 WADATOGE WADA 1500 6.65 6.40 9,663

卜A10 8.79 9.90 32.0 5.16 6.11 0.56 25.6 WADATOGE WADA 0100 8.21 8.34 14,729

卜A10 8.33 9.87 31.0 4.85 5.70 0.55 25.5 WADATOGE WADA 1500 7.74 7.16 13,091

卜A10 8.61 9.86 30,9 4.92 5.82 0.56 25.3 WADATOGE WADA 1500 9.07 9.16 17,976

卜A10 8.41 9.30 30.3 4.54 5。 76 0.52 25.2 WADATOGE WADA 1500 7.59 7.06 12,588

卜A10 8.03 12.60 37.5 4.80 6.75 0.57 19.4 WADATOGE WADA 1200 7.20

卜A10 7.50 11.20 34.4 4.36 6.29 0.52 18.0 WADATOGE WADA 1200 8.03

卜A10 7.79 12.20 36.0 6.07 6.55 0.54 17.6 WADATOGE WADA 1200 9.06

卜A10 8.65 9.73 31.7 4.67 5.89 0.48 26.4 WADATOGE WADA 1500 4.22 3.68 3,891

卜A10 8.36 10.00 30.6 4.95 5.68 0.51 25,0 WADATOGE WADA 1500 4.42

卜A10 8.43 9.61 30.8 5.31 5.87 0.49 24.7 WADATOGE WADA 0100 6.18 4.42 8,345

卜A10 8.21 9.99 30.1 4.73 5.75 0.47 24.6 WADATOGE WADA 1500 4.07 4.47 3,619

卜A10 8.40 9.64 30.4 4.67 5.92 0.52 25.8 WADATOGE WADA 1500 5.47 7.14 6,538

卜A10 8.54 10.30 31.4 4.13 5。 74 0.53 26.0 WADATOGE WADA 1500 6.65 7.21 9,663

卜A10 8.56 10.10 30.8 4.45 5,99 0.57 26.7 WADATOGE WADA 1500 6.49 7.21 9,204

卜A12 8.18 9.49 30.8 4.79 5.58 0.47 26.0 WADATOGE WADA 1500 3.52 3.36 2,707

卜A12 8.14 9.17 31.1 4.70 5.74 0.51 25.3 WADATOGE WADA 1500 4.22 4.44 3,891

卜A12 8.21 9.11 30.4 4.99 6.48 0.58 25.4 WADATOGE WADA 0400 5.79 5.97 7,325

卜A12 7.60 8.82 29.4 4.50 5.39 0.49 24.1 WADATOGE WADA 1617 5.89

卜A12 8.26 9.11 31.0 4.66 5.86 0.61 26.8 WADATOGE WADA 0300 4.69 4.45 4,806

卜A12 7.18 7.70 27.4 4.13 4.61 0.60 29.4 OMEGURA WADACHOS 5.47 5。 97 10,056

卜A12 8.18 9.62 31.2 4.47 5.57 0.50 25。 1 WADATOGE WADA 1500 4.14 4.44 3,745

卜A12 6.64 7.31 26.5 4.17 4.59 0.57 27.2 WADATOGE WADACHOS 3.36 4.41 2,467

卜A12 7.92 9.26 30.7 4.60 5.53 0.48 24.4 WADATOGE WADA 1500 4.85 4.74 5,140

卜A12 8.00 9.35 30.0 4.53 5.73 0.55 25.9 WADATOGE WADA 1500 6.26 5.78 8,563

卜A12 7.68 8.73 29・ 7 4.44 5.54 0.49 24.2 WADATOGE WADA 0200 3.91 4.40 3,340

卜A12 8.16 9.30 30,7 4.60 5.86 0.60 26.2 WADATOGE WADA 1500 5.08 4.45 5,639

卜A12 7.63 11.40 35.0 4.88 6.42 0.55 16.9 WADATOGE WADA 1200 3.05 2,032

卜A12 7.55 12.10 35.7 4.70 6.52 0.54 18.0 WADATOGE WADA 1200

卜A12 8.39 13.40 38.0 4.91 6.73 0.57 18.3 WADATOGE WADA 1200

卜A12 5.63 3.71 10.6 3.22 2.91 0.46 17.1 HOSHIGAT WADA 1300 8.76 8.39 25,790

卜A12 8.66 9.62 31.1 4.30 5.77 0.48 25。 9 WADATOGE WADA 1500 4.69 4.39 4,806

卜A12 8.71 10.00 30.4 4.95 5。 71 0.52 25.3 WADATOGE WADA 1500
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遺跡/産地名 Sm U Th Hf Fe La SASl SAS2 水 和 GAP 試料年

卜A12 8.97 9.68 32.5 5.15 6.10 0.53 27.0 WADATOGE WADA 0100 6.41 6.33 8,978

卜A12 8.45 8.84 30.8 4.84 5.69 0.50 25.6 WADATOGE WADA 0100 6.57 6.09 9,432

卜A12 7.88 9.97 29.9 4.70 5.48 0.51 25。 1 WADATOGE WADA 1500 12.30 1.35 33,383

卜A12 7.84 9.65 29.3 4.49 5.42 0.49 24.2 WADATOGE WADA 1500 7.19 7.54 11,296

卜A12 8.56 10.90 32.0 5,00 5,87 0.53 26.5 WADATOGE WADA 1500 6.02 5.92 7.919

卜A12 8.20 9,90 31.2 4.36 5.47 0.51 25.3 WADATOGE WADA 1500 7.27 7.20 11,549

卜A12 8.89 11.10 33.7 4.93 5.95 0.55 27.4 WADATOGE WADA 1500 5.40 5。 95 6,372

卜A12 8.93 11.60 32.6 5.36 5。 96 0.59 24.2 WADATOGE WADA 1500 8.05 7.55

卜A12 9.08 10.40 34.2 5.34 6.25 0.51 27.7 WADATOGE WADA 1500 6.26 5.89 8,563

卜A12 8.66 10.60 31.6 4.57 6.06 0.52 26.2 WADATOGE WADA 1500 6.73 6.11 9,897

卜A12 8.61 10.20 31.6 4.60 5.85 0.51 25.4 WADATOGE WADA 1500 6.49

卜A12 8.96 10.80 32.7 4.54 5.93 0.55 27.2 WADATOGE WADA 1500 7.19

卜A12 8.36 9.93 31.2 4.94 5,76 0.51 26.0 WADATOGE WADA 1500 4.46 4.37 4,346

卜A12 7.34 8.98 28.1 4.32 5.32 0.47 23.1 WADATOGE WADA 1617 6.33 6.27 8,755

卜A12 7.86 9.11 30.4 4.58 5.41 0.47 29.9 WADATOGE WADA 0300 6.31

卜A12 7.42 8.55 28.6 4.57 5.35 0.47 24.1 WADATOGE WADA 1617 6.12

卜A12 7.73 8.87 29.4 4.46 4.48 0.50 24.2 WADATOGE WADACHOS 5.71 5.34 7,124

卜A12 8.20 9.32 31.2 4.60 5.59 0.52 25.0 WADATOGE WADA 1500 10.00 9.30 21,895

卜A12 7.67 8.51 29.6 4.50 5.37 0.46 24.6 WADATOGE WADA 0300 4.69 4.32 4,806

卜A12 7.70 8.53 29.3 4.76 5.54 0.49 24.3 WADATOGE WADA 1617 5.08 6.02 5,639

卜A12 8.00 8.97 30.5 4.69 5.64 0.52 25.0 WADATOGE WADA 1500 5.47 5.60 6,538

卜A12 7.94 9.38 30.4 4.53 4.59 0.48 25.2 WADATOGE WADA 1500 6.02 6.02 7,919

ヨA01 7.79 10.90 35,9 5.39 6.30 0.61 22.5 WADATOGE WADA 1200 4.61 4.33 4,644

ヨA01 7.49 8.72 28.6 4.49 5.61 0.55 24.5 WADATOGE WADAWADA 6.41 6.01 8,978

ヨA01 6.61 7.66 25.9 4.04 4.36 0.56 27.7 WADATOGE WADACHOS 6.41 6.37 8,978

ヨA01 8.19 9.55 32.1 5.22 5。 91 0.51 26.3 WADATOGE WADA 1500 6.10 5.98 8,131

ヨA01 7.73 9.31 30.4 4.85 5.66 0.52 24.9 WADATOGE WADA 1617 6.65 5.95 9,663

ヨA01 7.35 33.3 5.20 6.07 0.54 20.6 WADATOGE WADA 1200 7.12 6.38 11,077

ヨA01 7.56 9.01 29.2 4.52 5.48 0.49 24.7 WADATOGE WADA 1617 7.12

ヨA01 7.40 8.86 28.7 4.68 5,42 0.48 24.2 WADATOGE WADA 1617 6.49 6.48 9,204

ヨA01 8.19 9.98 32.7 5.09 5.95 0.52 26.7 WADATOGE WADA 1500 6.33 6.02 8,755

ヨA01 7.46 9.19 29,7 4.87 5.58 0.49 27.7 WADATOGE WADAWADA 6.96 7.23 10,585

ヨA01 8.01 9.94 31.6 5.39 5.87 0.52 26.1 WADATOGE WADA 1617 7.27 6.68 11,549

ヨA01 8.04 11.00 34.6 4.51 6.11 0.57 22.0 WADATOGE WADA 1200 5,79 5.81 7,325

ヨA Ol 7.02 8.24 26.7 4.63 5.17 0.48 24.1 WADATOGE WADA 1617 5.32 9.52 61184

ヨA01 7.23 8.63 28.0 4.46 5.32 0148 24.2 WADATOGE WADA 1617 6.41 9.87 8,978

ヨA01 8.23 9.82 30.5 4.53 5.53 0.51 26.4 WADATOGE WADA 1500 7.43 7.24 12,063

ヨA01 7.24 8.69 28.4 4.93 5.36 0.45 24.2 WADATOGE WADA 1617 8.91 9.24 17,348

ヨA01 8.12 9.77 30.6 4.60 5.59 0.48 25.2 WADATOGE WADA 1500 6.65 6.75 9,663

ヨA01 7.77 9.12 28.6 4.43 0.51 25.4 WADATOGE WADA 1500 3.75 4,78 3,072
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遺跡/産地名 Sm U Th Hf Fe La SASl SAS2 水 和 GAP 試料年
ヨA01 7.15 8.58 28.1 4.55 5.44 0.46 24.3 WADATOGE WADA 1617 6.49 6.46 9,204

ヨA01 7.21 8.60 28.5 4.95 5.42 0.51 24.5 WADATOGE WADA 1617 4.61 4.45 4,644

ヨA04b 8。 96 10,00 33.9 4.99 6.29 0.57 27.4 WADATOGE WADA 0400 6.65 5,96 9,663

ヨA04b 8.99 10.40 34.8 4.36 6.64 0.57 30.0 WADATOGE WADA 0400 6.88 5.61 10,343

ヨA04b 9.21 11.60 35.1 4.65 6.55 0.62 28.9 WADATOGE WADA 1200 7.98 13,915

ヨA04b 5,74 3.91 11.9 3.02 3.12 0.46 15.9 HOSHIGAT WADA 1400

ヨA04b 8.83 9.89 34.3 4.77 6.35 0.55 29.5 WADATOGE WADA 0400 8.21 7.89 14,729

ヨA04b 4.55 2.90 3.30 2.27 0.68 27.8 YATSUGAT WADAMUGI 1.80 1,088

ヨA04b 7.70 11.20 33.0 4.75 5.71 0.60 19.0 WADATOGE WADA 1200 4.30 4.43 4,040

ヨA04b 9.46 11.70 36.1 5.12 6.71 0.60 29.8 WADATOGE WADA 1200 7.35 7.36 11,805

ヨA04b 8.91 10.30 35.2 4.68 6.26 0.54 26.8 WADATOGE WADA 0400 7.04 7.59 10,830

ヨA04b 9.29 11.30 36.1 4.71 6.60 0.58 29.3 WADATOGE WADA 1200 5.79 8.00 7,325

ヨA04b 8.81 33.7 5.05 6.02 0.56 26.4 WADATOGE WADA 1500 7.04 10,830

ヨA04b 8.69 10.20 33.0 4.66 6.00 0.51 26.2 WADATOGE WADA 1500 7.12 11,077

ヨA04b 8.64 10.30 33.0 4.94 5.99 0.52 27.0 WADATOGE WADA 1500 6.49 6.31 9,204

ヨA04b 8.32 9.44 32.0 4.92 5.80 0.52 26.9 WADATOGE WADA 1500 9。 31 1.00 181940

ヨA04b 8.50 10.50 32.6 3.98 5.97 0.48 27.2 WADATOGE WADA 1500 7.04 7.13 10,830

ヨA04b 8.45 10.20 32.5 4.67 5.88 0.54 26.3 WADATOGE WADA 1500 8.60

ヨA04b 8.65 32.9 5.02 6.27 0.63 27.6 WADATOGE WADA 0400 6.18 7.14 8,345

ヨA04b 8.09 9.39 30.7 4.86 5.66 0.48 24.8 WADATOGE WADA 1500 6.80 3.00 10,104

ヨA05 6.82 9,77 30.7 5.10 5.43 0.56 24.0 WADATOGE WADA 1200 4.46 4.14 4,346

ヨA05 7.44 9.47 29.7 5.05 5.53 0.47 24.8 WADATOGE WADA 1617 7.82 13,363

ヨA05 7.64 9.55 29.9 5.57 5.58 0.47 25.9 WADATOGE WADA 1617 8.45 6.01 15,603

ヨA05 7.35 9.27 29.5 4.92 5.56 0.49 25.1 WADATOGE WADA 1617 11.10 4.72 27,313

ヨA05 7.30 8.71 29.1 4.69 5.47 0.45 24.5 WADATOGE WADA 1617 4.85 4.58 5,140

ヨA05 9.02 9.97 34.3 5.10 6.38 0.55 27.8 WADATOGE WADA 0400 6.57 5.75 9,432

ヨA05 8.53 9.40 32.5 4.84 6.22 0.63 26.5 WADATOGE WADA 0400 6.65 7.16 9,663

ョA05 8.81 9.80 33.5 4.74 6.26 0.56 27.1 WADATOGE WADA 0400 5.93

ヨA05 9.24 10.30 34.4 4.71 6.68 0.68 29.4 WADATOGE WADA 0400 4.69 4.51 4,806

ヨA05 9.07 10.50 37.7 4.71 6.26 0.60 28.2 WADATOGE WADA 1200 4.93 4.66 5,3H

ヨA05 8.91 11.90 39.8 5.23 7.02 0.69 24.1 WADATOGE WADA 1200 5.08 4.52 5,639

ヨA05 8.97 10.10 34.1 4.77 6.38 0.62 27.8 WADATOGE WADA 0400 4.69 4.19 4,806

ヨA05 8.75 11.80 39,3 5.12 6.93 0.61 23.3 WADATOGE WADA 1200 5.71 5.97 7,124

ヨA05 8.80 9,77 33.7 5.05 6.32 0.52 27.2 WADATOGE WADA 0400 5.63 9.00 6,926

ヨA05 8.57 11.50 38.3 4.89 6.80 0.60 23.7 WADATOGE WADA 1200 5.55 5。 71 6,731

ヨA05 9.66 11.50 37.0 4.98 6.80 0.63 29.6 WADATOGE WADA 1200 4.77 4.76 4,972

ヨA05 8.33 9.32 32.0 4.43 6.09 0.59 27.2 WADATOGE WADA 0300 4.77 4.75 4,972

ヨA05 8.95 10.30 33.7 4.81 6.85 0.79 28.5 WADATOGE WADA 0400 3.60 5.29 2,832

ヨA05 8.62 9.84 33.8 4.86 6.11 0.52 27.2 WADATOGE WADA 1500 3.91 3,340

ヨA05 9.04 12.30 41.0 5.25 7.11 0.63 24.3 WADATOGE WADA 1200
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4.黒曜石水和層年代

黒曜石の水和層の厚さ (L:μ m)と 、経過した年代 (A:a)と の間には、次の関係がある。

A=1000×
 {TI毛T}

ここに、Kは効果水和温度 (EHT)が 一様と見なしうる地域で設定され、かつ適用される水和速度

(寸描分)であ
る。

関東地方においては、この値は、すでに野川遺跡などを基準にして、次のように設定されている (SuzuH,

1973)。 ここでは、SASlの結果を用いた。

産地・露頭 WADATOGE HOSHIGATO* KOZUSHIMA TAKAHARAYAMA KAMITAGA HATAJUKU

水 和 速 度 7.89 5.13 2.69 0.98 0.28

*YATSUGATAKE,OMEGURAを 含む。

また、水和速度は気温 (あ るいは効果水和温度)に よって左右される。この場合は水和速度の補正値

(kr)を 用いる。補正値 krは、東京の気温をKT(15。 3℃ ,288。 3・ K)、 遺跡の気温をKと して、次式を用

いて算出される (Suzuki,1973)。

し=Ⅸp{蹄・ つ×Ю3}
この遺跡の補正値として、0.58を 用いた。

実際の試料の調整は、黒曜石の景J離面に直交して切り出した小片平均約10個を、エポフォームの試料枠に

入れ、エポキシ系樹脂エポフィックスと硬化剤を容積比 8:1に混合した。硬化完了後、通常の手順にした

がって、厚さ約30μ m程度の薄片に仕上げた。これを、光学顕微鏡約1,000倍で透過光観察し、その水和層

の厚さをビデオプリンターのプリント上で計測した。

5。 黒曜石水和層厚測定結果

黒曜石水和層厚の測定結果は、第 4表に示した。
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第 4節 男女倉遺跡出土の黒曜石製遺物の石材産地分析

1. は じめに

自然科学的な手法を用いて、石器石材の産地を

客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交

易および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍

光X線分析法により研究を行っている。当初は手

近に入手できるサヌカイトを中心に、分析方法と

定量的な産地の判定法との確立を目標として、研

究した。サヌカイトで一応の成果を得た後に、同

じ方法を黒曜石にも拡張し、本格的に産地推定を

行っている(文脚
ηO。 黒曜石、サヌカイトなどの主

成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられない

が、不純物として含有される微量成分組成には異

同があると考えられるため、微量成分を中′らに元

素分析を行い、これを産地を特定する指標とした。

蛍光X線分析法は試料を『破壊せず』に分析す

ることができて、かつ、試料調整が単純、測定の

操作も簡単である。石器のような古代人の日用品

で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格

が分からないという場合にはことさら有利な分析

法である。分類の指標とする元素組成を遺物につ

いて求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の

原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成

の平均値、分散などと遺物のそれを対比して産地

を推定する。この際多変量解析の手法を用いて、

各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。

今回分析を行った試料は、男女倉遺跡の旧石器

時代の遺構より出土した黒曜石製遺物の62個で、

藁科 哲男 (京都大学原子炉実験所)

産地分析の結果が得られたので報告する。

2.黒 曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、

塊状の試料を作 り、エネルギー分散型蛍光X線分

析装置によって元素分析を行 う。主にAl、 Si、

K、 Ca、 Ti、 ⅣI n、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、

Zr、 Nbの 12元素をそれぞれ分析した。

塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消

すために元素量の比を取 り、それでもって産地を

特定する指標とした。黒曜石は、 Ca/K、 Ti/

K、 Mn/Zr(Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/Zr、

Y/Zr、 Nb/Zrの 比量をそれぞれ用いる。

黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関

東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山

陰、九州の各地に分布する。調査を終えた原産地

を第 1図に示す。黒曜石原産地のほとんどすべて

がつくされている。元素組成の上から、これら原

石を分類すると第 1表に示すように83の原石群に

分かれる。今回、男女倉遺跡を中′心とした和田村

付近地域の原石の産地を詳細に調査し、新たに原

石群を確立することを試みた。原石を採取し分析

を終了した地点を第 2図に示す。今回、新たに調

査した地点は、新和田 トンネル和田村側入 り口を

中心とした地域で、24027018・ 19025026022

の各地点、また、本沢から男女倉川に平行する形

で、33(高松沢)、 8(牧ケ沢)、 28(ブ ドウ沢右

岸)、 32(ブ ドウ沢左岸)、 29(本沢)、 30の各地点
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および長門町に位置する15(星糞峠遺跡付近)、

16と 17(鷹山)の各地点で、和田村教育委員会の

協力により現在採取可能な地点は殆どつくされた

と思う。原石を採取する地点が同一でも噴出年代

を違えて複数回噴出した場合、採取される個々の

原石の組成に異同があると考えられる。従って、

各地点毎に多数の原石を分析し変動値を求め、変

動幅を考慮しても、他の原産地の群との弁別がで

きるか否かを求めなければ、正確な産地分析はで

きない。既に調査を終えていた 1・ 30405・

8の各地点の原石を含め合計731個の原石を分析

し組成の似たもので原石群を確立した。新たに確

立された原石群は、和田峠第一、第二、第二、第

四、第五、第六群の6個と鷹山・和田群、男女倉

群で、合計 8個の原石群が作られた。これら各群

の元素比値の平均値と標準偏差値を第 1表に示す。

各原石採取地点における各原石群の出現頻度を第

2表に示す。例えば分析した遺物の原石産地が霧

ケ峰群に同定された場合、この遺物の原石産地は

下諏訪町の星ケ塔、金明水、観音沢を考慮しなけ

ればならない。また、遺物が和田峠第一群と判定

された場合、和田峠第一群の原石を10%以上の頻

度で採取できる地点は、第 3図の 1・ 3・ 4・ 50

18・ 19・ 25・ 16017015の各地点を考慮しなけれ

ばならない。しかし、石器原材の遠距離伝播を考

えた場合、これら複数の地点を区別できなくても

大きな問題はないと推測される。今回の分析で得

られた成果の一つは、肉眼で区別が困難な麦草峠

と男女倉、高松沢の原石が完全な非破壊で元素比

法により区別できることが判明し、また新たな調

査地点の原石も日本全国各地の原石と弁別できる

ことが明らかになった。

この他、中信高原地域の黒曜石産地では、霧ケ

峰群は、長野県下諏訪町金明水、星ケ塔、星ケ台

の地点より採取した原石でもって作られた群で、

同町観音沢の露頭の原石も、霧ケ峰群に一致する

元素組成を示した。麦草峠群は大石川の上流およ

び麦草峠より採取された原石で作られた。中信高

原に近い他の黒曜石の原産地として、北陸地方で

は富山県の魚津、石川県の比那、福井県の三里

山 0安島の各原産地が調査されていて、比那、魚

津産黒曜石が石器原材として使用されている。ま

た、伊豆箱根地方の原産地では笛塚、畑宿、鍛冶

屋、上多賀、柏峠西の各地にあり、良質の石材は、

畑宿・柏峠西で、斑晶の多いやや石質の悪いもの

は鍛冶屋 0上多賀の両原産地でみられる。笛塚産

のものはビッチストーン様で、石器原材としては

良くないであろう。伊豆諸島の神津島原産地は砂

糠崎、長浜、沢尻湾、恩馳島の各地点から黒曜石

が採取され、これら原石から神津島第一群および

第二群の原石群にまとめられる。

3.結果と考察

遺跡から出土した黒曜石製石器・石片は、風化

に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されて

いるにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで

完全な非破壊分析が可能であると考えられる。産

地分析で水和層の影響を考慮すると、軽い元素の

分析ほど表面分析になるため、水和層の影響を受

けやすいと考えられる。Ca/K、 Ti/Kの両軽

元素比量を除いて産地分析を行った場合、また除

かずに産地分析を行った場合、いずれの場合にも

同定される産地は同じである。他の元素比量につ

いても風化の影響を完全に否定することができな

いので、得られらた確率の数値にはやや不確実さ

を伴うが、遺物の石材産地の判定を誤るような
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ことはない。今回分析した遺物の結果を第 3表に

示した。

石器の分析結果から石材産地を同定するために

は数理統計の手法を用いて原石群との比較をす

る。説明を簡単にするためRb/Zrの一変量だ

けを考えると、第 3表の試料番号30785番 の遺物

ではRb/Zrの 値は1.065で、霧ケ峰の 〔平均

値〕土 〔標準偏差値〕は、1.076± 0.047である。

遺物と原石群の差を標準偏差値 (σ )を基準にし

て考えると遺物は原石群から0.2σ 離れている。

ところで霧ケ峰原産地から100イ固の原石を採って

きて分析すると、平均値から±0。 2σ のずれより

大きいものが84ケある。すなわち、この遺物が、

霧ケ峰群の原石から作られていたと仮定しても、

0.2σ 以上離れる確率は84%であると言える。だ

から、霧ケ峰群の平均値から0。 2σ しか離れてい

ないときには、この遺物が霧ケ峰群の原石から作

られたものでないとは、到底言い切れない。とこ

ろがこの遺物を神津島第二群に比較すると、神津

島第二群の平均値からの隔たりは、約12σ である。

これを確率の言葉で表現すると、神津島産の原石

を採ってきて分析したとき、平均値から12σ 以上

離れている確率は、百兆の百倍分の一であると言

える。このように、百兆を百倍した個数に一個し

かないような原石をたまたま採取して、この遺物

が作られたとは考えられないから、この遺物は、

神津島産の原石から作られたものではないと断定

できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、

「この遺物は霧ケ峰群に84%、 神津島第二群に百

兆分の一%の確率でそれぞれ帰属される」

各遺物について、この判断を第 1表のすべての

原石群について行い、低い確率で帰属された原産

地を消していくと残るのは霧ケ峰産地だけとなり、

霧ケ峰産地の石材が使用されていると判定される。

実際はRb/Zrと いった唯 1個の変量だけでな

く、前述した 8個の変量で取り扱うので変量間の

相関を考慮しなければならない。例えばA原産地

のA群で、Ca元素とRb元素との間に相関があ

り、Caの量を計ればRbの量は分析しなくても

分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物

であれば、A群と比較したとき、Ca量が一致す

れば当然Rb量も一致するはずである。もしRb

量だけが少しずれている場合には、この試料はA

群に属していないと言わなければならない。この

ことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を

考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの

距離を求めて行うホテリングのT2検定であ

る(対←
"。
これによって、それぞれの群に帰属す

る確率を求めて、産地を同定する。

第 4表に男女倉遺跡 B地点出上の試料番号

30757番 の各原石群へのマハラノビス距離と帰属

確率を示した。各原石群のマハラノビスの距離

(一変量では、標準偏差値 (σ )を基準にして考

えた前述の0。 2σ に相当)か ら帰属確率を求める

場合、分析個数の多い原石群では、正確にその産

地の成分組成の変動を示しているために、帰属確

率が小さくなる。これは比較する原石群の石材で

ないと仮説をたて、この仮説が間違っている危険

度を検定しているため、言い替えると、十分に調

査されていない産地 (分析個数の少ない原石群)

では、この仮説が間違っているとは明確に言えな

い (帰属確率が高くなる)のである。従って、正

確な判定には原石群の分析個数を増やすことが必

要であることが分かる。第 4表の試料番号30757

番の遺物の原石産地は、男女倉群の21.3%、 和田

峠第五群に11.9%に帰属されている。この遺物が
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第3表 男女倉遺跡B及びJ地点出土の黒曜石製遺物分析結果

料
号

試
番

元   素   比
Ca/K    Ti/K    Mn/Zr   Fe/Zr   Rb/Zr   Sr/Zr    Y/Zr   Nb/Zr   A1/K   Si/K

30757
30758
30759
30760
30761
30762
30763
30764
30765
30766
30767
30768
30769
30770
30771
30772
30773
30774
30775
30776
30777
30778
30779
30780
30781
30782
30783
30784
30785
30786
30789
30790
30791
30793
30794
30795
30796
30797
30798
30799
30800
30801
30802
30803
30804
30805
30806
30807
30809
30810
30811
30812
30813
30814
30815
30816

173
156
181
150
155
191
211
206
189
170
167
177
122
181
137
149
152
138
147
172
152
170
184
171
228
195
188
142
138
141

137
158
177
170
146
.194
,187
,142
,158
,138
)138
)112
)146
,132
,274
,140
。171
。157
.139
。140
。137
.153
。161
。145
。145
。120
。133
.154
。130
。140
。139
。161

096
092
068
066
072
094
093
087
071
084
070
090
046
077
069
057
069
046
065
072
058
071
078
065
076
081
083
072
065
067
066
067
085
089
051
062
105
071
041
053
068
,052
,066
,070
,134
,040
,058
,044
,044
,051
,053
,047
,043
。067
.061
。040
。040
。039
。043
。040
。046
.058

069
074
079
078
086
072
061
069
080
067
076
057
140
078
102
103
080
115
069
084
092
081
071
106
121
075
081
086
101
084
105
071
064
077
101
122
053
100
120
115
,098
.117
,100
,122
)060
)111
)095
)119
)122
)100
,093
.105
。107
.090
。093
.099
。100
.115
。105
。131
。125
。112

189
255
367
268
438
222
155
260
393
307
281
268
282
317
332
366
270
320
336
402
410
349
373
392
856
259
330
371
320
277
390
345
275
282
338
515
217
471
159
379
360
477
246
343
444
291
,402
.234
,197
)373
)359
,390
,226
,337
)330
,197
.244
。286
。144
.262
.317
.436

791
846
275
212
158
091
764
926
162
925
275
962
027
048
084
528
220
007
343
285
380
315
966
460
572
096
983
206
065
242
087
327
930
853
683
739
725
129
.892
,591
)094
,140
,065
,070
)549
,825
,442
,922
.907
.713
。492
.707
。038
。324
。402
.932
.917
.995
.891
.896
。012
。827

362
372
241
205
266
224
348
300
268
314
203
296
054
279
357
160
192
059
185
246
161
223
315
225
301
300
338
237
375
233
354
223
332
334
091
205
394
364
036
122
376
400
368
,348
,771
,045
,152
)026
)071
)099
,114
)104
3060
,204
。180
。038
。043
。062
。034
。040
。069
。071

155
190
210
234
177
219
142
173
253
183
186
175
476
196
266
342
240
416
282
180
281
257
110
222
346
188
164
214
244
238
280
249
152
140
319
358
174
262
419
329
272
285
,269
,199
,120
,307
)281
)426
,408
,304
,245
0276
.460
。233
.279
。420
。429
。500
。353
。390
。428
。401

079
059
029
072
065
078
067
065
087
066
058
068
144
070
095
094
084
142
096
093
107
046
049
057
110
086
074
056
099
084
100
084
079
046
121
157
055
117
103
098
,106
,125
,119
,103
)054
)121
,081
=162
,102
,105
。109
。145
.124
。087
。082
。155
。161
。165
.150
.143
.148
。132

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

024   。324
024   。343
022   .325
022   。324
026   。331
021   。292
020   。304
023   。315
023   .323
022   .330
022   .324
023   。323
026   。343
023   .318
023   。326
021   .325
020   .327
023   .336
022   。318
021   .307
022   。327
023   .308
022   .309
022   。299
027   .358
027   .331
022   .334
023   .317
022   .338
022   。321
021   。339
021   。321
020   。324
022   。324
020   。312
026   .354
024   。329
021   .330
,021   .327
,022   .329
,022   。327
)021   。284
,022   .311
,022   。342
)026   .368
,022   。314
,021   。318
.020   。313
。021   .333
。022   。324
。020   。329
。021   。329
。020   .334
。024   。305
。021   。314
。022   .325
。022   。332
。025   。345
。025   。334
.024   。332
。025   .336
。022   。320

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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第 4表 男女倉遺跡 B地点出土の試料番号30757番の各原石群へのマハラノビス距離D2と 帰属確率 (%)

原  産  地
聯

分析
個数
犀離
D2
帰属確率
(%)

Jヒ消淳発事 名 寄 第一
〃 第二
白滝 第一

幌 加 沢
自滝 第二

近文台第一
〃 第二
〃 第三
,竜    り||
置 1戸
十勝 三股
美 蔓 第一
〃 第二
赤 井 川
豊  泉

114

12

130

23

27

30

107

17

21

65

60

41

28

50

75

1906.6

2828。 9

348。 5

8240.5

3105。 4

4172◆ 6

1606.1

2366.4

126.4

673.9

304。 1

407.7

244.4

257.1

650。 1

0。 02

9x10-16

6X10~16

9x10-20

9x10-7

0.02

9x10-16

6X10~13

3X10~6

3X10~12

認 折 腰 内
出 来 島
深  浦
戸 Fヨ第一
〃 第二
鶴 ケ 坂

35

27

36

28

28

33

231.1

521。 1

48727.6

219。 9

99816.0

310.3

5X10~8

8X10~9

7X10~6

2X10~17

7X10~9

秋田県 男 鹿 645。 3 9x10-17

岩手県 石
居

泉

雫

折

花

８

９

１

８

４

３

2X10~12

2X10~9

2X10~:4

醐 倉

釜

湯

塩
21

37

6286.9

2233.7

8X10~13

8X10~22

山形県 月 山 172.4 2X10~8

新潟県 佐 渡 第一
〃  拒
山

川自
板
大

34

12

44

22

199。 9

1110。 3

251.9
3467.2

5X10~7
0。 1

lX10~10

5X10~12

栃繰 高 原 山 1119。 8 3X10~19

東京都 疇
一

〃 第二
717.7

435.5

lx10-22

2X10~6

標 メ|1県 剰 罰 嬌 101当 崖 屎

〃・難断書
鍛 冶 屋

6331.1

12796.2

12207.5

9x10-22

静岡県 賀
西
多
峠
上
柏

11070.5

11910.5

一―― :は 1。 OX10~2鴛以下の帰属確率

原  産
畔

地 析

数

分

個
蹴
D2
帰属確率
(%)

長野県 霧 ケ 峰
和田峠第一
〃  拒
〃 第三
〃  細

171

143

22

62

37

47

164.8

127◆ 3

1841.5

95。 8

386。 1

2X10~i8
lx10-13

3X10~6

lx10-6

2X10~10
//1範 16.‐3

107.5

4057。 7

11.9

粥鷹山．和田一時
lx10-6

21。 3119 11.8

麦 草 峠 68 422.9 6X10~21

富山県 魚 津 1128.0

石り1県 比 刀Б 2205。 8 lx10-6

福井県 島

山里

安

三
21

21

1959。 8

335.2

lX10~9

0。 0001

融 茂
井
見

加
津
久

29528.8

25998.4

48951.6

8X10~16

大分県 観 音 崎
両 瀬 第一
*〃 第二
*〃 第三
*オ イ崎
*稲  積
塚 瀬

488。 4

378.1

568。 3

9226。 0

778。 9

426◆ 2

167.1

4X10~14

8X10~10

2X10~11

0.4

2X10~ll

3X10~6

2X10~5

麟 腰 岳 3772。 1 7X10~16

長崎県 久 喜 ノ辻
君 ケ 浦
角  川
松 浦 第一
〃 第二
〃 第三
〃  細

淀  姫
中 町 第一
〃  拒

古 里 第一
〃  舞
〃 第三
大 崎

７

８

９

８

７

６

２

４

５

７

０

２

９

５

9850。 3

15856。 9

1338.5

5868。 1

2776。 0

2007.7

572.5

685.2

1138。 1

461.1

919。 9

1633。 2

656。 8

1657.5

8X10~24
8X10~14

lx10-14

5X10~7

lx10-5

lx10-6

lx10-17

lX10~!°

0。 001

7X10~18

8X10~10

2X10~5

5X10~!2

月期 冠 ケ 岳 2876.2 lX10~10

岬 水
水
谷
ケ
出
竜
長

２

８

０

196.8

367.6
459.5

0。 0009

7X10~8
lX10~9

―-228-



男女倉産原石ではないとの推測は、21。 3%の高い

確率で否定されたため、この遺物は男女倉産原石

の可能性が高いということになる。この第 4表と

同じものを各遺物について表示すべきであるが、

紙面の都合上、原産地は確率の高い産地のものだ

けを選んで第 5・ 6表に遺跡より出土した遺物の

産地推定の結果を示す。原石群を作った原石試料

は直径 3 cm以上であるが、小さな遺物試料によっ

て、原石試料と同じ測定精度で元素含有量を求め

るには、測定時間を長くしなければならない。し

かし、多数の試料を処理するために、 1個の遺物

に多くの時間をかけられない事情があり、短時間

で測定を打ち切る。また、検出された元素であっ

ても、含有量の少ない元素では、得られた遺物の

測定値には大きな誤差範囲が含まれ、原石群の元

素組成のバラツキの範囲を越えて大きくなる。し

たがって、小さな遺物の産地推定を行ったときに、

判定の信頼限界としている0。 1%に達しない確率

を示す場合が比較的多くみられる。この場合には、

原石産地 (確率)の欄の確率値に替えて、マハラ

ノビスの距離 D2の値を記した。この遺物につい

ては、記入されたD2の値が原石群の中で最も小

さなD2値で、この値が小さい程、遺物の元素組

成はその原石群の組成と似ているといえるため、

推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほぼ

間違いないと判断されたものである。

今回分析した遺物の中で、男女倉遺跡 B地点出

上の遺物には、和田峠第五群が16個、男女倉群が

3個、和田峠第六群が 3個、和田峠第四群が 3個、

和田峠第一群が 2個、和田峠第二群が 1個、霧ケ

峰群が 2個の原石がそれぞれ使用されていること

が明らかになった。また、男女倉遺跡 J地点出土

の遺物には、和田峠第一群が10個、和田峠第六群

が 8個、和田峠第二群が 3個、男女倉群が 2個、

和田峠第五群が 1個、和田峠第四群が 1個、霧ケ

峰群が 6個、麦草峠群が 1個の原石がそれぞれ使

用されていることが明らかになった。本方法では、

原石を採取した地点を 1ケ 所に特定できず、遺物

が帰属された各原石群の原石が10%以上の頻度で

採取できる地点を線で囲った複数の地点として採

取地を推測した (第 3図 )。 B地点では、和田峠

第五群の原石が多用され、 J地点では和田峠第一

群の原石が多用されている。男女倉遺跡では遺跡

周辺で、採取される原石ばかりでなく、霧ケ峰群

の原石を産する、下諏訪町の星ケ塔、金明水、観

音沢の原産地の原石を使用し、また、」地点の遺

跡では、南佐久郡八千穂村の麦草峠地域の黒曜石

が使用されていることが明らかになり、石器文化

が和田村と八千穂村の原産地間で交流していたと

考察しても産地分析の結果と矛盾しない。また、

麦草峠原産地地方の生活、文化の情報が本遺跡に

伝播していたと考えられる。
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第 5表 男女倉遺跡 B地点出土の黒曜石製石器・石片の原材産地推定結果

(長野県小県郡和田村)

料
号

試
番

名杯 。位置
層位

時  代 石原 産 地 (確率) 判  定 遺物品名 図―NQ 備  考

30757

30758

30759

30760

30761

30762

30763

30764

30765

30766

30767

30768

30769

30770

30771

30772

30773

30774

30775

30776

30777

30778

30779

30780

30781

30782

30783

30784

30785

30786

OⅣlB-520

-950

-1670

-2930

-2986

-650

注記不明

ONII B-1636

-3694

-2927

-1020

-5688

-6490

-5574

-81

-616

-9036

-870

-4413

注記不明

OMB-11240

-7138

-1605

-375

-343

-3852

-12403

-12318

-10401

-10934

旧石器時代

〃

″

″

″

〃

″

〃

男女倉 (21%)和 田峠第 5(12%)

和田峠第5(4%)男 女倉 (1%)

和田峠第 5(17%)和 田峠第4(5%)

和田峠第 5(92%)和 田峠第 4(23%)
和田峠第 6(14%)

和田峠第 5(77%)

和田峠第 5(D2=50)

男女倉 (96%)和田峠第 5(63%)

和田峠第 5(74%)男女倉 (14%)

〃  (50%)

″  (77%)男 女倉 (43%)
″  (46%)和田峠第 6(10%)

和田峠第4(4%)

男女倉 (3%)和田峠第 5(7%)

和田峠第 1(35%)和田峠第3(3%)

和田峠第 5(99%)男女倉 (2%)

霧ケ峰 (99%)

和田峠第 6(69%)和 田峠第 1(5%)
和田峠第 3(4%)

和田峠第 5(61%)和 田峠第4(20%)
和田峠第 6(11%)

和田峠第 1(66%)和田峠第 3(16%)
鷹山・和田 (3%)和田峠第 2(5%)

和田峠第 6(24%)和 田峠第 4(13%)
和田峠第 5(2%)

和田峠第 5(57%)和 田峠第 4(30%)

和田峠第 6(45%)和 田峠第 5(37%)
和田峠第 4(17%)

和田峠第 4(32%)和 田峠第 5(21%)
和田峠第6(5%)

和田峠第 5(59%)男女倉 (14%)

和田峠第4(5%)

和田峠第 3(45%)

和田峠第 5(56%)

和田峠第 5(62%)男女倉 (9%)

和田峠第 5(76%)和 田峠第4(5%)

霧ケ峰 (90%)

和田峠第 4(58%)和 田峠第 5(50%)
和田峠第6(7%)

男女倉

和田峠第 5

男女倉

和田峠第 5

男女倉

和田峠第 1

和田峠第 5

霧ケ峰

和田峠第 6

和田峠第 5

和田峠第 1

和田峠第 6

和田峠第 5

和田峠第 6

和田峠第 4

和田峠第 5

和田峠第 4

和田峠第 3

和田峠第 5

霧ヶ峰

和田峠第 4

〃

　

　

″

尖頭器

ナイフ形

石器

石核

16図 -55

15-50

16-56

13-4

13-5

16-59

ナ シ

14-20

14-28

13-11

13-12

13-9

13-17

13-16

13-10

14-37

14-48

14-44

ナ シ

25-155

ナ シ

25-153

ナ  シ

計30点
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第 6表 男女倉遺跡」地点出土の黒曜石製石器・石片の原材産地推定結果

(長野県小県郡和田村)

料
号

試
番

名称 。位置
層位

時  代 石原 産 地 (確率) 判  定 遺物品名 図一NQ 備  考

30789

30790

30791

30793

30794

30795

30796

30797

30798

30799

30800

30801

30802

30803

30804

30805

30806

30807

30809

30810

30811

30812

30813

30814

30815

30816

30817

30818

30819

30820

30821

30822

J-1254

」-205

」-127

不明

」-150Z

」-3555

不明

」-113

J-11
」-557

不明

」-136

不明

」-3122

」―②76

J-798

不明

」―J-12

」-18

」-148

J-3200

」―P22

」-31

」-337

」―T-10

」―C-13

」―D-14

J-18

」―I-13

」-3348

」―L-18

」-512

旧石器時代

″

　

　

″

　

　

″

霧ケ峰 (99%)

和田峠第 6(42%)和 田峠第 4(41%)
和田峠第 5(12%)

男女倉 (63%)和田峠第 5(56%)

和田峠第 5(78%)男女倉 (40%)
和田峠第 6(81%)和 田峠第 1(37%)
和田峠第 3(16%)

和田峠第 3(79%)和 田峠第 1(27%)

男女倉 (13%)

霧ケ峰 (14%)

和田峠第 1(31%)和田峠第 3
和田峠第 6(49%)和 田峠第 3
和田峠第 5(3%)和 田峠第 1
霧ケ峰 (99%)

″ (0.1%)
″ (76%)
″ (25%)

(32%)

(6%)
(2%)

麦草峠 (82%)

和田峠第 1(29%)和田峠第 6(10%)
和田峠第 3(6%)和 田峠第5(2%)
和田峠第 6(76%)和 田峠第 5(55%)
和田峠第 1(74%)和田峠第 3(50%)
和田峠第 1(48%)和田峠第 3(22%)
鷹山・和田 (9%)和田峠第 2(3%)
和田峠第 6(38%)和 田峠第 1(19%)
和田峠第 5(7%)和 田峠第3(5%)
和田峠第6(49%)和 田峠第 5(43%)
和田峠第 6(19%)和 田峠第 5(15%)
和田峠第 1(5%)
和田峠第 3(14%)和 田峠第 1(5%)
和田峠第 4(97%)和 田峠第 5(69%)
和田峠第 6(25%)

和田峠第 6(61%)和 田峠第 5(48%)
和田峠第 4(40%)

和田峠第 1(46%)和田峠第 3(15%)

和田峠第 1(63%)鷹山・和田 (54%)
和田峠第 3(25%)

和田峠第 1(68%)和田峠第 3(38%)
鷹山・和田 (1%)

和田峠第 1(43%)_和 田峠第 3(10%)
鷹山・和田 (3%)

和田峠第 1(72%)鷹山 。和田 (70%)
和田峠第 3(55%)

和田峠第 1(88%)和田峠第 3(17%)
和田峠第 2(9%)
和田峠第 3(41%)和 田峠第 1(14%)

霧ケ峰

和田峠第 6

男女倉

和田峠第 5

和田峠第 6

和田峠第 3

男女倉

霧ケ峰

和田峠第 1

和田峠第 6

霧ケ峰

麦草峠

和田峠第 1

和田峠第 6

和田峠第 1

和田峠第 6

和田峠第 3

和田峠第 4

和田峠第 6

和田峠第 1

和田峠第 3

フ形

尖頭器

ナイ

石器

石核

126

124

76

128

43

12

64

66

75

28

32

47

37

5

52

16

34

41

35

15

59

60

1

2

言+32

合計
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第 5章 総 括

男女倉谷を中′いとした黒燿石原産地の分布調査

は1989年度を皮切りに1990年度、1991年度一部、

1992年度にわたって行われた。この報告書はした

がって1992年度内に出されるはずであったが、不

慮の出来事のために遅延したことを、関係者及び

機関にお詫び申し上げるものである。

その間に時代はバブルの時代から覚醒すること

になったが、社会的負債は元にもどすのに再び犠

牲とむなしい努力を必要としていたのである。

黒燿石原産地で名高い「和田峠」は、それなり

に保護・保存・活用を必要としている。国民共通

の財産は、共通の認識の上でそれらの努力をはら

うべきであろう。

分布調査は長野県考古学会旧石器部会の皆さん

の努力によって成しとげられた。充分な報告とは

ほぼ遠いものとはなったが、まず事実報告をし、

その上に立っての論考をとの考えであった。第二

編の論考編を期待していただきたい。

1.黒耀石の母岩と採集人

黒燿石の産出状況は、①露頭、②露頭下の沢筋

の二つのあり方が顕著で、③の露頭下の沢筋の転

石の採集が合目的であったようである。長い距離

の転石は、結果として黒燿石原塊の破壊を招いて

いるらしく、現観音橋以下の河床からは使用に耐

え得る大きさのものは検出されない事が物語って

いるし、関連遺跡は散見する程度であるので明ら

かである。それに比べ現産地点から観音橋までの

―黒燿石原産地遺跡の分布状況―

河床からは現在でも、使用に耐え得る大きさの黒

燿石塊が得られている。ある一定の転石期間と距

離がどうしても必要であった事が判明する。した

がって転石などの黒燿石原石の採集は河床の下部

から上部に至るあり方で採集された気配が濃厚で

ある。おそらくそのためには、季節を選ぶ必要が

あったのは当然であって、1000mを越す採集点で

冬期に及ぶ事は可能ではないものと見られる。

一部露頭の節理面をのこした未成品の尖頭器な

どの存在は例外的ではあるが混在し、短距離の転

石移動をも髪髯とさせるが一般的ではなかったの

であろう。

2.母岩 0転石 0石核・最J片

1つの試掘内から母岩・転石 0石核・剥片が出

土する例が極めて多かった。和田川にそった河岸

段丘の上は、特にこうした傾向が強く注目させら

れた。節理面を持つ母岩は比較的量がすくなかっ

たが、転石面を全面にもつもの、転石面を一部あ

るいは三分の二面以上にもつもの、片面に必ず転

石面に持つ縦長剥片などが高い割合で出土してい

るのである。

ここの各遺跡 (試掘坑を仮りにそう呼んだとす

ると)は、不要なものをのこして捨てたとして、

それらは不要なものとなり、むしろその場にのこ

されていないものが有用なものとする事ができる。

①整った縦長剥片、②石器そのものが欠失してい

るところが多い。二次加工に要したと思われる剥
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片や細片は一部の土砂洗浄でかなり多数検出され

ている。各試掘抗は①整った縦長剥片の持ち去り

を原則とした一種の素材である中間製品の工房的

な遺跡、②石器の加工にまで及ぶ完結製品を持ち

去りをやはり原則とした工房的遺跡とする事がで

きるかと思われる。前者を①中間製品型工房址と

し、後者を完結製品型工房址と呼ぶことが可能で

あるが、その境界を明確にすることはできない。

しかしいずれにせよ工房型の試掘坑が特に上部の

位置のものに多かったのは注目に価する。

下部の段丘上の遺跡には、石核の量に対して生

産されたと見受けられる縦長景J片の量が圧倒的に

すくないことは、そうした両工房址型も搬出を前

提として生産されている素材、石器のあることを

教えているかと見受けられる。

3.縦長最1片と石器

全体量の縦長景J片 と石器の検出量が、必ずしも

すくないとは言い難い地点が下部の段丘上の遺跡

に多いが、型式学的に整ったものとは言い難いの

もそれらに多い事に気づかされる。やはり生産さ

れたものと搬出されるものとの間に差異があるこ

とを示している可能性がある。侵入のルート、搬

出のルートは詳かに予想することはむずかしいが

予見することは可能である。

4.段丘型と高原型

本調査によって確認されたのは、文化遺跡を出

す遺跡には①段丘型と②高原型があるといぅこと

である。

①段丘型は小河川の生成した段丘のBlB2段丘

上に位置していて、とりわけ分類上はBl段丘に

位置しているものが多いようである。和田川沿い、

土屋沢沿い、本沢沿い、男女倉沢川沿いはそうし

た概念の中の遺跡でほぼ時期的には一致しており、

ナイフ形石器を主体とする尖頭器を含む時期とそ

の上部の細石刃、神子柴期、そして縄文期に属す

るものらしい。

②高原型は、高原性湿地の周辺、準平原などの

地形上に位置していて、和田峠周辺、熔岩台地湿

原周辺、三ノ又湿原周辺である。より多量に尖頭

器を含む時期や細石刃の時期、縄文期に属するも

のらしい。

以上の文化遺跡の分布状況に対して、ブドウ沢

A沿いと三の又周辺には遺跡は稀薄であって、注

目されるような遺跡は下部の段丘を除いては確忍

できないのが現状であった。

5.層位的検出の典型

文化遺物の層位的確認は今後の研究に重要な認

識をもたらすものである。その数例を提示したが

バックホーによる数mに及ぶ段丘生成調査をかね

た本沢の試掘坑ホB25026と 27は新しい知恵をも

たらした。T地点遺跡に隣接するホB26は I～ Ⅵ

層にわたっての確認と石核主体の石器組成を明ら

かにし、ホB27では I層 (表層)に続いてⅡ層に

安山岩製の東内野型尖頭器類似の石器、Ⅳ層に円

錐型細石刃核の類似品、V層に男女倉型尖頭器や

多数の皮つき石刃や石核、Ⅵ層に皮つきの縦長剥

片を検出している。

又、峠地区・和田川地区では卜A12では 3層に

わたり、 卜A01では 2層にわたり確認されている。
卜A12の Ⅱ層から縄文期の土器、Ⅳ層からは黒燿

石製のナイフと凝灰岩製のナイフが、男女倉型尖

頭器と伴出している。 卜A01ではⅣ層下部に黒燿
石製ナイフが伴っているが、必ずしも整ったもの
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ではない。

熔岩台地の湿原周辺遺跡からは良好な遺跡が相

ついで検出されている。

通称「もっこり山」からはヨA04bの試掘坑が

注目され2.6mの深さはⅨ層に分かれ、Ⅷ層まで

6文化層を確認している。どうやらⅥ-2にはラ

フなナイフ形石器が組成するらしい事もわかる。

最上層のⅢ層には山形押型文、楕円押型文が特殊

磨石と礫器と共に組成しており、時期を明確に把

握することも可能であって注目される。又、この

試掘坑の土壌の洗浄による黒燿石の細片も資料的

に重要で今後の研究に充分生かされることと期待

している。

ヨA050ヨ A01bも 同様で、搬入石器群もさる

ことながら、ヨA01bな ど尖頭器の加工の際の未

成品、破損品などもV層の資料に課題をのこして

いるとしてもよい。

6.搬入石器素材について

搬入石器の一つはヨA04bの Ⅵ-1層頁岩製縦

長剥片で、二つには 卜A12の Ⅳ層の凝灰岩製ナイ

フ形石器である。その三にはホB27の Ⅱ層出上の

東内野型尖頭器で安山岩製である。このほか縄文

期には 卜A12の Ⅱ層に有尾式土器か、黒浜式上器

があ り、黒燿石製の楔形石器が組成している。

又 5でふれたヨA04bの押型文の土器、ヨA05の

Ⅳ層に諸磯A期の土器と黒燿石製の石鏃、又ヨA

01bの Ⅱ層に晴ケ峯期かと思われる土器片と黒燿

石製石鏃や楔型石器がある。なお図示していない

が、三の又のヨA16にはチャート製の石鏃が 1点

採集されている。

縄文期はさる事ながら、旧石器時代に属する人

類が凝灰岩製のナイフや安山岩製の尖頭器を身に

帯びて入り込んで来ているのは注目すべきである。

それは侵入であって一定期間の生産にたずさわっ

たものの持ちものと言うより新しい侵入者の利器

と言うべきである。侵入者と在来者の時間的なず

れは人口密度が低かったり、黒燿石採集者の頻度

が高かったりするとその開きは大きくない。いず

れにせよ、いわゆる当地域で生産されたものでな

い石器を身につけた人類が出入りした事は事実で

あって、その石器の生産元が同定できれば、この

社会における貴重な部分について知る事になるも

のと思う。縄文期の遺物と共に大方の問題解明の

課題として御教示の上研究が深まる事を期待した

いものである。必ずやものの交流、人の交通につ

いての課題に大きく資するものと信ずる。

ア.黒耀石の生成

自然科学的分野のアプローチが大きく役立った

今回の調査はその活用が大きく今後にのこされて

はいるものの、興味ある二、三の問題にふれてお

く事とする。

黒燿石の生成に二つの場合があって、それは

①火道タイプ、②流動タイプであると言う。①は

流紋岩系マグマが安山岩のような岩石をつらぬい

て貫入する際に生成されるものと言う。安山岩の

ようなすでに古い岩石と新しい流紋岩のマグマが

接触するとその接触面に急冷が起こり、黒燿石が

生成されるというのが火道型である。したがって

火道の大きさによってリング状の黒燿石岩相の生

成が数百mから数十m直径になる。急冷する方が

良質で、緩冷すると質が悪くなる。厚さ数十mが

良質で内部は流紋岩質に次第に変わると言われ和

田峠周辺はこのタイプと言う。

②の流動タイプは男女倉の東山一帯のもので、

-237-



ゆっくりと地

表をはうかの

ように粘性の

強い流紋岩質

のマグマが流

れその際に急

冷された接触

面に黒燿石岩

相が生成され

るものという。

黒燿石は①

の方が水の含

有量が低く、

②の方が高く

気泡が入りや

すい。①の水

分の低いもの

を黒燿石と言

って、②の水

分の高いもの

を涯青岩、松

月旨岩、 ビッチ
ス トーンと言

って区別する

こともあると

いう。

鈴木正男氏

によると黒燿

石の噴出年代

はおよそフイ

ッショントラ

ック法による

露頭資料によ

●黒燿石露頭

第218図  黒燿石露頭と遺物分布範囲
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るとその生成

が二つにわけ

られ、約13万

年前と7万 5

年前頃といわ

れる。どうや

ら和田峠系が

前者で、男女

倉系が後者と

いえるようで

ある。

8.原産地の

同定に向って

そればかり

ではなく、極

めて興味ある

ァ ー タの一 つ

は鈴木正男氏

の分析結果P.

216の ヨA04

bの 6番 目の

資料である。

SASIは Y

ATSUGA

Tと なってい

て S A92は W

ADAMUG

Iと なってい

ることである。

これは明らか

にヨA04bの

資料群に麦草

峠産の黒燿石が含まれていることを示し、同一圏

内の資料的交換もさることながら、熔岩台地に持

ちこまれた麦草峠 (佐久郡八千穂村、茅野市)の

黒燿石を用い石器の加工を行っていた事が明らか

である。 2 cm大の景J片であるから単なる人工遺物

ではない。明らかにその現場で石器製作の際に生

じた、他の剥片と同様な生産物であることに意義

がある。試料年代は水和層の測定によっているが、

1088年とやや低いのが気にかかるところである。

原産地同定に興味ある資料である。

更に注目するのは藁科哲男氏の資料分析中の一

部である。藁科氏の分析の蛍光X線分析は資料の

非破壊を前提としているので石器の分析そのもの

に適している。氏の第 6表の資料番号30804の 」

一②76は原石産地が麦草峠と分析されている。器

種はナイフ形石器である。 6に もふれたが、搬入

石器素材が黒燿石以外であること又、石器そのも

のであること、石器製作に用いられたものの剥片

であること、その素材であることに大きな意義が

あるけれど、ここではナイフ形石器という器種の

典型の上に立っていることに注目すべきである。

製作場所を特定することは難しいけれど、すくな

くとも麦草峠、自駒池周辺産の黒燿石を用いてい

る事は事実である。和田峠一帯の黒燿石原産地に

持ち込まれた他地域産の黒燿石製石器なのである。

まったく異なった石質素材でなく、一見みかけ上

はまったく区別を可能としないものであるだけに

分折データの結果は重要であり、今後の研究の方

向も示唆的である。

産地と産地間に交流があったことは間違いない

が、それが更に母岩の採取を目的としたものか、

技術的交流の結果なのか、交易などのルートに関

連するものなのか今後の研究に大きな興味を持た
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れるところである。今はその事実にふれるだけに

とどめておきたい。和田峠、男女倉一帯産の黒燿石

使用が多い中での部分的な在り方も注意されねば

ならないが、大きく今後にのこされる課題である。

9。 更に、理化学的分析の中から

基本的なものや、すでにふれたものについては

割愛し一部についてのみ問題の所在をはずしてい

ることを懸念しながらふれることとする。

①二宮等論文の中から :こ の分析に用いられた資

料は産地同定の基本資料として三者共通の露頭等

資料24地点と、男女倉川、土屋沢、ブドウ沢、本

沢をエリアとして分析を135点行ってもらった。

その結果、使用黒燿石素材は多様であるが、域内

利用にとどまっている。①地区ごとにまとまりが

見られる⑤△星ケ塔群△和田峠群△男女倉群の三

つに異なった元素組成を認められる。③土屋沢・

和田峠 0星糞峠は元素が一致した。①星ケ塔Aの

み元素組成が異なるものがあり、星ケ塔AⅡ とし

た方がよい。⑤ B地点 0乗越・鉄塔下 01,470m

地点など一群として一致した。①高松沢、牧ケ沢

A・ B、 ブドウ沢等が一致したので一群とする。

①和田峠中′いと高松沢中′いと二系統だが、和田峠

一帯は分離できるかもしれない。

②鈴木氏の論文の中から :原子炉による放射化分

析で、化学組成法・水和層による噴出年代 0景J片

の生産年代などを、和田峠・熔岩台地をエリアと

して158点の分析を行っていただいた。その結果

⑤見かけ上の産地同定では知り得ない産地を同定

できる。その結果地域内交通が活発に行われてい

る。①ヨA04bに麦草峠産の黒燿石も含まれてい

る。③黒燿石は約13万年前と7万 5千年前との二

度の生成が予想され、和田峠群と高松沢群の二群

にわけられそうである。なお今回は従来の薄片法

(破壊法)に対して、液晶ギャップ法 (非破壊法)

を試験的に使用したようである。

③藁科氏論文の中から :共通基本資料として黒燿

石露頭等24地点をベースに今までの分析資料をつ

み上げていただく。蛍光X線分析は非破壊を前提

としているので既出の石器を中′らに調査分析を御

願いする。その結果、B地点では和田峠 1群 20

3群 1・ 4群 305群1606群 3点、男女倉群 3

点、霧ケ峰群 2点の計30点、 J地点では、和田峠

1群 10・ 3群 304群 1・ 5群 106群 8点、男

女倉群 2、 霧ケ峰群 6、 麦草峠群 1の計32点、合

計62点が対象であった。この中で特に注意を喚起

されたのは、 J地点遺跡の麦草峠群産のナイフ 1

点であることはすでにふれた。しかしB地点でも

」地点でも意外に男女倉群産の黒燿石 (歴青岩 ?)

はすくなく、Bでは第 5群、 Jでは第 1群のもの

が多いことに興味があるといえよう。ちなみにB

では第 1群が 2点のみ、 Jでは第 5群は 1点のみ

と相反するように少量なのである。これには黒燿

石の採集エリアが伏在しているのであろうか。こ

れも又興味ある課題としなければならない。

自然科学の力を借りた分析は、はじまったばか

りでまだ充分なそのデータの活用に至っていない。

充分に検討を重ねた上で、その活用に迫りたいと

思っている。

同地域内とはいえ、石器素材の移動はかなりは

げしいものがあったようであることは重要なデー

タで、肉眼的な判定がいかに空しいものかを知る

こととなった。しかし下部ほど良質の黒燿石が地

域内とはいえ遠方から持ち込まれ、遠方へ流布し

ているらし事も重要な事としてその理解に役立て

たいものである。
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10.黒耀石原産地遺跡の分布状況

黒燿石原産地における文化遺跡分布状況は複雑

であった。しかし第 4図に見るように、今回の調

査は遺跡が旧石器時代から縄文時代にわたり分布

し、それを層位的に確認することができた。

ブドウ沢下流 0本沢 0土屋沢 0男女倉川・和田

川などの発達した河岸段丘面はB10B2段丘面に

遺跡が集中し、黒燿石露頭の崖錐が崩壊転石の上

河床でのローリングをへて固い核状の河床礫転石

となって多くは採集、拾得され縦長剥片の素材と

なるよう一次加工の調整をされている。そうした

文化遺跡がB10B2段丘上に位置しているのが段

丘型の遺跡である。こうした段丘型の文化遺跡は、

転石礫黒燿石のある沢筋の段丘上に連続して形成

されているものであって、ブドウ沢上部 0本沢上

部・土屋沢上部等にはB10B2段丘の発達を見な

いので文化遺跡はのこされていないようである。

三の又筋は旧石器時代に属するものについては検

出されないが、縄文期の遺跡は存在している。

高原型を示すのは、熔岩台地と和田峠地区であ

る。高所の準平原地形は良好な舞台であったよう

で、遺跡が集中している。とりわけ湿原を中心と

した丘陵上や準平原の丘陵状地形上は良好な遺跡

立地と見られ、遺物が層位的に確認できる所が多

い。これは縄文期まで続き他地域からの黒燿石を

求めての侵入が明確で、今日の調査では押型文期

から中期初頭までを追究することは可能である。

問題点として残された地帯は各沢筋の上流域で

あって、ブドウ沢 0本沢・土屋沢・三の又沢に認

められる。本調査では一部の踏査にとどまり、そ

の結果、遺跡の認められない空白地帯となったが、

一帯は広く、準平原状であるのと、一部送電線な

どの工事による鉄塔脚造成の際に資料が確認され

ているからである。塔脚は支尾根上に位置してい

る場合が多く、準平原地形の丘陵上と一致するも

のが多いからである。したがってこの地帯におけ

る分布状況は、まだ一部を垣間見たのみの段階で

あって、まだ、充分とは言えない事となる。この

地帯も分布範囲の一部となるのか、あるいはやは

り人類の痕跡のない地帯なのかは、大きく今後に

のこされているという事になろう。

‖。 おわりにあたって

黒燿石原産地遺跡分布調査の事実報告を中′いと

したものをまとめ発刊するにあたり、多くの参加

者をはじめ機関の方々に、種々の御迷惑をかけた

ことを深く御詫びを申し上げるものである。一つ

に私の力不足と忙しさによるものであることを申

し述べ、再度同じ事を繰 り返さないよう自らに求

め皆様に頭をたれるのみである。

それにしても勉強のすぐれた機会であった。黒

燿石原産地の調査が次第に同′い円的に輪をひろげ

て他町村にわたり、更に将来に向って展開して行

く事を祈念するものである。長野県教育委員会に

よる「黒燿石の里」構想も策定されている中で、

よりいいものを求めて更に協力し合い実現して行

く事を特に希望したい。

人類、それも20世紀末の我々だけが、私益にわ

たる追求や条件の整備のために、かけがえのない

自然を改変してもいいのだという思想を持つ事に

積極的であるならば、その自らの思想のために、

生をも限定されることをこばむ事はできないのだ

との思いを、分布調査の終 りに持たざるを得ない

のである。
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男女倉山頂より男女倉側をのぞt
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男女倉山lFtよ り霧 ヶ峰側をのぞむ
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△ホA26 1層 (上段左 2)。 Ⅱ層 (上段中央 1)～ Ⅲ層 (他全)出土遺物

△ホA26 Ⅲ層出土遺物
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△ホA26 Ⅱ層 (上段右 2)。 Ⅲ層 (他全)出上遺物

△ホA26 Ⅲ層出上遺物
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△ホA26 Ⅲ層出土遺物

△ホA26 Ⅲ層出土遺物
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△ホA26 Ⅲ層出土剥片
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鶴
・１

△ヨA01b Ⅱ層 (11・ 中段)。 Ⅲ層 (ド段)出土遺物

△ヨA01b Ⅳ層 (11段 )・ V層 (下段)出 L遺物
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△熔岩台地の湿原

△ヨA04b Ⅲ層出土遺物

△ヨA04b Ⅲ層出土遺物
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△ヨA04b V層 出上遺物

△ヨA04b Ⅳ層 (左右 2)。 V層 (中央 1)出土遺物

△ヨA04a地点より湿原をのぞむ
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△ 卜A12 1・ Ⅱ層出 1111器ナ|‐ (表 )

11幸 場ヽ

奪唯l

△ 卜A12 1・ I層出 I:L器片 (裏 )
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△ 卜A12 1層出土遺物

轡繊

一ｌ

伊

△ 卜A12 Ⅱ層出土遺物
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豊

群

△ 卜A12 Ⅲ層出上遺物

△ 卜A12 Ⅳ層出土遺物
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△ 卜A12 Ⅳ層出上遺物

ヨA04b ヨA04b ヨA01

ヨA05

△ ヨA04・ 01・ 05・ 07   1～ Ⅲ層出上の上器片

ヨA05 ヨA07
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△ ブ Bll Ⅳ層 (左 L)・ V層 (他全)‖ 111の遺物

△ ブ BH V層出t遺物
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△オ B01 I・ I～Ⅲ層 (右 ド)出 L遺物

強

階

V層出上遺物△オ B01
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夕

・心

∠ゝ ツB10 Ⅱ層出土遺物

Ⅲ層出土遺物△ツB10
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∠ゝ ソB10 Ⅳ層出土遺物

△ ツB10 V層出土遺物
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冬:

△ワA06a(上段)。 b(下段)出 土遺物

男女倉 B地点遺跡の尖頭器 (17 5cm)
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1993年度の年度末に、すべての調査を完了し総括を行い、ここに『黒燿石原産地遺跡分布調

査報告書 和田峠・男女倉谷Ⅲ』を刊行する段に至ったことを慶びとするものである。この調

査には曲折を経験することになり、想いのたけの浅からざるものがあると前号にも書いたが、

その想いは更に深まったと言わざるを得ない。ここに記録としてのこせぬのを、いたずらな掻

痒の感にひたるのである。

和田峠一帯は古くからの名高い黒燿石の原産地であることは、広く小学校で歴史を学んだも

のの周知の地域である。この分布調査が明らかにする事のできたのはむしろその一端であり、

その研究の出発点であるものと見受けられる。いよいよこの地域が光を増幅させてその重要性

を再認識できるとするならば、この調査の果した役害Jは大きいものと思われるのである。それ

はまた新しい研究の端緒でもあり得ることを願うものであって、又そのための何等かの役割を

担えるものと期待している。すべての道の出発点でありうれば幸いである。

理化学的研究にも杭を打ち込んでいただいた。非常に貴重なデータをいただけ、思ってもみ

なかった事実の提示となった。こうした研究が全国的なひろがりで積み重なるための、基礎資

料ともなることを念願するものである。

本書を世に送るにあたって、調査主任の森山公一君の私事を捨てた献身は頭の下がるものが

ある。記して本調査、本書にかかわった多数の方々や機関に改めて御礼を申し上げたいと思う。

有難度う御座居ました、厚く御礼を重ねて申し上げます。

1993年 3月 20日

調査団長 森 嶋  稔

長 野 県

きとあ
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